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プロローグ『旅の記憶』







　――魔ま神じんに敗北し、ただひとり生き残ってしまったあとのことを思い出してみる。

　その頃ころ、俺おれは約一年をかけて魔ま女じよを探していた。説話に謳うたわれる《灰色の魔女》の力なら、あるいは過去へ戻もどり、失敗した世界をやりなおすことができるかもしれない。この過あやまちをなかったことにすることが可能かもしれない。縋すがれるものなど、それだけだった。

　俺たちが魔ま界かいを旅している間に、人間世界は酷ひどく荒こう廃はいしていた。

　何もかも失敗続きだった俺たち救世衆は、結果として世界を――人々を救うどころか、むしろその滅ほろびを加速させてしまったとさえ言えるのかもわからない。多くの人間が命を落とし、結果として繰くり下さがってきた世界最強の称しよう号ごうを肩かたに、滅びゆく世界を歩いた。

　その途と中ちゆう、幾いく度どか人を救ったことならあっただろう。

　各地を巡めぐった理由は、もちろん魔女を探すためでもあったが、それ以上に贖しよく罪ざいの――罪つみ滅ほろぼしの意味が大きかったように思う。魔族を倒たおし、殺し、そうして世界の寿じゆ命みようをほんの少しだけ永らえさせる。それに、ほんのわずかでも意味があればいいと願って。

　実のところ、その当時のことはほとんど覚えていない。

　学院で過ごした一年間のことも、前線でソニカたちと過ごした思い出も、魔界を旅した間のことも、――全すべての仲間を喪うしなったときのことも。余さず覚えているというのに。

　俺がどうやって魔女の下に辿たどり着ついたのか。

　旅の果てに見つけ出した魔女と、どんな言葉を交かわしたのか。

　そういったことだけが、まるで記憶に靄もやでもかかったかのように思い出だせないのだ。たとえるなら、ところどころが焼やけ焦こげた地図から必死に故郷を探す気分。

　それでも――魔女と初めて会ったときのことは、未いまだに覚えているつもりだった。

　正しい場所は思い出せない。あるいは魔女がその記憶を奪うばったのかもしれない。悠ゆう久きゆうの年月を隠かくれ潜ひそんできた灰色の魔女だ、そんなことができても不思議ではない。

　ただ、酷くうら寂しい、崖がけのある土地の光景は記憶している。

　世界の全てから忘れ去られたような。魔族からさえ見放されてしまったかのような。

　夕暮れの断だん崖がい。虚うつろじみた黒と、妙みように物悲しい橙だいだいだけを色として覚えている。そして、そんな光景にはまるで似つかわしくない、豪ごう奢しやな、けれど廃はい墟きよのような居城の風景。

　そこが魔女のねぐらだった。

　世界が滅ぼうとも終わることのない、永久の黄昏たそがれの狭はざ間まを思わせる世界。

　俺は、その居城の門もん扉ぴを右の手で押おし開ひらいた。手入れなどまるでされていない、寂しい庭園をゆっくりと歩く。立体化された影かげのような枯かれ木きに、同じ色の鳥が止まっていた。

　居城の窓から漏もれる輝かがやきが、やけに嘘うそくさいと思ったことを覚えている。

　それでも、俺は明かりに誘さそわれる羽虫のように、その先を目指して歩いていった。

　急いでいるはずなのに、走ろうとは思わなかったらしい。足取りは軽いはずでも、歩くスピードは緩かん慢まんだったことが思い起こせた。両りよう腕うでを下げて歩いていた。

「――――」と。

　何かを、確かそこで呟つぶやいたような記憶があった。だが何を言ったのかはわからない。

　もちろん答える声もなかっただろう。聞いているものがあるとしても、それは枯れ木を宿にする鳥くらいのもの。俺はゆっくりと、再び前に進み始めた。

　そんな小さすぎる歩ほ幅はばでも、進んでいればいつかは到とう着ちやくする。

　そうして、ついに城の前に辿り着いた。今度も右手で扉とびらを押した。呼よび鈴りんなどなかったし、ノックなどしなくてもきっと魔女は待っている。そういう風に確信していた。

　果たして開いた扉の先は、黄金こがね色いろの輝きで満たされた大広間だった。

　目の前には赤い色の絨じゆう毯たんが敷しかれ、それは正面の大階段へとまっすぐ延びている。これほどの彩いろどりを見るのは久ひさし振ぶりだと考えていた。

　視線は自然、絨毯の延びる先――階段の上へと運ばれていく。




　魔女はその先で悠ゆう然ぜんと立っていた。




　若い女性だった。あるいは幼いと表現してもいいほどの容よう貌ぼうだったと思う。少なくとも俺には同い年くらいに見えた記憶がある。正確な顔立ちは、今となっては思い出せない。

　そしてもちろん、魔女が外見通りの年ねん齢れいであるはずもないのだろう。

　知らず、左手に込める力が強くなったように思う。

　汗あせを握にぎったのだろうか。左手に熱を感じていたような記憶が薄っすらとある。離はなしたりしないよう握る左手に力を込めながら、二階からこちらを睥へい睨げいする女性に誰すい何かした。

　お前が魔女か。

　そんなようなことを訊たずねた俺に、魔女は肯こう定ていを返してきたと思う。俺は続けて頼たのんだ。

　もし時間を本当に操あやつることができるのなら、俺を過去の世界へ戻してほしい、と。どうしようもなく弱かった俺を庇かばい、死んでいった仲間たちに、報むくいる方法はそれだけだと。

　魔女は答えた。

　その答えに俺は安あん堵どしたことを覚えている。左手に強く熱を感じた。

　そして、その後の記憶は、なぜか判然としていない。いきなり訪ねてきた俺を、魔女が意外にも快く迎むかえてくれたらしいことだけが、今となっては推測できる唯ゆい一いつの事実だ。




　――そうして、俺は過去の世界へと、ひとりで戻ることになった。







第一章『いやちょっとそれ聞いてないんですけど』







　なんのかんの言って、王立第一魔ま術じゆつ学院一年《救世科》の面々は強い。

　魔ま術じゆつ師しとしての才覚は文字通りの保証書付き。その体に浮うかび上あがった《聖痕ステイグマ》は彼かれら彼かの女じよらが、魔神と戦えるだけの才を所持しているということの証明なのだから。

　もちろん逆を言えば自由意志にかかわらず魔神と戦うことを強制されるということでもあるが、それを幸運と取るか不幸と取るかは考え方次し第だいだ。少なくとも、我らが愛すべき教え子たちは、与あたえられた力を単に押しつけられただけの呪のろいだとは見み做なしていない。

　四人の実力はめきめきと向上を見せていた。

「――《術式設定チエツク／緑式グリーン・一番フアースト》」

　なんかもう救世科専用グラウンドみたいな感じになってきた、お馴な染じみ第三試術場にて。

　略式詠えい唱しようを呟いたのは、救世科唯一の男子生徒ラーク＝シルデ。発声と同時に彼の踏ふむ地面が淡あわい緑色の光を放ち始め、それが円形の紋もん様よう――魔ま術じゆつ陣じんを描えがき出す。

　一見して幾き何か学がく的てきで複雑な紋様だが、魔術師たるものその陣じんが示す意味なんぞ暗記が大前提。そうでなくとも、汎はん用よう魔ま術じゆつである緑式一番の効果くらい知っていて当然だった。

　だが汎用魔術は、誰だれもが知っていてなお扱あつかわれるだけの強さがある。簡単で、かつ高い効果を持っているからこそ、その術式設定が広く広まっているというわけだ。

　次の瞬しゆん間かん、ラークが急加速でもってこちらに迫せまってくる。

「――《風よ》――」

　さらに続けて重ねられた呟きも、それを詠うたうのが魔術師である以上は意味ある言葉だ。

　風が、横に流れた。それが頬ほおを撫なでると同時――気配が突とつ如じよ、背後に移る。

　汎用式スタンダードの中でも緑式魔術システム／グリーンと呼ばれる魔術群は、主に身体能力や感覚器官の強化、補助に用いられる。魔術ではこれを《元げん素そ干かん渉しよう》と呼んだ。《物理干渉》と呼ばれ攻性魔術の多い赤式や、俗ぞくに錬金系とも呼ばれる《物質干渉》の黄式と並んでよく使われるものだ。

　まあ字じ面づらの上では大した違ちがいがあるようにも思われないが、それはともかく。

　ラークはそれによって身体能力の底上げを行い、さらに加えて、得意とする風の操作で移動を補助し、一いつ瞬しゆんにして俺の背後へと回ったわけだ。

　武装はしていない。だが強化された筋力と、文字通りの追い風を纏まとった蹴けりの一いち撃げきは、直ちよく撃げきすれば人間ひとりの意識を刈かり取とる程度は造作もないだろう。そう、当たれば。

「甘あまい！」

　振ふり向むきもせず俺は叫さけんだ。詠唱でもなんでもない、ただの指し摘てきである。

　直後、俺の背後の地面が突如として爆はぜる。埋うめ込んでいた魔術陣が作動して土を巻き上げ、その勢いのままラークを吹ふき飛とばしたからだ。

「後ろを取ろうっていう、その発想がもう単調なんだよお前は！　ほらどうする!?」

「風よ――!!」

　ラークは叫んだ。それはさきほどの詠唱と同じ言葉だったが――違う。

「風さんよー!!　助けてえ――!?」

「お前ただただ風に話しかけてるだけじゃねえか!!」

　どうしてこの男は、隙すきあらば風と会話を試みてしまうのだろう。

　もういいや。俺は追おい撃うちの魔ま弾だんをラークに当てる。

「風ぱっ!?」

　吹っ飛ばされていくラークだが、たぶん風さんが助けてくれるのだろうし、なんやかや無傷で済むだろう。《風よ》のひと言で詠唱を済ませられることは才能だし、理に適かなってもいるのだが……なんだろう。なぜか妙に釈しやく然ぜんとしない。

　いやまあ詠唱なんて結局は自己暗示で、たとえばさきほどのラークの詠唱だって、要は暗記した魔術陣を名前で覚えておき、それを口にすると同時にイメージを励れい起きするという理り屈くつではあるのだが。だからって呼ぶだけで風さんに助けてもらえるのも奴やつくらいだ。

　本来、自分の中で設定した略式詠唱キーコードでは、決まった魔術しか発動できないのだ。なぜかラークは《風よ》のひと言で、およそあらゆる風っぽい魔術を使ってみせるが。なんで？

　ともあれ有効打一撃で脱だつ落らくが決定するルール上、これでラークはリタイア。

「――っと！」

　感知した別の魔ま力りよくを咄とつ嗟さに避ける。身を引いた瞬間、鼻先を魔弾が掠かすめていった。

「ああもうっ！　どうしてそんな当たり前に避けるんですかっ!!　前々から思ってたんですけど、先生の回かい避ひ能力それ絶対おかしいですから!!」

「当てられないほうが悪い！　つーか当たらない苛いら立だちを口に出すなんぞ未熟の証明だぞソニカ！　自己暗示もできなきゃ当たるもんも当たらねえからな！」

「汚よごれなら汚れらしく掃そう除じされなさいよ、この頑がん固こ者もの！」

「誰が汚れだソニカ、ゴルァ!?」

「先生なんて私の輝かしい人生の汚お点てんみたいなもんですぅー！」

「よく言った泣かす!!」

　二対一のチーム戦。ラークとペアを組んでいるのは今回、ソニカ＝アルハーツだ。

　貴族家系のご令れい嬢じようにして家事が趣しゆ味みのエセお嬢じよう様さま。だが一見、家庭的な風を装よそおっておきながら、もうひとつの趣味は火事を起こすことという生まれついての爆ばく薬やく少女。

　少し距きよ離りを取ってこちらの隙を見計らっていた赤い髪かみの彼女も、ラークが落とされたとあっては動かざるを得なかったのだろう。その両手には今、一いつ対ついの剣けんが握られている。

　ひと月前に王都から持ち帰ってきた《神賜兵装テスタメント》。魔神を殺す神の武器。

　ラークとは違い、ソニカには神賜兵装の使用を許可してあった。魔術の使用を自動補助してしまう神賜兵装は、魔術が下手な間から乱用すると実力の向上を妨さまたげてしまう。その点を考こう慮りよすると、現在の救世科で使用を認められるのは、ソニカとイフリアだけになる。

　ただし、縛しばりは設けさせてもらっていた。

「――今日こそ倒す……！」

　ほとんど毎日のように行っている模も擬ぎ戦せん闘とう。四対一ではもう勝ち目がゼロになっているため、現在は二対一の形式に移っている。これで負まけ越こしたら一対一というわけだ。

「倒たおす、絶対倒す……私に掃除できない汚お物ぶつなどこの世に存在してはならない……！」

「ちょっと？　意気込みが怖こわすぎるんですけど？」

　あと教師をっていうか人間を汚物とか言わないでほしい。

「……さて、と」

　ソニカがそこで、いきなり片方の剣の切っ先で地面をなぞった。

　ざ、と土に一線が引かれる。

　地面からこちらに目線を戻し、ソニカが小さくニヤリと笑った。

「なんのつもりだ？」

　俺は笑って訊ねた。

「魔術師が戦せん闘とう中に為なす行いには全て意味がある。……アキ先生のお教えでしたね？」

「戦闘中に余計なことばっか喋しやべってるくせによく言うよね」

「あれは挑ちよう発はつなのでノーカンです。私は魔術師ですよ、常に冷静ですとも。ええ」

「明らかに私し怨えんだらけの癖くせにどの口が言うの？　恥はずかしくないの？」

「はあ――!?　あ、もう怒おこったんですけど許さないんですけどブチ焼きますぅ――!!」

「沸ふつ点てんが低すぎる……」

　なんでお前がそんな簡単に挑発に乗っちゃうんだよバカ。最初から怒ってたじゃん。

　能力的にはバランスがいいのに、よくも悪くも燃え上がりやすい奴だった。

「――《爆ぜろや外げ道どう教師》!!」

「その略式詠唱キーコードの設定おかしくない!?」

　淑しゆく女じよらしからぬ発言とともに、刹せつ那な、ソニカが双そう剣けんを振るう。詠唱変えてほしい。

　二刀一対の形態を持つソニカ＝アルハーツの神賜兵装テスタメント――銘めいを《炎舞ドレーク》。初代の救世衆において最強の戦士と呼ばれていた男が持っていたとかいう話で、その銘なの通り火か炎えんを操る能力が剣自体にあるという。が、当然それはソニカも使いこなせていない。

　一周目かつてのソニカでさえモノにするまで一年以上かかったこともあるし、そもそも相手が魔族でない場合、神賜兵装はその最大性能を発揮できないという問題もある。とはいえ、それ以前に魔術を補助する媒ばい介かいとして埒らち外がいの性能を持っているのだ。――ゆえに。

　振るわれた刃はから、赤の軌き跡せきが放たれる。言うなれば、飛ぶ斬撃とでも表現しようか。

　もちろん、それはソニカが剣けん術じゆつの達人だから、とかではない。これは魔術であり、赤式と呼ばれる汎用魔術の一種だ。通過するものを切きり裂さく赤い魔力の刃。

　それを、俺は魔ま力りよく障しよう壁へきを張って防いだ。手を正面に翳かざし、円形の盾たてを構築する。それと同時に横へと飛んだ。防いでいる間、同じ場所に立ち続けるなど間ま抜ぬけのすることだ。

　その瞬間には、ソニカはこちらに肉にく薄はくしていた。

　ラークと同じ身体強化魔術。純じゆん粋すいな速度では彼に劣おとるものの、魔術の切り替かえの速度はやはりラークと比べ物にならないほど迅じん速そくだ。連続で魔術を使うのはそれだけで難しい。

　張っていた障しよう壁へきが、ソニカによって一刀の下に斬きり捨すてられる。この程度の防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつでは、単なる魔ま術じゆつ攻こう撃げきならともかく、魔力を纏った斬撃までは防ぎきれない。

「《猛きは焔ほのお、怒いかりを表すその色は赤》――」

　詠唱。正式な文言をなぞる以上、発動する魔術はひとつだけ――赤式の攻撃魔術だ。

　障壁を斬り飛ばしたソニカは、残る左手側の剣でこちらに突つきを放ってきた。

　彼女も当然、俺がその場にいないことくらい読んでいる。二刀の手数は、こうして近接戦闘に持ち込まれると厄やつ介かいだ。身を捻ひねって躱かわすものの、その隙に距離を詰つめられる。

　――だから俺は、逆に自分からもソニカに近づいていった。

「っ――!!」

　驚おどろきながらも集中は乱さないソニカ。この冷静さを普ふ段だんからも保っててほしい。

　俺は剣ごと突き出されたソニカの左手首を、自分の右みぎ腕うでで掴つかんだ。そうすることで左の剣を封ふうじ、同時に近すぎる距離が残る右の剣も牽けん制せいする。あまりに近すぎる間合いでは、逆に武器も使いづらくなるということ。

　こうなると無手のほうが有利になってくる。

　俺は空いた左ひだり腕うでで魔弾を作った。これに当たればソニカの負けだが――、

「――《其は》――」

　一瞬。ほんの刹那の間。

　ソニカが、ちら、と左に視線を遣つかったことに俺は気がついた。その方向はさきほどまで彼女が立っていた方向だ。つまりが、ほんの数秒前に地面を刻んだ場所のほう。

　――何か、罠わなを張っていたのか。

　フェイクだと見做していた。いくらなんでも、地面に線を一本引いただけで魔術として成立させてくるとは考えていなかったからだ。魔力だってほとんど感知していない。

　だが、この距離で視線を動かす理由などほかにあるまい。それに釣つられて、俺の視線が一瞬だけそちらの方向に泳いだ瞬間――その隙を、ソニカは逃のがさなかった。

「――《終わりを示す煉れん獄ごくの見張り人》！」

「うお……っ!?」

　詠唱が完成したその瞬間、俺はそれがフェイクであることを知る。

　ソニカは自分の腕うでを、思いっきり横へ振るった。俺の腕を振り払はらうために、いや、それごと体勢を崩くずすために。転ぶことこそなかったが、思わず数歩、たたらを踏んだ。

　視線を横へと移したこと、どうやらそれ自体がフェイクだったらしい。

　詠唱も含ふくめて、彼女は魔術を発動させる――と見せかけて近接攻こう撃げきに懸かけていた。

　さきほどのソニカは、単にほんの少しだけ魔力を込めて、切っ先から地面に流し込んでおいただけ。たったそれだけの魔力の気配と、言葉にされた詠唱、刹那の視線移動が俺に罠と誤ご認にんさせたわけだ。一手間ま違ちがえれば危あやうい策だが、だからこそ裏をかける。

　わずかに離れる彼ひ我がの距離。この一瞬でソニカは再び剣の攻撃圏けん内ないに俺を納めた。

　笑えみを見せるソニカ。顔に『貰もらった！』とわかりやすく書いてある。

　そして――やっぱり半ば殺意的な感情が見みえ隠れする横薙なぎの一いつ閃せんが俺に襲おそいかかり。

「え、……ひゃっ!?」

　それを屈かがんで躱した俺は、そのまま軽く足を払うことでソニカの体勢を崩した。

　すてんと転ぶソニカ。普段よりちょっと、かわいらしい悲鳴だった。

　とはいえ容よう赦しやはしない。尻しり餅もちをついた彼女の額に、

「ほい、試合終しゆう了りよう」

「あたっ!?」

　軽くデコピンを放っておいた。本当は魔弾でも当てておくところなのだが、まあ敢かん闘とう賞しようということで勘かん弁べんしておいてやるとしよう。実際、かなりいい線行っていたと思う。

　地べたに座すわり込む体勢で、ソニカは剣を落とすと両手で額を押さえた。顔が真っ赤だ。

「ぐ、ぬ、ぬぬぬ……うぎぎぎぎぎぎ」

「相変わらず悔くやしがり方が怖いな、お前は……」

「……むぅ、だって……今のは殺とったと思ったのに……！」

「ねえちょっと？　俺の授業は殺意の持ち込み禁止だからね？　表現おかしいよ？」

「むーかーつーくーぅ!!　あとちょっとだったのにー！　うがーっ！」

　座ったまま地じ団だん駄だを踏むソニカだった。足でげしげし地面を蹴っている。

　なんというか。ここまで悔しがられてしまうと、俺としても逆に嬉うれしくなってしまう。それだけこの授業に本気で臨のぞんでくれている証しよう拠こだったし、何より同じように競きそい合い、お互たがいに勝ったり負けたりを繰り返かえしながら強くなっていった昔を思い出すから。

　もちろん、かつての仲間ソニカと、今こうして向き合っている彼女ソニカを同一視したりはしない。同じ間違いを二度繰り返しては、こうして戻ってきた意味がなさすぎるってもんだ。

　俺はあくまで教師として、彼女たちを生徒として、導いていかなければ。

「ほれ」

　と、俺は座り込んだソニカに手を差さし伸のべる。

　赤い髪の強気な少女は、むっと唇くちびるを尖とがらせたが、神賜兵装を待機形態に戻すと、素す直なおに俺の手を取ってくれた。先月の一件以来、ちょっとは信しん頼らいしてもらえたらしい。

「いや、悪くなかったぜ。まさかあんなフェイント混ぜてくるとはな？」

「……別に、あの状じよう況きようまで想定してたわけじゃないです。何かに使えると思っただけで」

　通じなかったことが引っかかっているらしく、ふん！　と顔を背そむけるソニカ。

　俺は思わず苦く笑しようを零こぼした。

　一応、本心から褒ほめているのだ。戦闘におけるソニカの機転、直感は実に鋭えい敏びんだった。魔術や格かく闘とうが云うん々ぬんというより、戦うということそれ自体の才能が優すぐれている証だ。

　まあ俺も普段はあまり素直に褒めないし。たまには褒めて伸ばすことも考えてみよう。

「ていうか実際、策はよかったよ。立ち回りも合格点。さすがだと思ったよ」

「な」と、なぜかソニカが顔を真っ赤にする。「な、なん……なんで急に、そんな……」

「……もしかして照れてる？」

「は――はあ!?　別に、べ、別に照れ、て、照れてるとかじゃないんでしゅけど!?」

「なんだそれ、かわいいなお前。呂ろ律れつぜんぜん回ってねえよ」

「～～～～っ!!」

　褒められ慣れていないのだろう。ソニカは湯気が立つほど顔を朱しゆに染めている。

　そんな年相応の様子が実にかわいらしくて、笑いを堪えきれなくなった。

「こ、ぬ、ぐ……普段は滅めつ多たに褒めないくせに……」

「いやいや。まさかソニカが、あんな性格の悪い罠を張るとは予想外だったよ」

「だ、だからっ――あれ？　これ褒めてますか本当に!?」

「誰の影えい響きようでこうなったんだろうなあ……」

「いや、これ確実にアキ先生の影響ですからねっ!?」

　否定できない。というかする気もなかった。

　なぜならそれは、彼女が俺の授業をきちんと聞いてくれている証だから。

「冗じよう談だんだ、褒めてるよ、ソニカ。実際マジで伸びたと思うぜ。いい意味で柔じゆう軟なんになった」

「な……うっ、く、あぅあ……」

　ついに俯うつむいてしまうソニカであった。リアクションが面白おもしろすぎる……。

　と、そこで彼女は言った。

「……あの。せ、先生……」

「ん、なんだ？」

「そろそろ、手、離してもらってもいいですか……」

「――うぇ!?　あ、お、おお、おう、ごめん」

　ソニカを起こすために繋つないだ手をそのままにしていたことをようやく思い出す。慌あわてて離したけれど、なんだろう――なんだこれ。なんだかすごい、妙な空気になってきた。

「……あー、悪かったな。嫌いやだったよな、すまん……」

「あ、いや……別にいいんですけど。嫌とかじゃないです……けど」

「へ？　あ、そう。そっか。うん。ならいいかな？　うん」

「…………」

　離した手を、にぎにぎと動かすソニカ。やばい、なんか俺のほうが照れてきた。
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　こういうときに茶々を入れてくれるはずのほかの連中が、なんでか今はこちらを向いていない。ああくそ、もう、授業はちゃんと観戦してろっていうんだ……。

「ま、まあ惜おしむらくは剣術自体の腕だな。実家でも訓練は受けてたんだろうが、無手での格闘術が主だったみたいだし。双剣を使い慣れてないのが問題か」

「……ですね」ソニカが頷うなずく。「まったく訓練してなかったってわけじゃないんですけど、やっぱり武器を持つより素す手でのほうがしっくり来るというか。剣の才能ないのかな……」

「んー……ソニカで才能ないっつったら世の剣けん士したちが泣き出すとは思うけども」

　かといって、目を瞠みはるほど剣術に適性がある、というわけでもないのは確かか。

　実家が貴族だけあって、嗜たしなみとして訓練はしていたようだが。そのときの師も、おそらくソニカの適性は剣術より格闘だろうと判断したらしい。それは俺も同感だ。

　初代救世衆の武器をそのまま受うけ継ついでいる以上、仕方がないことではある。割り切るしかないだろう。俺の神賜兵装は扱いの楽な短刀だったから、あまり気にしなかった。

「……訓練するしかないですよね。よしっ！」

　改めて気合いを入れるように、ソニカが両手をぎゅっと握り締しめて呟く。

　このときにはもう、さきほどの妙な空気は霧む散さんしてしまっていた。俺はほっと息をつく。

　……参ったな。あのソニカと、このソニカが違う人間だとはわかっているのに。

　あるいは、そういう風に見做しているからこそ、なのだろうか。ふとしたときに感じてしまう、ソニカのソニカらしさに、心を動かされないと言えば嘘になってしまう。

　――かつて、告げられなかった言葉があった。

　今となってはもう、二度と口にはできない想おもいがある。

　それを、今のソニカに重ね合わせることが、どれほど卑ひ劣れつで罪深いか。今のソニカにもかつての彼女にも、二度と顔向けできなくなってしまう。

　それがわかっているからこそ、割り切らなければならないことがあった。

「……はあ。女め々めしくなったもんだよ、俺も」

　かぶりを振って、邪じや魔まな思考を振り払う。考えていいことと悪いことがあるって話だ。

「ねえねえ、アキ兄――っ!!」

　と、ちょうど都合のいいタイミングで、救世科筆頭バカの声が聞こえてきた。

　うーむ、さすがはアミ。俺を一瞬で思し索さくの海から現実へと引き上げてく、

「よいっしょぉっ!!」

「んぐぅ!?」

　鳩尾みぞおちという名の急所を的確に頭突いてくるバカ。痛いわバカ。このバカ本当にバカ。

　ひっついてくる小こ柄がらな少女を、力尽ずくで引ひき剥はがしながら俺は言う。

「なんでいつもいつも飛び込んでくるんだおのれは、あぁ……？」

「アキ兄！　お客さんだよ!!」

「君という子は本っ当にヒトの話を聞きませんね畜ちく生しよう！」

　悪びれず満面の笑みを見せる黒くろ髪かみの少女――アミ＝フォルトヴァール。

　救世科の一員にして最大の問題児。俺にとってはまさに言葉通りの歩く黒歴史。

　それもそのはず。なぜなら彼女は、世界を救えなかった俺が、魔女に頼んで戻ってきたこのやりなおしの世界におけるもうひとりの俺。何をどう間違えばこうなるのか、なぜか女の子になっている過去の俺自身なのだから。もう自分で言ってて意味がわからない。

「ねえアミ、聞いて？　頼むから俺の言葉を聞いて？　聞け？　ブッ飛ばすよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「大丈夫じゃねえから言ってんだよ!?」

「だってわたしとアキ兄は、心で通じ合ってるからっ!!」

「合ってない！」

「まさに一心同体ってヤツだよ！　別々の体に、ひとつの心を持っているんだよ！」

「やめろ！　その表現はもう本当にものすごく嫌だからやめろ！　やめて!?　お願い!!」

　もう泣きそう。というかすでにちょっと泣いてる（鳩尾への一撃で）。

　確かに学院時代の俺はバカだったけどさあ。絶対にここまでじゃなかったって……。

「えっへへへー……」

　そんな俺の考えなど知ったことではないとばかりに、にへらと笑うアミ。

　これを見ていると、ツッコむのもバカらしくなってしまう。というかこの性格がゆえにソニカやイフリアからかわいがられているアミだ。俺との違いは性別だけではない。

　無論、最大の差はやはり性別で、この辺りについても考察をしてはいるのだが……。

「てか……あれ？　そういやアミお前、お客さんとか言った？」

「そうだよ。ほら、あっちだ」

　答えたのはアミではなかった（アミは俺の腹筋を額で連打している。なぜだ）。

　その後ろから歩いてやって来た少女――イフリア＝エルクレグリである。救世科ではソニカと並ぶ、成績的な意味での優等生。白にも薄うすい水色にも見える髪が特とく徴ちよう的てきで、低い身長と相反する怜れい悧りな瞳ひとみが、今は呆あきれたように俺へと注がれていた。

「……てか、何やってるんだ、先生は……」

　いや俺に呆れるなよ（アミはついに俺の腹筋をサンドバッグにし始めた。だからなぜ）。

　イフリアに言われるがまま、俺は視線をふたりが来た方向に向ける。すると試術場の外から、こちらに向かって大きく手を振っている女性が見えた。やだちょっとかわいい。

「キニャール先生？　どうしたんだろ」

　呟き、そちらへと向かう（アミは俺の背中に上ってきた。もうなんなのコイツ本当に）。

「どうしたは先生とアミのほうだと思うけど……何してんの……」

「アキ先生といえど、アミにはもうさせておくほうがいいと判断したらしいね」

　ソニカとイフリアがなんか言っているが知らない。当然、アミはあとでシメるからね。

　それより今はキニャール先生のほう。試術場の外へと出て俺は頭を下げた。

「どうも、先せん輩ぱい。……何か、ご用事でしょうか……？」

「あはは……そんなに警けい戒かいしなくても大丈夫ですよ、アキ先生。悪いお話じゃないです」

　長く美しい金きん髪ぱつを揺ゆらして、先輩教師のティフィーシェ＝キニャール先生は笑った。

　仲間から生徒に変わった救世科の面々とは違い、教師から同どう僚りように変わった相手。かつて教わった恩師であり、その記録がなくなった今も世話になりすぎていて頭が上がらない。正確に言えば、迷めい惑わくをかけているのは俺ではなく生徒たちのほうだと思いたいが。

　幸い、今日は怒られるというわけではないようだ。四人ともここにいるのだからよそで問題があったわけではない、などと楽観視できないのが救世科の恐おそろしいところ。

「えーと、それじゃお話とは？」

「学院長から伝言を預かってきました。――到着したそうです」

　すっと真ま面じ目めな顔になって、キニャール先生は言った。

　到着。その言葉が示す内容の意味は、もちろん――いや知らないなこれ。

「え、何がですか？」

「何がって……あ、あれ？　学院長から聞いてないんですか？」

「すみません、ちょっと心当たりがなくって。荷物とか頼んであったかな……？」

「到着したのはモノじゃなくてヒトです」

　ぴしっと告げるキニャール先生。それを聞いて、救世科の面々にも緊きん張ちようが走った。

　頭の上で、アミが「え、なになになになになに、面白いこと!?」と俺の頭を揺らしていることは一いつ切さい無視して先生に向き直る。キニャール先生はしばらく俺の頭の上のアミを引き攣つった表情で見ていたが、誰も気にしていないことに息をつくと、それから言った。




「転入生、と言うんですかね。救世科、最後のひとりが到着しました」




　――ついに来たか。

　小さく笑い、俺は頭の上のアミを、腕わん力りよくを強化してから引っ掴むと後ろに放ほうり投なげる。アミはくるくる回転しながら上手うまく地面に着地し、いつの間にか復活しているラークからぱらぱらと拍はく手しゆを貰っていた。キニャール先生は何度か目を瞬またたかせると、それからたぶん見なかったことにした。このくだり絶対にいらないんだよなあ……。

「……ま、まあ、そういうわけですので、アキ先生は学院長室までお願いします」

「わかりました――ってわけだ、悪いなアミ、イフリア。お前らの番はまた今度な？」

　授業が中断されることになるが、こればかりは仕方がない。

　イフリアは軽く肩を竦すくめることで答えた。一方のアミは、まあわかっていたけれど。

「わたしも行きたい！」

「ダメ」

　反射で答えると、アミもまた反射的に返してくる。

「なんで!?」

「アミだからだ」

「そっか！　なら仕方ないね！」

「うん！　……いやまあ実際ダメなんだけどね？　今いったい何に納なつ得とくしたの？」

「だってわたしはアミだからねっ！」

「そっか。そうだね。じゃあそういうことだから。それで」

　俺おれには自分おまえがいちばんわからねえよ……。

　まあいい。いや何もよくないのだが今はいい。呼ばれているのだから急がなければ。

「悪いなイフリア、教室でアミのこと見張っててくれ」

「ああ。早く行ってくるといいよ」

「……おん？」

　その聞き分けのよさに少し首を傾かしげる。

　なんだか、思えば今日はやけにイフリアが静かだ。ただでさえ楽しみなはずの模も擬ぎ戦の機会を奪われているというのに、文句どころか皮肉のひとつも零さないなんて。それは、なんというかイフリアらしくないような気がするのだ。頼んでおいてなんだけれども。

　だが何を言うよりも先に、キニャール先生がこちらを見て首を傾げた。

「アキ先生？」

「あ、ああ……では、ちょっと行ってきます。伝言ありがとうございました」

　上司である学院長を待たせすぎるのはよくない。ただでさえ減給が鳩尾ごと懐ふところへ効いているというのに。頭ず突つきの物理ダメージと合わせて、いい加減そろそろ胃がヤバい。

　引っかかることはいくつかあったが、それを忘れて校舎の方向に小走りで駆かけていく。

　俺自身、楽しみというか、少し舞まい上がっているのだと思う。

　――この時代の、かつての仲間と再会することが、楽しみで仕方なかったのだ。




※




　ロクサディム＝シュー。

　二代目救世衆の最年長であった男の名だ。俺やソニカ、イフリアやラークにとっては、気のいい頼たよれる兄貴分だった、というところか。

　学院長室に向かって廊ろう下かを歩きながら、かつての記き憶おくを思い出だす。

　ちゃらんぽらんで適当な性格の、遊び人のような男だった。そうかと思えば妙みように聡さとく、どこか底の知れない笑みを浮かべていることが多かったように思う。

　そして、何より俺たちに優やさしかった。

　今や、俺はかつての兄貴分の年齢を追い抜ぬいてしまっている。その事実には小さくない違い和わ感かんがあるけれど、とはいえ今日からは教師だ。肝かん心じんなところで鋭するどい奴だから、下手を打てば妙な警けい戒かい心しんを与えてしまうかもしれない。同じ過あやまちを、二度繰くり返すのは避けよう。

　そう決心しながら、俺は辿たどり着ついた学院長室の扉とびらを数回ノックする。「フォルトヴァールです」と名乗ると、中から「入ってどうぞー」というキジン学院長のくぐもった声。

　失礼します、と告げて扉を開いた。

　そして、同時に目も。

「いらっしゃい。いやあ悪かったね授業時間中に呼び出しちゃって。まあほら、こういうことは早いほうがいいかと思ってなあ」

　いつもの気が抜けた感じで、キジン学院長がひらひらと手を振る。普段と違うのは奥おくの机ではなく、手前にある応接用のソファに陣じん取どっているところか。

「一応、紹しよう介かいはしておこうかな。これから同じ教室でやっていくことになるわけだし」

　学院長の視線が、その言葉のあとで対面の人ひと影かげに向く。こちらもソファに座っていた。

　俺は何も答えられない。もうなんか、目の前の光景の意味が理解できない。

「こちらがアキ＝フォルトヴァール先生。救世科の担任教師で、今日から君の先生だ」

　俺を紹介するその言葉は実質、学院長の正面に座る人物が俺の生徒――つまりが聖痕をその身に宿し、魔ま神じんと戦う運命を課せられた救世主候補――であることも示していて。

　ならば、そこにいるべきは、本来なら男――ロクサディムであるはずなのに。

「そんでこっちが――」

「あ、学院長さん、自己紹介なら自分から！　やっぱり挨あい拶さつって大事ですもんね！」

「そう？　まあそれがいいかもね。そしたらどうぞー」

　学院長の言葉を引き継ぐと、その少女は立ち上がってこちらを向いた。

　髪の色は目立つ金。それが肩かたほどの長さで綺き麗れいに揃そろえられており、少しくすんだ色味は確かにロクサディムを思い起こさせる。あいつも、髪の色は同じような金だった。

　だが違う。それ以外がもう圧あつ倒とう的てきにっていうか致ち命めい的てきにっていうか絶対的に違う。

　瞳の色はグレー。蒼あおだったあいつとは異なっている。身長だって低いし、体格も華きや奢しやで似ても似つかないレベルだ。ていうか顔が違うし、つーかもうそれ以前に性別が違うし、そもそも人物が違った。そこに立っているのは、見たこともない少女だったのだ。

　――そう、来ましたか……。

「というわけで、自己紹介をさせていただきますねっ！」

　少女は、びしっと敬礼を作って言った。その表情には満面の笑みが見えている。

　金色の髪がわずかに揺れた。身につけているのは学院の制服だが、まだ寒い季節でもないのに、なぜかマフラーをつけているのが印象的だ。

　少しくすんで汚れた布地が、少女の口元をわずかに隠かくす。それでも、実に楽しげな笑え顔がおであることはわかった――少女は名乗る。




「あたしはリューリ。リューリ＝スヴェント！　今日から救世科の一員になります！」




　なんとか再起動を果たすが、けれどロクな言葉が出てこない。

　当然、一度だって聞いたことのない名前だ。リューリなんて名前を俺は知らない。

「え、あ、ああ……え？」

　間の抜けきった反応をする俺を見て、少女はますます笑みを深めた。そして言う。

「――よろしくお願いしますね？　えーと、アキ先生っ!!」

　俺は、まるで動かない頭をなんとか捻って、こう答える――というか問う。

「え……誰？」

「……何を言っているんだ、アキくんは」

　学院長の呆れたような声が響ひびいた。その視線が俺を貫つらぬいて、

「いきなり失礼なことを言うものではないよ。ま、とりあえず掛かけなさい」

　温おん厚こうな態度の裏に隠された、鋭い眼光が俺を射い抜ぬいている。一度だけ頷きを返した。

　学院長だけが、今は俺の事情を知っている。俺の態度に妙なものを感じて、それを隠すよう暗に告げているわけだ。それで冷静さを取り戻もどし、俺は学院長の隣となりに腰こしを下ろす。

　代わるように立ち上がった学院長が、薄く笑みを浮うかべて言った。

「お茶を淹いれようか」

「……では、お願いします。すみません」

「いいよ。ここは僕ぼくの部屋だからね」

　俺は正面で立っている少女に再び視線を戻す。

　ふと見れば、謎なぞの少女――リューリは、ものすごく悲しそうな表情を浮かべていた。それはもう、今にも泣き出してしまうのではないかというくらいに。

「え、あ……へっ!?」

　焦あせる俺。そんなこちらに対し、リューリは悄しよう然ぜんとしたように肩を落として言う。

「……ああ、つらい……人生があまりにもつらすぎる……」

「どうしたの!?」

　リューリは今にも死にそうな顔をしていた。なんなら死人のような顔と言ってもいい。

　目の焦しよう点てんは合わず、青い顔で虚こ空くうを見つめているのだ。自じ嘲ちようの気配を纏って。

「自己紹介の直後に誰って……誰って……がんばって挨拶したのに……つらすぎる……」

　どうやら俺の『誰だれ？』という発言のせいで落ち込んでしまったらしい。

「あ、ご、ごめん！　いや、そういうことじゃなくて、あの……ね？」

「……いいんです、別に。そうですよね、あたしなんて誰だってなもんですよね……ふふ、知ってました……ただやっぱ思ったよりつらいっていうか……心に来るっていうか」

「そ、そんなに落ち込まなくても……」
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「ですよねすみませんごめんなさいあたし如ごときにそもそも落ち込む権利とか――」

「ごめん、ごめんね!?　そういうことじゃないんだ？　聞いて!?」

　さきほどまでの明るく元気な少女という印象が、何もかも死に絶えていた。

　どうしよう。普ふ通つうに考えれば俺の言ったことは確かに礼を失していたかもしれない。だが俺のほうだって驚いたのだ。なぜ、俺の知らない人間が、ここにいるというのだろう。

　改めて少女に目を向けてみる。やはり、何度見たところで覚えがないのは確実だ。

　と、その視線に気づいた少女がふと顔を上げる。彼かの女じよは俺の顔を見ると、「ぐすっ」と鼻を鳴らして、それからふらふらとした足取りで――なぜか部屋の隅すみに向かった。

　そして、そこで膝ひざを抱かかえて蹲うずくまってしまった。

「はあ、つら……。なんかずっといいことないなあ……あたしっていつもそう……」

「……あの」

「昔からそうなんだよ。何をやってもてんでダメ……愚ぐ図ずで、愚ぐ鈍どんで、鈍のろ間まで、間抜けで、頭悪いし地味だしかわいくないし人からも忘れられるしつらいし、何これ、つらい……」

「あの!?　ねえ、ちょっと!?　ごめん！　すみませんでしたって！　――ちょっとぉ!?」

「やっぱあたしが救世主候補なんて無理が……はあ、つらい……影かげになりたい……」

　……いくらなんでも落ち込みすぎじゃないでしょうか？

「が、学院長――!?」

　もはやこのまま溶とけ出して床ゆかの染しみにでもなるんじゃないかというくらいに落ち込んでしまった少女。対処法がわからなくて、思わず助けを求めた俺に対し、学院長は仰おつしやった。

「うん。まあ……さすが救世科って感じだよね？」

「いや救世科の条件って《変わってる》とかじゃないですよね!?」




　――ツッコミから数分後。

　学院長がお茶を淹れてくださった頃ころには、少女も元の様子に戻っていた。

　応接テーブルに置かれたカップ。その湯気の向こうで、少女は今、少し恥ずかしげに頭を掻かいている。なんとか落ち込みから立ち直り、落ち着きを取とり戻してくれたようだ。

「やー、ごめんなさい！　あたし、人よりちょっとだけ落ち込みやすい性格で！」

　ちょっとなんてレベルじゃなかったと思うが、あえて言げん及きゆうしない。

「……いや、俺のほうこそ悪かったね、急に変なこと言って」

「いいんですいいんです！　あたしなんて、ほら、地味だし印象に残らないし……本当、なんでこうなんだろ……ああぁ、自分を構成する全すべての要素に自信がない……」

「触ふれなかったのに落ち込み始めちゃったよ……」

　この子、面めん倒どう臭くさいなあ！　いやもう、なんだ、……すげえ面倒臭いな!!

　確かにキャラは濃こいけれど。なんだろう、記憶にない人間が転入生として現れたという結構な大問題が、彼女――リューリのキャラクターだけで流されてしまった感がある。

　で、済ませていい問題では、もちろんないけれど。

　とりあえず俺は横の学院長に向き直り、改めて確かく認にんを取る。

「えーと……このリューリ＝スヴェントが、救世科最後のひとり、でいいんですよね？」

「その通りだよ」キジン学院長は、静かに首しゆ肯こうした。「間違いなく彼女は聖痕に認められた救世主候補のひとりで、君の生徒になる子だよ。そうだね、リューリくん？」

「え？　あ、はい……それは間違いないです。ほら」

　そう言ってリューリは、マフラーといっしょに制服の襟えり元もとを片手で下げた。露あらわになる右の鎖さ骨こつの辺りに――ああ、これは見み紛まがうはずもない、救世主の証あかしを示す聖痕があった。

　同時に学院長が言う。

「本物の聖痕であることは確認済み。神賜兵装テスタメントも確かに起動してみせた。彼女が神に選ばれた救世主候補であることは疑う余地のない事実だとも」

　――もっとも、偽ぎ装そうする手段が存在するとも思えないが。

　と、これは小声で俺にだけ聞こえるよう、キジン学院長は呟つぶやく。さきほどの言い回しも含めて、おそらく学院長は、俺の反応だけで大方のところを察している。

　リューリ＝スヴェントという少女が救世主候補であることは疑う余地がない。

　――いやちょっとそれ聞いてないんですけど。

「そうですか、わかりました……えっと、リューリ、でいいか？」

　正面の少女に問いかける。

　リューリは満面に輝かがやくような笑みを浮かべ、ガッツポーズを作って答えた。

「もちろんですともっ！　あたしたちの仲じゃないですか！」

「あ、うん、そっか。そうだね？　うんオッケー。ならリューリ、これからよろしく」

　考えなければならないことがまたしても増えてしまった。

　だがアミという前例がある以上、あり得ないとは言い切れない――言い切れないこと、それ自体がそもそもおかしい、という話なのだが。少なくとも疑う余地はない。

「こちらこそ、ですっ。あ、握あく手しゆしましょう、握手っ！」

　そう言うとリューリは、こちらに右手を差し伸べてくる。

　俺も右手を差し出し、手を繋いだ。リューリは、その手を眺ながめながら、小さく呟く。

「……あったかい。それに……懐かしい」

「え――」

「うん……当たり前だけど変わってない……嬉しいな。えへへへ……」

「何言ってんだ……初対面だろ？」

　言い回しの違和感に、思わず指し摘てきが零れ出る。

　だが。だがリューリは、その言葉に、首を横に振ふることで答えた。

「あるよ、会ったこと。さっきも言った通り、ただ、あたしが忘れられちゃっただけで」

「……何を、言って……？」

「うーん。そっか……じゃあ、こういう風に呼んだら、思い出してくれるかな？」

　そしてリューリは。

　俺を。




「――久ひさし振ぶり、パパ」




　パパと、そう呼んだ。

「……………………へぁえ？」

　パパ。パパとな。パパとはいったい。うむ。なるほどな。つまりだ。ええと。――ぱ？

「いやパパってどういう意味だこのクソ教師――!!」

「うおおおおおお何っ!?」

　直後、いきなり学院長室の扉が開かれ、叫さけびとともに室内へ影が飛び込んでくる。

　ソニカだった。その後ろにはイフリアやアミ、ラークの姿もある。

　どうやら扉の向こうで、耳をそばだてて話を窺うかがっていたらしい。

　なんて奴やつらだ。と思う一方で、たぶん学生時代の俺なら同じことをしただろう、という嫌な確信があったし、いくらこちらがリューリの登場に動転していたといっても、一いつ切さい魔ま力りよくの気配を感じさせない隠形には思わず感心してしまう。上手くなってきたものだ。

　……悪戯いたずらの腕うで前まえが。

　などと現実逃とう避ひをしていた俺に、ドカンと扉を押おし開ひらいて入ってきたソニカが、朱しゆ色いろに染まった顔で指を突き立たててきていた。嫌だなあ……。

「こ、こ、この塵ちり教師！」

「塵教師って何」

「じゃあ埃ほこり教師！　こっ――子どもがいるなんて聞いてないんだけどっ!!」

　だろうね。だって俺も聞いてないからね。

　ていうか仮にいたとしても責められることではないと思うんですけれど。いないけど。

　なんとか言っていただけないだろうか。そう願って俺は学院長に視線を流す。

「あはははは！　いやあ、面白いことになってきたなあ」

　だがこのオッサン、笑うばかりで役に立たない。

　つーか、この様子だと部屋の前に連中がいたこと気づいてたな……魔ま力りよくを隠されても、物理的な気配だけで扉とびら越ごしに悟さとったのだろう。これだから達人とか呼ばれる連中は。

　仕方なく自力で反論する。熱くなっているときのソニカには、意外と理り屈くつが効く。

「子どもなんていないからね？　俺、普通に独身だから」

「だって今、パパって……！」

「ちょっと待てって。冷静に年ねん齢れいを考えろ。仮に俺に娘むすめがいたとして、こんなに俺と歳としが近いわけないだろうが。俺まだ二十歳はたちそこそこだぞ」

「そ、そっ、それは……まあ、確かに」

　仮にリューリが俺の娘だというなら、俺が五歳前後のときの子になってしまう。それはいくらなんでも無理があるというものだ。

　ていうかそもそも、リューリもなぜいきなりそんなことを言い出したのやら。

「おい、リューリ。お前のせいで面倒臭いのが噛かみついてきただろ。どうしてくれる？」

　少し目を細めて抗こう議ぎする。横から「面倒臭いってどういうことですか！」とかなんとか聞こえてきた気がするが、そういうとこだよ、としか答えようがないので無視。

　だが転入生の少女はといえば、これが意外にも堪えていない。

「え？　ああ、ごめんごめん！　勘かん違ちがいさせちゃったね」

「どういう勘違いで俺がパパになるんだよ……」

「そうじゃなくて。えーと、血の繋がりがあるっていう意味じゃないんだよ」

「はあ？」

「だってあたしたちは、もっと深いところで繋がってるもんね……？」

　リューリは恥はじらうように目を細めながら、手を頬ほおに当ててはにかんだ。

　――いやこいつマジで何言ってんだオイ。

　俺は絶句。そして、もう言うまでもなくソニカは再び激高。

「も、もももももっとふかふかふかふかふか」

「お前もお前で何言ってんだよ……」

　わなわなと肩を震ふるわせるソニカに一応、突っ込んではみるが反応なし。

　その背後では残る三人が、「あれ、ソニカが壊こわれた」「いやアミ、ソニカは元からこんなだよ、割と」「ふっ……嵐あらしの予兆だね」などと言っていた。君ら何しに来たのマジで。

　しばしあってから、震えを止めたソニカが、蔑さげすんだような視線で言う。

「……どういう、意味ですか……先生？　深いところで繋がっている、とは……？」

「いや、俺も知りたいって話なんだけど。まったく身に覚えないからね？」

「へえ……？　ふうん、白を切るつもりなんだあ……なぁるほどぉ」

「怖こわいソニカ怖い！　おい、リューリ！　お前はさっきからいったい何言って――」

　よくわからないが、なぜだか追おい詰つめられている気がする。

　咄とつ嗟さに元げん凶きようたるリューリへ問うと、こっちはこっちで大おお仰ぎようにショックを受けた様子で。

「やっぱり、忘れてしまったんですね……！」

「だから何を!?」

「ふたりで身を寄せ合い抱だき合あって眠ねむった、あの夜の温ぬくもりを――！」

「ちょっとリューリさんとやらあ!?」

　わかった！　こいつ冗談で言ってるな実は!?

　さっき落ち込ませた反はん撃げきのつもりなのだろうか。やってくれる。

「やめろ！　その妙な言い回しを！」

「あたしに、パパと呼んでもいいと言ってくれたじゃないですか……」

「言ってねえし記憶にねえし初対面！　あのちょっと、そういう冗談は先生も面白くないっていうか真に受ける奴バカがいるっていうか――」




「――なんですって……？」




「……ああ。もうダーメだこれ……」

　俺は頭を抱えた。

　そしてソニカはといえば、もう完全に汚お物ぶつを見る視線を俺に注いでいた。

　ていうかもう、ソニカだけじゃない。

「うわあ……そういう趣しゆ味みか。まさかパパと呼ばせるとは、いや、超ちようキモ……」

　イフリアの。

「……え、まさか、そういうこと？　お金で、買った……？」

　ラークが。

「――最低です、この淫いん行こう教師」

　そしてソニカの俺に対する信しん頼らいが、ゼロを通とおり越こし地の底に潜もぐっていた。

「ん？　なんの話してんの？　アキ兄またなんかしたの？」

　まあアミはどうでもいい。またってどういう意味だ。

　ついに俺は吠ほえた。こんなことで、せっかく得た信頼を失って堪たまるものかと。

「いや、だから、違ちがうって言ってんだろ！」

「喋しやべらないでください援交教師。この件は然しかるべき機関に通達させていただきます」

「話を聞けやあ!!　いやあの、聞いてくださいお願いします！」

　ダメだった。俺は完全に、リューリにお金を払はらってパパと呼ばせる変態だ、という風に思われてしまっている。まして、最後の頼たのみの綱つなであるキジン学院長までもが。

「まあソニカさん。この件は、僕のほうで預からせてもらうから」

「ちょっとぉ、学院長!?」

「わかりました。学院長先生なら安心です」

「いや、あの……話を、あの」

　もう俺の言葉なんて誰も聞いちゃくれない。

「ではソニカさんは、リューリさんを連れて教室に。案内をよろしくね？」

「わかりました。――行こう？　えっと、リューリさんだっけ。つらかったね……」

「へ？　え？　何が？」

　完全に悪ノリする学院長。いつか焼しよう却きやく処分してやるという顔のソニカは、コトの元凶のクセして何もわかっていない様子のリューリを連れて、学院長室から出て行く。

　止めることも弁解することも、何ひとつ俺にはできなかった。ただ俺を見捨てて部屋を出て行く生徒たちに、蔑みの視線で睨にらまれるだけ。なんでこんな目に遭あうのだろう。

　もう俺のほうがリューリの真似まねをして、部屋の隅で膝を抱えて泣きたい気分になる。

「――お茶、淹れ直そうか。ちょうどよくみんな帰っていったしね」

　と、苦く笑しようを滲にじませながらキジン学院長が言った。

　俺はそちらに恨うらみを込めた視線を向ける。

「人ひと払ばらいをするにしたって、もう少しやり方ってものがあるでしょう……」

「いや、まあ都合がよかったからね。大だい丈じよう夫ぶ、あの程度で揺らぐ信頼じゃないよ。羨うらやましいくらいだ。愛されてるじゃないの」

「えー……？　揺らぐどころか根本から消しよう滅めつしてましたけど……はあ」

　かぶりを振って、俺は気分を落ち着ける。

　いや。割と今後の教師生活に致命的なダメージを受けた気がするけれど。今はそれより優先すべきことがあるのだから、切きり替かえなければならない。

「それで、学院長――リューリ＝スヴェントとはいったい何者ですか？」

　俺は、彼女のことを知らない。

　にもかかわらず、ロクサディムに代わる形で彼女は救世科にやって来た。

「……俺の知っている救世科の面子に、リューリ＝スヴェントなんていなかった。ロクサディムの位置に違う人間が座すわっている……どういうことだと思いますか？」

「それを言うなら、そもそもアキ先生の位置にアミさんがいたこと自体がおかしいけど」

「それは……そうですけど。でも、あいつ――リューリは俺を知っている風だった」

　最もおかしいのは、何を措おいてもその点だ。

　この世界で俺――すなわちアキ＝フォルトヴァールの存在は、アミ＝フォルトヴァールが埋うめている。言いい換かえるなら、この世界にアキ＝フォルトヴァールは存在しない。

　ならば、リューリというあの少女が俺を知っているはずがないのだ。

「何者だと訊きかれたけれどね」キジン学院長は言う。「さきほど言ったことが全てだとしか言いようがない。彼女はもともと王都に住んでいたそうだが、最近、都合があってどうも離はなれていたという話だ。来るのが遅おくれたのはそのせいだと聞いている」

「……都合というのは？」

「家の都合で、東のワイスという街の親しん戚せきを訪ねていたらしい。馬車だとひと月は掛かる距きよ離りだから合流が遅れたという話さ。――まあつまり、経歴に後ろ暗いものは何もない。彼女はほかの四人と同じく、ごく普通の、いきなり聖痕に選ばれただけの一いつ般ぱん人じんだよ」

「確か、ですか」

「確かだねえ。少なくとも最近になって経歴がいきなり弄いじられたとか、いきなり現れただとか、そういうことはあり得ない――彼女が救世主候補であることは疑いようがないね」

「マジですか……」

「どっちかっていうなら、アキ先生のほうが遥はるかに不ふ審しん者しやだよ」

「……それは言わないでほしかったです……」

「さて、アキ先生はどう思いますか？」

　学院長の口調が改まった。俺は一度だけ目を閉じてから、再び開いてこう告げる。

「……仮説としては。ロクサがすでに死んでいる、ということです」

　考えたくはない可能性だ。だがリューリを見た瞬しゆん間かん、俺はその発想に行き着いていた。

　聖痕は、それが必要とされたとき、世界で最も救世主に相応ふさわしい五人を選せん択たくして、神が与あたえると言われている。選ばれる人間は単に、選ばれる瞬間にこの王国にいる人間の中で上から五人だった、というだけ。その基準は神のみぞ知るというところだが、逆を言えば選ばれる瞬間に生きていない人間は選ばれないということ。

　ロクサディムがもう死んでいるのだとしたら、六番目だったリューリが繰り上あげで選定された、という仮説は成り立つ。成り立ってしまう。――だが。

「……私には、前から疑問に思っていたことがあります」

　学院長が言った。考えていることは、おそらく俺と同じことだろう。

「疑問点はおおまかに三つ。ひとつ目は、なぜ君を過去に送った魔ま女じよが、この時代を――このタイミングを選択したのか、という点ですね。なぜもっと過去ではなかったのか」

　その通り。たとえば、もっと過去に戻してもらうことができれば、その分だけ救世科のみんなを鍛きたえられる時間が増える。それは、それだけ魔神を倒たおす可能性が上じよう昇しようするということに繋つながる。ならば、なぜそうはならなかったのか。

　可能性は大別してふたつ。要するに、《できなかった》か、あるいは《やらなかった》かのどちらかだ。単純に、灰色の魔女の力をもってしても遡さかのぼれる時間には限界があったのかもしれない。あるいは魔女自身が、なんらかの理由でこの時間を指定したのかもしれない。

「……というか、ふと疑問に思ったんですけれど」と、学院長。「アキ先生に会ってから、私も《灰色の魔女》の伝承や説話について、少し資料を漁あさってみたんですがね」

「そうなんですか？」

「そりゃね。だって君、あからさまに怪あやしかったから。信じることにはしたけれど、かといってこちらでも確認はしておかないと」

「う……いやまあ、その通りではありますが」

　むしろ《実在するかも不確かな伝説の魔女の超ちよう魔ま術じゆつで未来から過去の世界に戻ってきた元救世衆です》なんて言葉、よくもまあ信じてもらえたものだ。俺なら信じない。

　一応、証明するために未来の知識や、普通なら知らないだろう事情なんかをいろいろと共有してはいるけれど。それだって、絶対の証明にはならないわけで。

「まあ、いちばんはアキ先生が魔女にしか使えないはずの《灰式魔ま術じゆつ》を使えるから、という辺りが大きかったんですが。それも含ふくめて、ひとつ確認したいことがあるんです」

「なんでしょう？」

　問い返した俺に、学院長は目を閉じて言う。

「――語られる伝承によれば。魔女は、望む者にその力を貸かし与える。時空さえも掌しよう中ちゆうに収める彼女の力を、求める者は後を絶たなかった。ゆえに魔女は、その力を安易に貸すことはない。魔女の力を借りるには、それに相応ふさわしい対価が――代だい償しようが必要となる」

　この王国の子どもなら、きっと誰もが寝ね物もの語がたりに聞かされた、灰色の魔女の童話。

　あるいは寓ぐう話わ。――魔女の力を安易に借り受けた者は、最後には誰もが破は滅めつを迎むかえる。一方で、本当に真しん摯しで切実な願いならば、魔女は必ず力になってくれるという。

「調べたと言っても、はっきり言って誰もが知っている程度のことを、改めて確認したという程度なんですけれどね。ただ、いくつかパターンがある魔女の物語では、どれも共通して、力を望む者には対価を要求する。――アキ先生は、それを支し払はらったのですか？」

「支払ったと……思います」

「思います？」

　曖あい昧まいな俺の答えに、学院長は首を傾げた。だがほかに表現のしようがないのだ。

「いや、求められたことは覚えているんですよ。何か対価を支払えとか、そんなことを」

「……ということは」

「はい。ですが、何を支払ったのかをまったく覚えていないんです。いえ、それだけじゃないですね。なぜかは知りませんが、魔女に会ってからの記憶が、まるで靄もやでもかかったみたいにおぼろげで、思い出せないんですよ。――たぶん、魔女自身の仕し業わざでしょう」

「なるほど……支払った対価が何か、それ自体を忘れさせられている、といった感じですか。まあ、お伽とぎ噺ばなしの魔女らしいと言えばそんな感じですね……意地が悪いというか、なんというか。うーわあ。なんかマズいモン渡わたしてきたんじゃないですか、アキ先生？」

　ちょっと引き笑いになるキジン学院長だった。俺は苦笑せざるを得ない。

「……かもしんないですね。あのときの俺だったら、たぶん命以外の何を求められても、迷わず差し出していたと思いますから」

「しかし、その割にはアキ先生は、なぜか灰式魔術を覚えている。教わったんですか？」

「……たぶん、としか」

　これも、過去の世界に戻ってみたら、なぜか使い方を知っていた以上の記憶がない。

「ああ、会ってからのことはほとんど覚えてないんでしたっけ。ともすれば、アキ先生は代償とやらをふたつ支払っているかもしれませんね。魔術を教わるためにひとつ、過去に戻してもらうためにひとつ。……自力では戻れないんですよね？」

「無理ですね。教わらなかったのか、灰式だけではできないのか、そもそもの実力自体が足りないのか……少なくとも俺が自力で戻ってきた、ということはないです。時間を逆行できるほどの魔術の使い手は、この世界にはあの魔女しかいない」

「……ま、その辺はいいでしょう。今さらどうこうできるでもなし、ただの確認ですね。話をふたつ目の疑問点に移しましょう。……正直、こちらのほうが問題だ」

　学院長は言った。これもまた俺が同じくして疑問に思っている箇か所しよだ。すなわち、

「――なぜ、この世界の歴史と、アキ先生の記憶が食くい違っているのかという点です」

　そう。こればかりは、本気で意味がわからない。

　俺が戻った先月の段階から見て、未来の歴史が変わるならわかる。俺の行動が、歴史を変えたということだからだ。そもそもの話、俺はそのために時間を戻っている。

　だが、それより過去の時点で歴史が変わっているなど、もはや文字通りに話が違う。

「ロクサはいなくて、リューリがいて。学院の襲しゆう撃げきは一年近く前まえ倒だおし。極きわめつけにはアミだ。俺がいなくなっていて、その立場にはアミがいる……学院長はどうお考えですか？」

　学院長は、一度だけ頷うなずいてから――言った。

「単純に考えるなら。その理由は、君は同じ世界の過去へ戻ってきたわけではないから、かな。同一世界の過去ではなく、よく似ているだけの別の世界の過去へやって来た」

「――それは」

「まあ、突とつ拍ぴよう子しもない考え方ではあるけれどね」

　学院長は小さく言った。

　本心を言えば、俺だってそういう考えが浮かばなかったわけじゃない。

「お伽噺の魔女は、契けい約やくの履り行こうに代償を要求する。でも、それは裏を返せば契約は絶対に遵じゆん守しゆする、ということでもある。魔女は契約の内容では嘘うそをつかない……らしい」

　――もちろん僕は魔女になんて会ったことがないから、本当は君が騙だまされてしまったというだけなのかもしれないけれどね。

　なんて風に学院長はつけ加えた。あまり不安になることを言わないでもらいたいものだが、とはいえ確証なんてどこにもないのだ。想定くらいはしておいていい。

「まあ、いくら世界が人界と魔ま界かいに分かれているとはいえ、この人界そのものがふたつもあるなんて風には、いくらなんでも思えないけれど。さすがに突飛すぎるかな」

　結局は、学院長もそこで話を打ち切ってしまう。

　学院長にもわかっているのだろう。それよりもっと可能性の高い説が、ひとつ残されているということに。口を閉ざした俺おれに対し、学院長は言う。

「考えてもわからないことを考え続けても仕方がないかもしれないね。とりあえず、話の続きはまた今度にしようか。アキ先生も、またこれから忙いそがしくなるでしょうし」

「……そう、ですね。こちらでもいろいろと考えてみます」

　俺は頷きながらそう答えた。

　実際問題、ほかに優先して考えるべきことがあるのは事実だったからだ。あるいはそれ自体が、この話に繋がってくるかもしれない。

　一礼してから、俺は学院長室を辞した。




※




　――そして、その日の夜半。日付が変わる少し前。

　俺は、ひとり学院の敷しき地ち内ないを歩いていた。星の明るい夜だったが、もちろん天体観測に来たわけではない。この散歩にはきちんと目的地がある。

　教師寮りようを抜ぬけて歩きがてら、昼間のことを思い出していた。

　新しい救世科の一員――リューリ＝スヴェント。

　この転入生には、怪しい点が少なくない。何を措いてもまず、俺のことを知っている風だったことが最も怪しいと言えるだろう。この世界に、そんな人間はあり得ない。本来の救世衆だったロクサディムではなく、リューリに代わっていたこと自体は、アミの前例を考えれば絶対にないとは言えない。彼女の背景に不ふ審しんな点はないと学院長も言っていた。

　ならば確認するしかない。

　彼女は一いつ瞬しゆんでソニカたちと打ち解けてみせていた。四人にしてみれば疑う理由などないだろうし、当然と言えば当然か。まして俺に襲おそわれたくらいに思われたそうだし。

　その誤解はどうにか解いたけれど、最終的には《会ったことがあるくせに完全に忘れてしまった冷たい奴》という感じで評価は下がっている。どうしてこうなるのか。

　リューリ自身、結局のところ、どこで俺と会ったのかに関しては口を割らなかった。

「ふふ……いいんです別に忘れられてても所しよ詮せんあたしなんてそんなものふふふ……」

　と泣き笑うリューリに、それ以上は何も突っ込めなかったとも言う。いっそ本当に、俺ではない誰かと勘違いしているんじゃないかとすら思えるほどだ。

　だがまあ、それはそれだ。確認するべきことは、しておかなければならない。

　というのも現在、リューリはソニカに誘さそわれて彼女の部屋に行っている。アミとともに歓かん迎げい会かいを開くということだ。地味に面めん倒どう見みのいいソニカらしい対応ではあるが――つまりともあれ、言い換えるならリューリは今、部屋にいない。

　この隙すきに、彼女の部屋をひと通り調べておく、というのが俺の魂こん胆たんだった。

　まだ入って初日。使っていないに等しいくらいだろうし、一応、何もなければ外側から魔術で調べるに止とどめておくくらいの配はい慮りよは考えている。あるいはイフリア辺りに手伝ってもらってもいいだろう。彼女は、どうやらソニカからの誘いを断ったらしい。

　あまり褒ほめられた行こう為いではないだろうが、状じよう況きようが状況だけに致いたし方かたないとする。これがほかの連中ならともかく、会ったばかりのリューリの部屋を探さぐるのは申し訳ない気分だ。

「……さて。しかし、どうしたもんかね」

　女じよ子し寮りようの前まで行ってから、俺は小さく呟いた。教師である俺がこの辺りを歩いていても疑われることはないが、やろうとしていることがことだ。人目は避さけておきたい。

　もうなんか俺、やってることが傍はた目めには変態だわ。

　とりあえず建物の裏側に回ってみる。五階建ての四階端はしがリューリに宛あてがわれた部屋だと聞いていた。ちょうど、この位置から見上げることができる。……うーん。

「あんま上手うまい方法が思いつかんな……」

　いや。まあ魔術で内部を探るくらいなら正直、どうとでも可能だ。《探す》という効果の魔術は意外とメジャーなものなのだ。何も攻こう撃げきし傷つけるだけが魔術ではない。

　ここで問題なのは、それを悟られるわけにはいかない、ということ。リューリ当人に、という以上に寮で暮らしている生徒たちに。なにせ全員が例外なく魔ま術じゆつ師しなのだ、魔術や魔力の痕こん跡せきには敏びん感かんだろう。魔力の密度が濃い上に結界も張られているから、建物の外で魔術が発動する程度なら誰も気づかないだろうが、部屋を探られれば感知する奴も出る。

　――いっそ本当に、イフリアにでも協力を頼もうか。

　背後から声をかけられたのは、そんなことを考え始めた、まさにその瞬間だった。

「――そこで何をしている」

　俺は驚きよう愕がくとともに背後を振り返かえる。

　だが驚おどろいたのは、ここにいることが見つかったからではない。俺のほうが、声を聞くまでその主の存在に気がつかなかったことのほうである。警けい戒かいはしていたのにだ。

　背後を取られるなんて、久しくない経験だ。それが誰かを確かめるために振り返った俺が見たのは――全身を薄うす汚よごれたローブで隠かくした見るからに怪しい人ひと影かげあのちょっと。

「いや、お前が誰だよ!?」

　反射的に突っ込んでしまう俺だった。

　てかマジで誰だ。なぜ学院の敷地内にこんな、あからさまな不審者がいる？

　俺も俺で現状かなり不審者ではあるが、そういうレベルではない。

「――アキ＝フォルトヴァールか。ち……怪しいと思っていたが、やはりか」

　そいつは言う。声からして男だろう。なぜか、聞き覚えがあるような気がした。

「おい。なぜ俺の名前を知ってる？　つーかお前に怪しいとか言われたくないんだけど。誰に訊いたって、お前のほうが怪しいって答えるわ」

「ここで何をしている？」

「無視ですか、そうですか……さてね。俺は仕事をしているだけだが」

　挑ちよう発はつには乗ってこない、か。反応を噛み締しめながら、俺は冷静に状況を判断する。

　ふむ。しかし、この男は敵なのだろうか？　どうにもそういう態度ではないし、それが演技であるとも思えない。単なる侵しん入にゆう者しやが俺に誰すい何かしてくるとは思えないし、ましてや完全に気配を殺していたのだ。わざわざ普通に出てくる理由がない。

　無論、学院結界が機能している現状、前回のように魔族が侵入してきた可能性もない。目の前の男は間ま違ちがいなく人間だ。

　となれば――、と。俺は少しだけ考え込んでから、こう言葉を作った。

「……そのローブ、魔ま力りよく封ふうじだな」

　目の前の男が、少しだけ驚いたような気配を漏もらした。

　魔力封じ。とは名前の通り、魔力の流れを遮しや断だんする機能を持った道具なんかのことで、たとえばこの手のローブなら身に纏まとっている限り魔力で察知されることを防げるわけだ。

　声をかけられるまで気づけなかったのも、このローブのため、ということだろう。

「なぜ、それを知っている？　普通に出回っているような品ではないが」

　男は言った。その通り、この手の高度な魔術品は、あまり一いつ般ぱんには知られていない。

　いや、魔力殺しの存在は有名なのだが、現物にお目にかかることはまずない。ひと目で見み抜ぬくとなると、それだけで警戒されるには足るだろう。まあ、誤ご魔ま化かせる範はん囲いだが。

「これでも警戒してたんでな。俺を出だし抜ける理由となりゃ察しはつくさ」

　思いっきり出し抜かれている分際で偉えらそうなことを言う俺であった。ダセえ。

「で、そういうそっちはどちらさんよ？　その分だと、単なる侵入者ってわけでもないとお見受けしますけれどもね？　話は聞いてないし、なんならひっ捕とらえる理由はあるぜ」

　しばらくあってから、男は答えた。

「……俺は、リューリ＝スヴェントの護衛だ」

「護衛……だって？」

「ひいては救世科生徒全体の護衛も兼かねている。先の侵しん入にゆう者しや騒さわぎで警備の増強が決まったことは、学院教師なら知っているはずだが？」

「その話は知ってるが……もう来てるとは聞いてねえんだよなあ」

「言う必要があるか？」

「さて。少なくとも俺には聞く権利があると思うが」

「……それで？　そういうお前は何者だ、アキ＝フォルトヴァール。突とつ如じよとして現れたお前の素す性じようは、王国でも掴つかめていない。よもやと思うが、学院長キジンの推すい薦せんというだけで信用を得たと思っているわけじゃないだろう？」

「お前……王国機関の人間か」

　小さく目を細める俺。素性はわかった――が、同時に解げせない。

　この展開も、一周目には、なかった。

「その通り。今度はこちらの質問に答えてもらおうか。ここで、何をしている？　お前はいったい何者だ？」

　男は言う。それでも俺は、半ば挑発するような口調のまま厭いやらしく返す。

「は――ヒトに名前を訊くときは、まず自分から名乗るってのが当たり前の礼れい儀ぎだぜ？」

「……なるほど。なら、先に名乗るとしよう」

　そう言って、男はローブを外した。隠されていた顔が露わになる。

　まず見えたのは金の髪かみ。くすんだ短いそれの下には、思いのほか整った男の顔がある。

　俺は、今度こそ本当の驚きに襲われて、目を見開かざるを得なかった。

　見覚えが――あったからだ。その男の名前など、俺は遥か昔から知っている――。

「……ロクサ？」

　だから、その驚きを、俺は言葉に変えてしまっていた。

　ローブの男の正体――それは、かつて苦楽を共にした仲間。救世科最後のひとり。

　――ロクサディム＝シューにほかならなかったのだ。

「何……？」俺の呟きに、ロクサディムのほうが目を細めて言う。「なぜ、お前が俺の名を知っている……？　しかも――いや。お前は……いったい」

「え、あ――いや！」

　しまった。そりゃそうだ。この状況で、俺が名前を知っているわけがない。

　声の段階で気づいていれば、演技くらいできたものを。久し振りすぎる再会に、思わず浮うかれてしまっていた。相手からすれば、ますます警戒を深めようというもの。

　そして、事態はどんどんと俺の手を離れて進行していく。ロクサディムは言った。

「まあいい。答える気がないなら体に訊くだけだ」

「ちょ、お前……まさか。やめろ！　おい、ここどこだと思って――」

「話ならあとで聞く」

　それ以上の問答はなかった。

　直後、ロクサディムはローブを剥はぎ取とりこちらに駆かけ出したのだ。

　――攻撃の意思を持って。

　身に染しみついている反射が、自然と俺を対応に移らせる。一瞬で距離を詰めてきたロクサディムは、そのまま徒と手しゆ空くう拳けんで俺に攻撃を仕し掛かけてきていた。

　まっすぐ突つかれた右の拳こぶしを、俺の左ひだり腕うでが反射でいなす。

　攻撃を流されたロクサディムは、一瞬だけ驚いた表情を見せたが、それで動きを緩ゆるめはしない。立て続けに振るわれる拳の連撃が、三度目で俺の防ぼう御ぎよを弾いた。

「――っ!!」

　痺しびれる右みぎ腕うでの痛みを堪えながら、大きく俺は左足を振るった。そんな苦くるし紛まぎれの攻撃はロクサディムを掠かすめることすらないものの、大きく距離を取らせることに成功する。

　直後に俺は踵きびすを返して、まっすぐ後ろへと駆け出した。

「っ……逃にげる気か!?」

「逃げるわけ、ねえだろがっ!!」

　俺の目的はロクサディムを無力化すること。話を聞いてもらわなければならない。

　だから答えると同時に魔術を起動。銀に近い灰色の輝かがやきが地面に浮かぶ。

「――な、」

　驚くロクサディム。灰式など見たことがないのだから、それも当然の話ではある。

　ゆえに、こちらを追うロクサディムは、攻撃を警戒して追つい撃げきを取りやめた。むしろ逆に距離を取って逃げ道みちを作るが、甘あまい。この段階で、俺の目標はすでに達成されている。

　直後――何も起こらなかった。

　振り返った俺の目に、怪け訝げんな表情で眉まゆを顰ひそめるロクサディムの顔が映る。何をしたのかと警戒するロクサディムは、だが何も起こらないことに首を捻ひねっているらしい。

「不発……いや、灰式の真似まね事ごと――ブラフか？」

　どうやら、俺が灰式魔術を使えるということは知らなかったらしい。この世界のロクサディムは王国のなんらかの機関の関係者で、前回の魔族侵入事件の犯人の男は王都に護送されたと聞いている。知っている可能性も考こう慮りよはしていたが……どちらでも構わない。

　そして俺は、できた隙で両手に魔ま術じゆつ陣じんを起動する。

　右に赤、左に黄。二色の魔術陣は、真っ当に魔術を学ぶ者なら効果を知っている。陣じんに刻まれた紋様をリアルタイムで改変し続けながら、俺は小さく笑ってみせた。

「……なるほど。実戦慣れしている」

　小さく、ロクサディムが零こぼす。憎にく々にくしげな声に聞こえた。

　魔術陣は、空間に投とう影えいされた陣の色と紋もん様ようによって、発動する魔術が完全に露ろ呈ていする。実戦で魔術陣が使われない理由のひとつだ。読み取られたら終わりだということ。

　そもそも魔術陣を作ること、それ自体にも魔力を使っている。こうやって虚こ空くうで光っている陣、その輝きは空中に流した魔力そのものなのだから。

　赤い色なら攻こう撃げき魔ま術じゆつ。黄色ならば地形干かん渉しよう。その種類も決まっていた。

　だがそれは逆手にも取れる。こうやって、リアルタイムで刻まれた魔術文字そのものを改変し続ければ、どの段階で発動するかも不明だし、効果も読み取りづらい――むしろ、なまじ少しわかってしまうからこそ面めん倒どうになると言ったほうがいいか。

　高速で書かき換わる赤の魔術陣。起きる魔術自体は一定で、ただ魔ま弾だんを放つだけ。けれどその軌き道どうや速度、込める魔力量や付加効果は、陣が書き換わるごとに変化し続ける。その一いち撃げきが、どのタイミングで放たれるかを、ロクサディムは掴めないだろう。

　逆を言えば、そういった精密な制せい御ぎよができることが魔術陣の効用でもある。

　俺が口を酸すっぱくして、生徒たちに《魔術陣を描け》と言っている理由の一いつ端たんだ。

　そして、それは言うほど簡単なことではない。

「…………」

　ロクサディムが警戒しているのは、それがあるからだ。こうやって陣を複雑に改変していることで、魔術の技量が高いと知らしめている。――だから隙を突ける。

　一瞬の間――そして。

「……!?」

　ロクサディムが、横合いから飛来した魔弾を回かい避ひした。

　魔術で防いだのではない。気配を察知して、反射で飛び退すさって躱かわしたのだ。

　そして、その攻撃は俺が放ったものではなかった。




「――よくわからないが。ピンチなのかな、アキ先生？」




　五階の窓から飛び降りてきた少女が、魔弾を躱されたことに驚きながら呟つぶやく。

　イフリア＝エルクレグリ。

　彼かの女じよが、俺の窮きゆう地ちを察して部屋の窓から不意打ちの魔弾を放ったということである。

「……そうか。さきほどの魔術、助けを呼ぶためのものか」

　小さく吐はき捨すてるロクサディム。

　そして正解。灰式魔術システム／グレイは時空間干かん渉しよう魔ま術じゆつ。

　俺がやったことは単純で、ただ地面にあった小石をイフリアの部屋に送っただけ。

　イフリアは歓迎会に参加していなかったからリューリには伝わらないし、部屋の電気がついていることは目視で確かく認にんできていた。つまり、起きていることがわかっていた。

　それが灰式魔術で為なされたと知れば、術者は間違いなく俺。一見意味のないその行為の裏を、イフリアならば察してくれるはずだと期待した。そして見事に応こたえてくれた。

　その後、わざわざこれ見よがしに魔術陣を並列起動してみせたのは、単なる時間稼かせぎでしかなかった。こちらを警戒する分だけ、横合いからの援えん軍ぐんへの対処は遅れる。

「もっとも通じなかったわけだが……だとしても、お前はこれ以上こちらに攻撃できないよな？　だって、お前の仕事は護衛なんだから」

「……悪わる知ぢ恵えが働くもんだ」

　小さな言葉は、どこか称しよう賛さんに似た色合いがある。こちらの思おも惑わくが伝わったらしい。

　そう、分けにしよう、と俺は言っている。逆を言えば、それは俺が今後もここで教師を続けるし、だから逃げることもないと教えているわけだ――目的は達成されている。

「いや。状況がわからないんだが……どういう展開だい、これ？」

　首を傾かしげてイフリアが言う。俺は答えた。

「端たん的てきに言うとだな。俺が女子の私室をこっそり探ろうとしていたら警備員に捕つかまったんで、今は必死で逃げようとしているところって感じだ」

「そうか」イフリアが手をこちらに向けた。「大人しく縄なわにつくといい」

「おい、冗じよう談だんに決まってるだろ」

「先生が言うと冗談に聞こえないんだよ……」

「昼間も思ったんだけど、いくらなんでも俺に対する信用なさすぎじゃない？」

「激怖」

「やめてマジで」

「……はあ」

　イフリアが再び、手の向く先をロクサディムに戻もどす。いつでも魔弾を放てるよう。

　そこに、冗談めかして教えることでぶっちゃけマジで危ないことやってたことを強ごう引いんに誤魔化してしまおうという、俺の小こ賢ざかしい思惑があったことはさておき。

　さておき。

　形勢は逆転した。俺は改めてロクサディムに向き直り、問う。

「さて、改めて訊こうか。お前の所属は？　その辺り、きっちり聞かせてもらいたいね」

「……やれやれ」

　わざとらしく肩かたを竦すくめて、ロクサディムはそう呟いた。

　そして、それから――キャラを変えた。
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「まったくもう、冗談じゃーん、マジにならないでよアキ先生ってば。やだなあ、もう、びっくりしちゃうよねー！　先生の実力、すこーし確かめようとしただけじゃなーい！」

　明るく、軽けい薄はくで、ゆえに底を掴ませない道どう化けじみた態度。

　けれどそのほうがしっくり来る。俺の知るロクサはそういう奴やつだ。いつだって気楽で、チャラくて、だけど切れ者で――頼たよりになる兄貴分。そういう男だったと覚えている。

「おい、アキ先生。なんか、目の前の男のキャラがいきなり変わったぞ？」

　呆あきれた表情でイフリアが言う。とりあえず、敵ではないらしいとは判断したらしい。

　それを受けて、ロクサディムはイフリアに笑え顔がおを向ける。

「えーと、イフリアちゃんだよね？　いやあ、かわいく育ってるねえ。彼かれ氏しいる？」

「えっ何こいつ気持ち悪い」

　イフリアが素の反応をしていた。

「やだな、ちょっとしたジョークだって。あ、いやまあオレもこの状況だと怪しいよね？　でも身元は確認してもらっていいよ？　えーと、なんだっけ。肩かた書がき言えばいいかな」

「肩書き？」

　首を傾げるイフリア。それを見ながら、笑いながら。ロクサディムは言う。




「――宮廷魔術師団特務科第七位、ロクサディム＝シューでぇーす。よろしくぅ？」




「宮廷魔術師団……特務科!?　それって、学院長と同じ……！」

　驚きの言葉を発するイフリア。それを見て取って、ロクサディムは笑えみを深める。

「そうそうそう！　キジン先せん輩ぱい……あ、今はキジン学院長だね。その後こう輩はい、みたいな？」

「……まさか、この王国でトップセブンの戦闘系魔術師、その一角とはね」

　戦せん慄りつとともに言葉を作るイフリア。だが驚きなら、おそらく俺のほうが上だ。

　宮廷魔術師団特務科。ひとりひとりが単身で戦略級と称しようされる、この国において戦闘を生業とする魔術師――その頂点の七人。ロクサディムは、その一角であると言う。

　キジン＝イーバック学院長の前職でもある、それは名実ともに最強を示す肩書きだ。

「ま、いちばん新入りの下したっ端ぱなんだけどねー？　だからこうして下働きもするわけさ。あ、だからって嘘じゃないよ？　その辺りは確認してもらって大だい丈じよう夫ぶだし」

　言いながら、ロクサディムは懐から鎖くさりのついた徽き章しようを取り出す。

　このクルストリア王国王家の紋もん章しようである聖樹と、それを守る盾たての意い匠しよう。そしてその下にある斜ななめ十字の一いつ対ついの剣けん。刻まれた七の数字。紛まがうことなき特務科の紋章である。

　宮廷魔術師団――すなわち王国最高の軍事組織。その中でも、特務科と称されるたった七人の魔術師に求められる素養はひとつ。すなわち、魔術師としてただ強いこと。

　王国における最強の個人戦力。まさかそこにロクサディムが所属しているなんて。

「今日は顔見せってことでさ。うんうん、どうやらあっちも気づいたみたいだし」

　襲ってきておきながら冗談で流そうとするロクサディム。だがそれも、特務科であると言われてしまえば反論はできない。さらに別の人間まで現れたとなればなおさらだ。

　さすがに窓から飛び降りてはこなかったようだが。そいつは、寮の表側からこちらへと回ってきたらしい。灯ともしている魔術の明かりが、暗くら闇やみの奥おくに彼女の顔を照らし出す。

「……どうも、先生。それにイフリアも。ロクサに会ったんだね」

「リューリ＝スヴェント……」

　小さく名を呼んだ俺に、近づいてきた少女は薄うすい笑みを返した。

「あ、名前、覚えてくれたんですね。こんばんは、です」

「……先生？　これは……」

　怪訝そうに呟くイフリア。俺が何を答えるより早く、ロクサディムが言う。

「よ、リューリ。歓迎会は楽しかったか？」

「うん、それはもう！　まあふたりとも酔よっ払ぱらって寝ねちゃったし、ラークは男だん子し寮りようだから来られなかったんだけど、また機会はあるよね。イフリアも、こんばんは」

「…………」

　本当に、本心から楽しそうに呟くリューリ。イフリアは何も答えず、だからというわけでもないだろうが、ロクサディムが代わるように言った。

「打ち解けられたなら何よりだぜ。救世科同士、仲よくするに越したことはないよなー」

「そうだね。うん。……うん、仲間になれたみたいで嬉うれしかったよ。ところでイフリアはどうしてここに？　確か、体調が悪いから部屋で寝てるって話だったと思うけど」

「……ぼくは、先生に呼ばれて……」

「あ、そうそう、それだ！　おい、アキ先生、その子は早く部屋に帰してやれよ？」

　――と、唐とう突とつにロクサディムがそんなことを言った。

　反応したのは、リューリと、そしてイフリア。

「あ、そっか。ロクサはイフリアと会ったことがあるんだっけ」

「おい、なんの話だ？　いったい何を知って――いや待て、特務科って……まさか」

　なんの話をしているのかわからないのは、もはやこの場で俺ひとりだった。

「思い出したか？」ロクサディムがイフリアに言う。「ま、会ったのは一回こっきりだし、覚えてなくても仕方がねえが。一応、久ひさし振ぶりだと言っておこうかね？」

「……お前、は……！」

「ああ、心配すんな。お前が言いたくねえことを吹ふい聴ちようして回るつもりはねえんだ。そりゃ救世とは関係ないんだからな。ただまあ、なんだ。体調にゃ気をつけろよって話だよ」

　そう告げられた瞬間。

「――……っ」

　イフリアが、口元を押おさえて蹲った。

「お、おい……イフリア!?」

　咄とつ嗟さに駆け寄よった俺を、イフリアが片手で制す。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ、先生。ちょっと、気分が悪いのを思い出しただけだ」

「何言ってんだよ、バカ！　いくらバカでも体調の悪さは忘れねえだろ!?」

「それは心配しているのかバカにしているのかどっちなんだ……大丈夫だと言っている」

「心配してるに決まってんだろバカ……」

「ちょ……先生？」

　イフリアの肩を抱だきながら、俺は思わずロクサディムを見つめた。

　対する彼かれは、少しばつが悪そうに頭を掻かいている。

「……あー、すまん。気を悪くさせるつもりはなかったんだ……そう睨にらむな、先生」

「いや、よくわかんないけどロクサが悪いよ。デリカシーなさすぎ。最低」

「こうなるとは思ってなかったんだよ……こっちにも予想外が多いんだ、責めるなや」

　リューリにまで睨まれたロクサディムが、やれやれとばかりに肩を落として言う。

　少なくとも、俺にはそれが演技だとは思えなかった。

「……ま、なんだ。今日はもう解散にしようや。話ならあとで学院にも届くだろうから、オレのことはそっちで確認してくれ。とりあえず今日からよろしくなって話だ」

「お、おい待て、話を切り上げようとすんな。そんなんで逃がすわけ――」

「いいから。別に逃げたりしねえよ、こっちも仕事で来てんだ。オレなんかに構ってないで、その子のこと部屋まで連れてってやれよ、先生」

　そう言われてしまうと、さすがにそれ以上は追つい及きゆうもできなかった。

　去っていくロクサディムを見送る以外にない。リューリもまたこちらを見て、「それではお休みなさい、先生。またお話ししましょう」とだけ告げると、来た道を戻っていく。

　仕方なく、俺はイフリアに視線を戻す。彼女はこちらを見上げると言った。

「……もう平気だ。離はなしてくれ、先生。部屋まではひとりで戻れる」

「いや、お前……顔が赤いぞ。熱があるんじゃ」

「うるさいな。仮にそうだとしても、性犯罪者疑ぎ惑わくのある先生を部屋になど入れるか」

「その疑惑まだ晴れてねえのかよ、おかしいだろ……」

「――ぼくのことは放っておいてくれ。別に、迷めい惑わくをかけるようなことはしない」

　そう断言すると、イフリアは俺の手を振ふり払はらって寮のほうへと歩き出す。

　こうまで拒きよ絶ぜつされてしまっては、もうどうすることもできない。

　去っていくイフリアの背を眺ながめながら、俺はただ、小さく呟くことしかできなかった。




「……いったい、何がどうなってるっつーんだよ……」







第二章『知っていること、知らないこと』







　――それからはいつも通りの日常が続いた。

　変化はひとつ。リューリが、授業に参加するようになったこと。それだけ。

　劇的な変化であっただろう――けれど、日常のルーチンが変わるというわけじゃない。朝はメイドのリシェに起こされると、無意味に早起きして問題行動をひとつは必ず犯おかしておくアミを探し出して折檻きよういくし、午前の座学を始める。俺が授業を持つこともあれば、もちろん俺以外の先生が専門の授業を救世科において行うこともある。逆に救世科専属の担任である俺はほかのクラスの授業を受け持っていないため、午前が暇ひまになることもあった。

　今日も、午前の授業はキニャール先生が受け持ってくれている。

「――はい、アキ様。お茶のお代わりをどうぞ」

「あ、ありがとう、リシェ。悪いね」

「いえいえ。これがわたしのお仕事ですから、どんどん頼ってくださいっ！」

　むん、と力こぶを作るリシェ。まったく筋力があるようには見えず、かわいらしい。

　午前が暇なときは自室か図書室に籠こもり、個人の研究や状況整理、あるいは授業計画の立案に没ぼつ頭とうするなどしていた。聖痕ステイグマを失い神賜兵装テスタメントのない俺は、全盛期と比ひ較かくすれば酷ひどく弱体化してしまっている。その一方、自分でもいつの間に覚えたのかわからない魔ま女じよ式の空間魔ま術じゆつを習得しているため、別の戦力を得てもいた。もちろん記き憶おくの整理や、俺の知る世界とのずれについて考えたり、今後起こり得る事態への対処策も少しずつ埋うめている。

「……アキ様、今日は何をなさっているんですか？」

　そう、リシェに問われた。たまにはいいか、と今日は学院の食堂に来ているのだ。

　紙束から視線を上げ、伸のびをする俺を見たからだろう。俺が集中していると、リシェは気き遣づかって声をかけてくることがない。……まあ、そもそもずっと見られていること自体が最初は集中力を阻そ害がいしたものだが。何度言ってもやめないし、初日で慣れてしまった。

「ああ。これは授業計画の一いつ環かんっつーか。あいつらの実力の伸びを確かめてるんだ」

「なるほど、さすがはアキ様です！　日々、成長する救世科の皆みな様さまの実力を、常に正確に把は握あくし続けようというわけですね。とても素す晴ばらしいですっ」

「……うん。いや、まあその通りなんだけどね……」

　リシェはいい子だ。とても。救世科のアホどもとは比較することが失礼なほどに。

　ただ、まあ、なんていうかね。いい子すぎて、俺が何やっても「さすがです！」と持ち上げてくるというか、なんでか異様に信しん頼らいされているというか……逆にやりにくいよね。

　文句があるわけじゃないんだけれど。優ゆう秀しゆうだし、生活面をほぼ全すべてリシェにぶん投げているお陰かげで、俺は自分の仕事に集中できているわけだし。本当に感謝はしている。

　……けれど、俺が自室や図書室に籠もる理由もまた、実は割とリシェだったりした。

　いや、邪じや魔まなんて絶対にしてこないし、こうしてお茶を淹いれてくれたりするんだけど。ただ単純に、授業や仕事以外では絶対にいつも俺の傍にいようとするっていうか。どこに行こうと必ず気づいて従ってくるっていうか。……もう、正直ちょっと怖こわいっていうか。

「リシェも……アレだよ？　そんな、俺にばっかり構わなくていいんだよ？」

「いえ！　これがわたしのお仕事なんです。それは譲ゆずれません！」

「でもリシェだって、暇な時間は自分のやりたいこととかあるでしょ？　あるよね？」

「わたしがやりたいことなどアキ様のお世話以外にはないのです」

「ないんだ……そっか……いやいいんだけど。でもほら、最近はときどき、ソニカが俺の部屋を掃そう除じにしに来ようとするし？　リシェもたまには休んでも――」

「アキ様は――」リシェは笑顔で言った。「わたし以外の人間に、お部屋を任せると？」

「ハハハなんでもないよ冗談さ」俺も笑顔で即そく答とうした。「リシェだけに任せるとも」

「はいっ！」

　満面の笑みを見せるリシェ。……なぜ俺は、この素す敵てきな笑顔に恐きよう怖ふを感じるのだろう。

　気のせいかな。気のせいだといいな。たぶん気のせいだろう。深く考えない。

「……しかし、あいつらもずいぶん強くなってきたな……」

　呟きながら俺は纏めた書類に目を落とす。

　午後は実戦授業だ。実じつ践せん的てきな戦いのすべを救世科の生徒たちへ叩たたき込む。心身を鍛きたえ、魔術を用いた戦闘戦術を学ばせ、それを最適に運用できるよう繰くり返し戦ってもらう。

　アミとラークの進歩は、今のところ実に目覚ましい。伸び率りつで言えばふたりが最高だ。ソニカ、イフリアのコンビと違ちがいもともと素人しろうとだったということもあるが、対魔族想定の実技で言えば、すでに本職にも匹ひつ敵てきするだろう。神賜兵装なしの対人戦では少し劣おとるし、単純な魔術の技量で言うなら二年生レベルにようやく、というくらいか。それでも三年で卒業するとともに魔術師としては完成すると考えれば充じゆう分ぶんな才能であると言えた。

　ソニカも進しん捗ちよくは順調だが、伸び率は少し悪い。どちらかというなら、今は剣けん術じゆつの訓練に重きを置いている形で、走り込み素振りを繰り返し型の訓練を重ねる彼女は、なんかもう魔術師というより剣けん士しのそれに近い。これはまあ、時間をかけてもらうほかないだろう。

　そして――イフリア。彼女の実力は、明らかに頭ひとつ抜けていた。

　戦法が違いすぎるため模も擬ぎ戦の勝率はソニカと分けているが、そもそも遠えん距きよ離り砲ほう台だい型の魔術師であるイフリアは一対一の戦闘が本領というわけではないのだ。にもかかわらず、ソニカと五分にしている時点で実力的には勝っている。魔術師としてはほぼ完成形だ。

　俺おれは未来の四人の姿を知っている。それは言いい換かえれば、四人が最も強い状態を知っているということ。目的地がはっきりしているのだから、最短経路を示すことも容易たやすい。

　ゆえに四人とも現時点で、一周目と比べれば半年以上先に進んだと言っていいだろう。

「……にしても、イフリアはやけに進んでるよなあ……」

「イフリアさん、ですか？」

　きょとんと首を傾げたリシェに、ああ、と頷うなずいて答える。

「あいつ、なんつーか、強いんだよ。思ってたより、ずっと。能力値が高いっていうか」

　その表現がいちばんしっくりくるように思う。

　上手いとか、知識が多いとか、戦闘経験があるというのではなく、同じ力量レベルでも地力ステータスがプラスされている、とでも言えばいいのだろうか。

「アキ様の訓練の成果が出ている、ということではなく、ですか？」

　それなら話は簡単だった、というか別段、問題にするようなことじゃない。

　いや。そもそも思っていたより弱いならともかく、思っていたより強いのなら本来は何ひとつ問題になどならないはずなのだ。俺自身、それを目的に過去へ戻ってきている。

　気にかかることはひとつ。

　――これもまた、記憶と過去の食くい違いの一例ではないのか、という点だ。

　なぜか女の子になっている俺アミ。前まえ倒だおしされた魔族による学院襲しゆう撃げき。リューリと、そしてロクサディム。イフリアが強いということも、そのうちのひとつではないのだろうか。

　根こん拠きよとしては何よりも、イフリアとロクサディムの間に面識があったようだという点。俺の覚えている限り、救世科の全員は学院で会ったのが初対面だ。それ以前の面識はないはずだった。

　無論、ロクサディムの立場が違う以上、そういうこともあるかもしれない、で片づいてしまう話ではある。イフリアは何を訊きいても答えようとしないし、ロクサディムに至っては、あれから一週間、どこにいるのかさえ不明だ。

　単体で考えてもなんにもならない。だけど考えないわけにもいかない――そんな状況。

「…………」もやもやする。

　未来を変える以前に、過去がすでに変わってしまっている理由。

　それは、いったいなんなのだろう。そもそもどうすれば調べられるというんだ。

　――もしもそこに、答えを出せる人間がいるとすれば。

「あ、アキ先生。食堂にいたんだー。やっほー」

　思おもい浮かべた人間が、ちょうど食堂へと入ってくるのが見えた。気づけば授業も終わる時間になっていたらしい。

　ひらひらと手を振りながら、にこにこと機き嫌げんのいい表情で。

　転入生。リューリ＝スヴェントは、こちらへと人ひと懐なつこく近づいてきた。

「何してたの、先生？」

「……いや。まあ、ちょっとな。仕事だよ」

「ふうん……ねえ先生、それ、どんなお仕事？　あたしにも教えてよー」

「ダメだ――おいこら近づくな。そして書類を勝手に見るなや」

　後ろから抱き着つかれるような形で、顔の横から手元の紙を覗のぞいてくるリューリ。

　こうも密着されると、救世科ではアミにもイフリアにも、いちばんマシなソニカにすら望めない大きめサイズの例のアレが、背中で存在感を主張してきて非常にアレ。

　とはいえ教師が年下の少女に押されるわけにもいかない。毅き然ぜんとした態度で俺は言う。

「ちょちょちょあのリューリさんちょっと近い近い近い離れてあのちょっと」

　毅然とした態度とは。

　リューリはきょとんとした表情で、こちらを見み据すえて言った。

「……あ、先生、もしかして照れてるの？」

「はあ何言ってんの照れてるわけないでしょやめてくれる別にそんなんじゃねーし」

「これ以上ないというほどにわかりやすいんだけど。意外と初心だね？」

「話聞いてた？」

「聞いてたから言ってるんだけどなー」

　仕方ないじゃないですか。

　俺、これまでの人生なんてほとんど戦ってばっかりだったんですから。

「うっさいな。いいから離れろっつってんだ。仕事の書類を勝手に見るんじゃない」

「ダメだよ、パパ。娘むすめに手を出しちゃ」

「いい加減にしろや！　あとパパじゃありません！」

　縋すがりついてくるリューリを引ひき剥がす俺。リューリのほうは、それでも「えへへー」と嬉しそうに笑っていて……なんだ。正直、非常にやりにくい。懐かれすぎだろう……。

　そしてこちらを無言で見ているリシェが怖い。

「あー……なんだ。授業は終わったのか？」

「あ、うん。キニャール先生の授業はわかりやすいね」

　それが暗に俺の授業はわかりにくいと言っているのではないと信じて、言葉を続ける。

「ならよかった。それで、ほかの連中は？」

「アミとラークなら、キニャール先生を連れてラークの家庭菜園を見に行ったよ」

「……どうして誰だれもラークに、ここはお前の家庭じゃないってツッコミを入れないの？」

「キニャール先生は『これ、いいのかなあ？』とは言ってたけど」

「見に行ったのね、リューリも」

「ラークが慈じ愛あいに満ちた笑顔で野菜と会話し始めた段階で、もう諦あきらめてたよ」

「……キニャール先生、ごめんなさい……」

　男子寮の周囲は、もはや完全にラーク＝シルデ監かん修しゆうの植物園となっていた。

　まあ昔も同じことやってたし、ラークの育てる野菜は美味うまいからいいんだが。別に校則違い反はんってわけでもないし、この程度なら問題視するレベルではない。

　むしろ畑の周りではアミも静かにしていると思えば、もはや歓かん迎げいしたいレベル。

「そんで、ソニカは日課の素振りに行った」

　リューリは続けて言う。

「そっか。訓練中は静かだからな、あいつは。……本っ当、早めに神賜兵装が手に入ってよかったぜマジで」

　最近のソニカは、日課としてやることが決まってきたからだろう、以前のように闇やみ雲くもな無む茶ちやはしないし、その意味では問題も起こさず、むしろ生来の律りち義ぎさが見えている。

　それでもときおりストレスを溜ためて襲おそいかかってはくるけど。主に俺の部屋を掃除しにきたりとか、掃除するために俺を汚よごしにきたりとか。うんやっぱり厄やつ介かいだわアイツ。

「そんで？　イフリアは何やってんだ？　またぞろ図書室か」

　残るひとりについても俺は訊たずねた。別に動向を把握しておこうと思ったわけではなく、単に会話の流れとしての質問だ。

　けれど、リューリの答えは想定していないものだった。

「ん？　イフリアは休みだけど……あれ、もしかして聞いてない？」

「休み？」

「そうだよ。体調不良だって言ってたけど……知らなかったんだ。隠かくしたのかな」

　要するに無断欠席、ということか。

　いや、だが寮りように残っていれば連れん絡らくくらいはあるだろう。養護室にも、同じ理由で言っていないと思われる。ということは……おそらく図書室に籠もっているのだろう。

　いつものことではある。が、授業をサボってまで、というのはこれまでなかったはずだ。続くようなら、ちょっと注意をしておいたほうがいいかもしれない。

　あるいは本当に体調が悪い可能性もある。顔は見に行っておくべきだろう。

「ところでアキ先生」リューリが言う。「さっきのアレ、みんなの授業計画なんだよね？」

「……まあ、そうだが」

「あたしの分がなかったんだけど」

　ちょっと不服そうに、リューリは唇くちびるを尖とがらせての不満顔。

　見られても問題ないから食堂ここでやっていたとはいえ、だから見せたくなかったんだ。

「お前はまだ入ってきて一週間だろ……そうそう上手うまいこと思いつかないって」

「……で、でも、いろいろ授業は見てもらったじゃん！」

　ちょっと必死そうにリューリは言う。ほら、やっぱりこうなった。

　実際、リューリ自身の実力は、一週間も授業を見たのだ、それなりに掴つかんでいる。だが彼女にはほかの四人と明確な違いが、少なくとも俺の視点からはひとつあった。

　つまり俺は、彼女の未来の姿を知らない、ということ。

　ゆえに完かん璧ぺきな訓練プランを作ることがまだできないでいる。第一、俺が曲がりなりにも教師としてやれているのは、救世科の生徒の未来を知っているからにほかならない。

　だから、その反則がない生徒を教えるとなると、俺なんて所しよ詮せんは教師一年目のペーペーでしかないということ。はっきり言って、どうしたものかと思い悩なやんでいた。

「……ぐすっ。いいですよ、所詮あたしは新入りだし……あたしなんて、先生にとっては時間を割さくにも値しないダメな女……」

「すぐ落ち込むのやめてー……」

「海の底で静かにうねうねするだけのナマコになりたい……」

「なんでそんなマニアックな生物に行ったの？」

　ナマコなんて見たことねえよ俺。本でしか知らんわ。

　涙なみだ目めになるリューリ。普ふ段だんは明るいのに、どうしてもこうも打たれ弱いのやら。躁そう鬱うつが激しいというか、どうも根本的なところで自分に自信がなさそうというか。

　いや、考えてみればそれも当たり前だろうか。

　彼女はアミやラークと同じく、ただ普ふ通つうに生きていただけの一いつ般ぱん人じんだ。それが、ある日突とつ然ぜんに《救世主になれ》と言われて、受け入れろというほうが無理だろう。あのソニカですら、つい先月までずっと思い悩んでいたことなのだ。アミやラークのほうが例外だ。

　……参ったな。生徒になった以上、あの四人と同じように扱あつかわなければならない。

　それは、教師になると決めた時点での俺の責任だ。もちろん《先生》としては若じやく輩はい者ものの俺だけれど、それならそれで、自分に可能な方法で問題は片づけるべきだろう。

「……なあリューリ」

「うぅ……え、何、アキ、先生……？」

「お前、ちょっと特別授業でも受けていくってのはどうよ？」

「え……ええっ!?」

　咄嗟に、リューリは自分の体を両りよう腕うでで抱いた。おい。

「そ、それって、まさか……！」

「違うわ。そのまさかじゃねえよ。不快なリアクションをやめろ！」

「ふ――不快!?　そ、そこまで言わなくても……」

「自分でボケたくせにツッコまれると落ち込むのどうかと思うんですよね先生は」

「……それじゃあ、何をするの？」

　涙目で訊ねてくるリューリに、俺は言った。

「いや。単純に、新入りの実力を測らせてもらおうと思ってな。模擬戦でもどうだ？」

「……そっか、なるほど。うん、わかったよ、先生！」

　リューリはにっこりと笑って言う。

　もはや、自分に興味を持ってもらえたことを喜んでいるかのようだった。

　俺は続ける。

「ルールは普段の授業通り。ただ今回は、神賜兵装テスタメントを解禁する。基本、なんでもアリだ」

「え？　それって……」

「本気で倒たおす気で来ていいってこと。こっちは教師だが、神賜兵装の力があれば、むしろ俺のほうが普通に不利だからな。――そして最後に。ひとつ、賭かけをしよう」

　神賜兵装は、人間を相手には完全な性能を発揮できない。

　が、だとしても最上級の魔術武器だ。強さを一段階、二段階は容易に引き上げる。

「……賭けって、何？」

　リューリはわずかに小首を傾げる。

　俺は答えた。

「――隠していることを話してもらう」

　あの日。つまりリューリが学院に到とう着ちやくし、ロクサディムと再会したその日。

　あのあと再び学院長を訪ねた俺は、いくつかの話を聞いていた。

　ロクサディムは紛まぎれもなく、宮廷魔術師団特務科であるということ。その派は遣けんには特務科に命令を下せる王国上層部の何者かの意思が関かかわっていること。つまりキジン学院長が要よう請せいしたわけではなく、彼も知らなかったということ。断ることはできないということ。

　――そして、リューリに対して何も訊くなという命令が下ったこと。

　学院長は俺にこういった。

『それは、上層部の総意というより、派遣されたロクサディム＝シュー七位個人の意思という感じらしいんだけどね。正直ぬかったよ。圧力をかけられるくらいは覚かく悟ごしてたけど、組織からの命令ではなく、特務科の個人特権を使ってくるとは……厄介だよ』

　特務科の七人は、組織としてではなく単独の魔ま術じゆつ師しとして動く。ゆえにその全員が高い自由度を保証する特権を持っており、逆らった場合、個人での対処をある程度許される。

　要するに、ロクサディムは、学院長ではなく俺に対して釘くぎを刺したのだ。

「……ロクサがなんか言ったのかな？　そっか、道理で何も訊いてこないと思った。でもいいの、そんな賭けして？」

「何も訊くなと言われただけだからな。自発的に答えてもらう分には問題ない」

「あはは……詭き弁べんにすらなってないと思うけど」

　どうだっていい。最悪、どんな手段だって俺は取る覚悟がある。

　穏おん当とうなやり方で済むなら済ますというだけの話だ。それ以上は知ったことじゃない。

「お前、俺を知ってるんだろう？」

「どうかな？　実は、言うほど知ってるわけじゃないのかも。でも会ったことがあるっていうのは本当だし、それを覚えてないんだろうな、ってことも本当は知ってたんだ」

「なら――どうして」

「たとえ忘れられてるって知ってても。それでも確かめたかった。確かめたくなかった。そうでしょ？　……覚悟してても、きついことってあると思う」

「お前は――もしかして」

「それ以上はごめん。あたしにも言えないことはあるんだ。だけど……うん、やろっか、模擬戦。ちょっとやってみたいな、って、実は思ってたんだから」

　リューリは言う。

　それは、どこか儚はかない笑みで。

「――たとえ忘れられていてもさ。強くなったところ、見てもらいたいって思うから」

　それ以上、何かを言うことは憚はばかられた。

　俺が言葉に詰つまると、リューリはくるっと踵を返して離れながら言う。

「いつもの第三試術場でいいんだよね？　先に行って待ってるよ」

　離れていくリューリの背を、俺は無言で見送った。

　思わず頭を掻く。……なんだかな。本当、やりにくいったら、ない。

　そんな俺に声がかけられる。

「――アキ様は、お優やさしいんですね」

「うおっ!?　ああ、リシェか……びっくりした」

「忘れてたんですか？　酷いです、アキ様」

「や、ごめん。そういうわけじゃないんだけどさ……てか、優しいって、俺が？」

「ええ」静かに傍に控ひかえていたメイドは、仄ほのかな笑みを湛たたえて。「お話はよくわかりませんでしたけれど。それでも、アキ様がリューリさんを思ってることは伝わりましたよ？」

「そんなんじゃないんだけどな。どうも俺はあいつを忘れてるらしいし……ただ」

　ひょいと椅い子すから立ち上がった。

　最近は救世科専用みたいになっているけれど。さて、試術場の使用申しん請せいをしなければ。

「ただ、なんですか？」

「……あいつも、俺の生徒であることには違いないだろ。そう思っただけだよ」

　小さく噴ふき出だすように笑って、それからリシェはこう言った。

「お昼ごはん、ふたり分を取り置いてもらっておきますね」

「ん。ありがと、リシェ」

　まったくもって。俺には過ぎたメイドである。




※




「――というわけで！　さあ！　いいですかー両者いいですかーっ!?」

　どこまでも底そこ抜ぬけに明るい声が試術場に響ひびく。

　およそ十五歩ほどの距きよ離りを離して、お互たがいに向き合う俺とリューリ。そこから少しだけ離れた場所には笑顔のアミが立っていて、また端はしのほうにはソニカとラークがいる。

「勝っても負けても恨うらみっこなしだよっ！　いいねっ！」

　審しん判ぱん気取りで訊ねるアミ。それにリューリが笑顔で答える。

「もちろん！」

「よう言った！　よう言ったよリューリ！　あんた男だよぉ！」

「いや女だよ……？」

「そっか！　じゃあ魂たましいが、心が男だよ！」

「心も女だよ……」

「じゃあ体が男なの!?」

「どうしよう言葉が通じない」

「そう！　男なんかより女のほうが強いこともあるっ！　女は拳こぶしで語るんだっ！」

「じゃあさっきの話なんでしたのっ!?」

「――ノリっ!!」

　相変わらず全力全開で明後日を向いているアミ。考えて喋しやべっている気配がゼロ。

　どうしようね。もうなんか心臓が腹痛で頭が痛いんだけど。どうにかしてこの黒歴史。

　ていうかそれ以前のお話として。

「……なんでいるの？」

「え？」きょとんと首を傾かしげるアミ。「だってアキ兄とリューリで模擬戦するんでしょ？」

「するけれども」

「だから審判をしに来たに決まってるじゃないっ！」

「いやそんな当たり前みたいに言われても。いったいどうやって嗅かぎつけたんだ」

「祭りのにおいが……したのさ……」

「もう俺にはお前が何を言ってんのかひとつもわからねえよ」

「でもわたしは、アキ兄の気持ちがわかってるよっ！」

「わかってたらこうなってないんだよなあ……！」

　頭を抱かかえたあと心臓を押さえてから腹をさすった。ああ、全方位がつらい。

　……昔の俺って本当にこうだったのかなあ。考えたくないなあ……。

　ともあれ、バカ特有の理解不能な謎なぞの直感で模擬戦を察知し、それを見にやってきたということなのだろう。ソニカとラークは、騒さわぐアミに釣つられて来たという感じか。

　思わぬところで観客ができてしまったが――まあ、いいだろう。

　これも授業の一環だと思おう。リューリに対してだけではなく、ほかの三人にとっても同じだ。仲間の実力は、把握しておいて当然だ。学べることも多いはず。

　イフリアは、どうやら来ていないようだが。

　ちらり、と俺は試術場の端にいるふたりへ視線を送る。

　ラークはその手に植うえ木き鉢ばちを抱えていた。種類などわからないが、何か植物が植えられている。それに恍こう惚こつとした視線を注いで、ラークは蕩とろけた笑えみで何ごとか呟く。

「ああ……いい。いいよ、いい……君はまるで、枯かれた砂さ漠ばくに咲さく一輪の花……！」

　こいつ絶対ヤバい。

　植物に対して花で比ひ喩ゆする語ご彙い力が意味不明だし、あとそもそも花咲いてねえよ。イフリア風に言うなら超ちよう緑みどりだよ。

　いったい何してんだろう、あの拗こじらせバカは。

「ああ……ああ、いい……いい、におい、だ……堪たまらねえぜ、ふふ、へへへへ……」

「おいラァァァク!!　その植物はヤバい植物じゃねえだろうなオオォイ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ先生……だって、こんなに美人さんなんだから……」

「大丈夫要素が見当たらねえよ！　どっちだ！　おかしいのは草か、お前か!?」

「僕ぼくらを引き裂さく世界です」

「わかった、これどっちもだな!?」

　明らかにマズい表情のラークに叫さけびかけると、横合いからアミがこう言った。

「大丈夫だよ！　あの植物、わたしがラークにあげたヤツだから！」

「そっか、やべえ！　より不安が増してきたんだけど！　どこで手に入れた!?」

「そのへん！」

「そのへん!?」

「に、生えてた雑草が元気になるよう魔術をかけたら、なんかイキイキし出したの！」

「もうどっからツッコめばいいってんだ!!」

　雑草を元気にしようという発想が意味わからないし、どういう魔術を使ったのかも不安だし、イキイキし始めたとかどういうことだって話だし、なぜラークに渡わたしたんだと！

「ラークは植物好きだし、ソニカは掃除好きでしょ？　だから雑草を増やしてあげるために、図書室でイフリアに習って土を強くする魔術を覚えたんだよ！　そしたらなんかその草が急に踊おどり始めたから、かわいいと思ってラークに育ててもらうことにした！」

「何も言ってねえのに全部答えてくれてありがとう！」

「アキ兄の気持ちならわかってるからねっ！」

「本当だ畜ちく生しよう！　じゃあそれをやってほしくなかったってトコも知っておいてほしかったっていうか――え？　いや、ちょっと待って？　ねえ、今、踊り出したって言った？」

「言ったよ。あ、ほら」

　アミがラークの方向に指を向ける。

　見てみると、ラークが抱える植木鉢の中の植物が、風もないのにくねくね動いていた。

「元気草と名づけたよっ！」

「――――――――――――――――――――――――――――――――これはヤバい」

　……うっそでしょ……。

　あ、いや。いやこれはダメだろ。いや、だってこれ、お前、生態系とか……マジで？

　何これ新種の生命が誕生しちゃったとかそういうアレじゃないのこれ嘘うそでしょ。

「……ソ、ソ、ソニカさん？　それはいったいどういうアレでいやちょっと、えぇ!?」

　混乱のまま俺はラークの隣となりのソニカに問う。

　彼かの女じよなら、なんとかまともな答えを返してくれると思ったからだ。

「……まあたぶん大丈夫だと思いますよ」

　ちょっと視線を逸そらしつつ、ソニカは言った。若じやつ干かん、お疲つかれの模様。

「たぶん、土系の微び小しような精せい霊れいが植物に憑ついたんだと思います。アミが魔術を使ったときにたまたまいたんでしょうね……それで、魔術の影えい響きようで、なんかこう、憑ひよう依いしたと」

「そんなふざけた偶ぐう然ぜんあるぅ!?」

「あったんだから仕方ないじゃないですか！　私だってびっくりですよ……」

　未来の歴史を変えるために過去に戻もどってきた俺ではあるけれど。

　こんな形で、生命の歴史が塗ぬり替かえられるところを目にするとは思わなかった。

「……とはいえ、なっちゃった以上はどうしようもないな、もう……いやでもお前、それ隠しとけよマジで？　そういう人造生命系の研究は全部が違い法ほうだからね。本当に」

　一応、ラークに釘を刺しておく。さすが世界の命運を背せ負おった連中は違うね。

「わかってますよ先生。僕はシルフィーユを裏切りません」

「誰だよシルフィーユさん」

「彼女のことに決まっているでしょう!?」

「だろうとは思ったけど……名前も決まっていらっしゃいますか、そうですか……」

　どこでどう女の子と判断したのだろう。

「僕とシルフィーユは、運命の赤い根っこで結ばれていますから」

「運命の赤い根っこ」

「ええ。それは生命と運命を司つかさどる、まさに根源。僕に深く絡からみつき命を蓄たくわえる……」

「お前それシルフィーユさんの栄養源になってない？　寄生されてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　目に見えない微小な魔ま力りよく生命――精霊種。

　それ自体は、魔術を通じて人間に力を貸してくれる者たちだ。だが、それを別の生命カタチに封ふうじ込めるという行こう為いは、王国どころか連れん邦ぽう法ほうで禁じられる生命創造に該がい当とうする可能性がある。偶然だし、ただ憑依しただけならギリでセーフだとは思うが……まあ、バレないに越したことはないだろう。マジで。いや本当にマジで。

「まあ、さっきも言いましたが危険性はないです。元が精霊種ですし、人間に危害があるようなことは考えられないかと。なんか、ラークにめっちゃ懐なついてますし、この子」

　ソニカが補足するようにそう告げる。

　たぶん、彼女も俺と同じ苦労をしたのだろう。ご苦労様……。

「まあ大丈夫だろうけどな。すると、アレか。ラークがなんか壊こわれてる感じなのは？」

「素ですね」

「素ですかそうですか」

　いっそ寄生でもされててくれたほうがマシだったのでは？

　なんて風に考えかけてしまう自分がいた。ラークは未来を生きてるなあ（？）。

「――楽しいクラスだね、先生？」

　そんな過程を見ていたリューリが、苦く笑しようを交えながら言う。

　なんつーか。これを《楽しい》のひと言で済ませてしまう辺り、リューリもリューリで救世科の一員になれるポテンシャルはあるような気がした。結構な事件だよ、これ。

「ま、否定はしないでおこう。この件は俺のほうで揉もみ消けすしな」

「さらっと言うアキ先生もだいぶアキ先生だよね」

「これ以上の減給は命に関わるんだよ。それよりリューリ、準備はいいか？」

　新種の生命の誕生という大事件に思わず忘れかけてしまったが、もともと模擬戦を行うために来ているのだ。そろそろ本題に入ろう。いちいちシリアス消すのやめてね？

「うん、いつでもいいよ、先生！　あたしの実力を見せようともさー！」

　くるくると腕うでを回すリューリ。それから一いつ瞬しゆんで不安そうな顔に変わって。

「……あの。がんばるけど、もしすぐに負けたら、その……いや、ええと……」

「自信があるのかないのかわからんなあ……」

　ともあれ――、




「試合、開始――っ!!」




　腕を突つき上あげ宣言したアミ。それに従って動き出す。

　普通はたぶん上げるんじゃなくて振ふり下おろすとかだと思うけども。

　まずは様子見。俺は距離を保ちながら魔力を循じゆん環かんさせる。

　目的を考えれば初手から全力で短期決戦を狙ねらってもよかったが、せっかくだ。模擬戦をやるなら、それ以上の意味を見み出いだしておきたい。観戦者もいることだし。

「行くよっ！」

　対するリューリは全ぜん霊れい。両手を重ねて前に突き出し、向けられた掌てのひらから魔ま弾だんが飛ぶ。

「《防げ》」

　俺もまた片手を突き出して、呪じゆ文もんを呟つぶやく。魔力が掌から空気中へ流れ込み、円形の板を形成する。無色のそれが撃うち出された魔弾を防いだ。ポピュラーな盾たての魔術だ。

　同時に俺は半身になり、右足から地面に魔力を流し込んだ。接地面を中心に広がる魔ま術じゆつ陣じん。色は黄。黄式魔術システム／イエローは基本的に、《魔力を流し込んだモノの形や性質を変える》魔術の総そう称しようだ。戦せん闘とうに用いられる場合、地形魔術と呼ばれることが多い。

「――《一番式フアースト》、《隆起ミズガルズ》」

　黄式などに代表される、いわゆる汎はん用よう魔ま術じゆつ式は、各色それぞれ十から二十ほどの魔術が存在する。それぞれに番号が振られており、魔術陣の形さえ覚えてしまえば、その通りに魔力を流すだけで扱えるという利便性が特とく徴ちようだ。

　改変もしやすく、たとえるなら数学の公式を暗記するに似る。魔力をインクだと見み做なすなら、式に沿って正しい形の魔術陣を描えがくことができればその通りの魔術になるのだ。

　たとえば黄式一番――《隆起ミズガルズ》と呼ばれる魔術の効果は地形の変化。指定箇か所しよの地面を隆起させる、という程度の式だが、改変アレンジ次し第だいではそれ以上の効果も持たせられる。

　魔力が走った。足元まで辿たどり着いたそれを察知し、リューリは咄とつ嗟さに後方へと跳とぶ。

　直後、リューリがそれまで立っていた箇所の地面が、細い塔とうのように隆起した。

　もし真上にいれば突き上げられるか、最低でも転ぶかはしていただろう。視界を隠してしまうくらいには大きな隆起だが、少しでも離はなれれば当たることはない。これは、実際に使われている（ように見える）土の大半が、魔力によって編まれた架か空くうのモノだからだ。

　そうでなければ、使われた土の分だけ周囲の地面は逆に陥かん没ぼつすることになる。

　この程度は、少しでも慣れた魔術師なら回かい避ひは可能だ。だから俺は、直後にはとうに横方向へと足を踏ふみ出していた。

　少しだけ斜ななめにずれ、塔の向こうに隠れたリューリを視界に収める――そして撃つ。

　視界を限定されるからこそ、この魔術は外れても意味を持つわけだ。

「――っ！」

　リューリは反応し魔力の盾を編んだ。反応自体は悪くない。――だが甘あまい。

　俺の放った魔弾は、リューリの盾に直ちよく撃げきする寸前で自ら弾け、目め潰つぶしの光に変わる。

　強い魔力の光がリューリの目を眩くらませた。無色で半はん透とう明めいの盾では光を防げない。

「…………」

　光は一瞬。咄嗟に目を閉じるリューリが俺には見えていた。詰みは近い。それでも。

　――この程度じゃないだろう？

　期待を込めながら、俺はもうひとつ魔弾を作る。今度は腕からではなく彼女の背後から後頭部に当たるよう照準した攻こう撃げきだ。それに、さてリューリは対応できるのか――。

「――――！」

　刹せつ那な。俺が作ろうとしていた魔弾が掻き消された。

　音もなく静かに。俺は薄うすく笑ったが、思わず冷ひや汗あせを禁じ得なかった。

　魔術が、発動すらせず消える、とはどういう状態だろう。実力が足りず制せい御ぎよできない、あるいは魔力が足りていない、そういうことはある。だが今回はどちらでもない。

　強制的に乱されたのだ。

　リューリが、いつの間にか手に持っている小銃から放たれた一撃によって。

「おおっ！　神賜兵装テスタメントっ!!」

　驚おどろくようなアミの声。審判が喋るとはどういう了りよう見けんか。

　だがその通り、彼女は紛れもない救世主候補であり、その本領は武器とセット。

「……小銃ライフル。それがお前の神賜兵装テスタメントか、リューリ？」

「さーて、どうかな？　でも先生、あたしだってそう簡単には負けないんだからね？」

　片手で構えるには少し大きいだろう銃じゆう身しん。それを、だがリューリは完全に使いこなしていた。起動してから構え、弾だん丸がんを放つまでにかかった時間が異様に短い。

　ましてや彼女は今――目を開いてさえいなかったのだから。

「……参ったね。ますます負けるわけにはいかなくなってきたぜ」

　届かない程度の声で呟く。実力にも驚いたが、度合いで言えばそれ以外が大きい。

　というか正直言ってかなり混乱していた。なんとか表面を取とり繕つくろっているだけで、頭の中では疑ぎ問もん符ふと感かん嘆たん符ふが手を組んで社交ダンスをしている。

　なにせ俺の知る限り、五つの神賜兵装の中に小銃型のものなどない。

　大した資料が残っているわけでもないとはいえ、そもそも先代の救世衆の中に、小銃を武装として戦う者がいたなんて記録はどこにもないはずだ。

　いやそれ以前、この種の携けい帯たい性せいに優すぐれた銃じゆう器きが使用されるようになった時代など、せいぜいここ百年前後からだろう。魔術師の俺おれは実銃などほぼ使わないが、少なくとも先代の救世衆がいた時代に銃は発明されていない。いくらなんでもこれは間ま違ちがいないはずだ。

　だが目の前の武器は神賜兵装だ。確実に本物。見れば誰でもわかるだろう。

　……どういうことなんだ。

「――、と！」

　浮うわついていた頭が、銃じゆう口こうを向けられることで急速に冷えた。

　何を暢のん気きに考え込んでいたのか。今は試合中だ、と俺は再び盾の魔術を構築する。

　弾速を考えるに回避は難易度が高すぎる。すなわち防ぐ以外にない。そう思っての行動だったのだが――その考えが甘いことは、次の瞬しゆん間かんに思い知らされてしまった。

　ぱん！　と、空気の弾けるような音が響いた。

　それは弾丸の発射された音ではない。すでに着ちやく弾だんしたからこそ発生した音だった。術を制御していた手が、そこで操あやつっていた魔力ごと弾かれてしまったのだ。

　びりびりと痺しびれる右みぎ腕うで。その感覚が俺に、掌を撃ち抜ぬかれたのだと教えている。

「……そうか。その弾丸は術を――いや魔力を乱すのか」

「そう。螺ら旋せん軌き道どうの弾丸が魔力を乱す、術式貫かん通つうの魔弾なんだ。防ぐのは難しいよ？」

　にこりと笑ってみせるリューリ。だが実際、厄介なんてレベルじゃない。

「これが魔弾合戦なら、もう先生の負けだったね？」

「……このやろ。言ってくれるぜ、そんなん反則だろっつの」

　回避できる弾速ではなく、防ぼう御ぎよできる弾丸ではない。それは必中の、まさしく魔弾。
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　そう、これは魔術の銃だ。火薬も銃じゆう弾だんも必要ではなく、魔力さえあればいくらでも発射可能な魔ま術じゆつ攻こう撃げき。それを完全に、手足のように使いこなしていることが最も恐おそろしい。

「……どう考えたって、昨日今日使い出したなんてレベルじゃないんだが？」

「稀き少しようだけど、魔ま術じゆつ銃じゆうだってないわけじゃないでしょ？　長いこと使ってたんだよね」

「なるほど、評価は訂てい正せいだな。ここまで銃じゆう撃げきに長たけてるとは知らなかった。よほど訓練を積んだと見える……武器の扱いで言えば、お前がいちばん上かもな」

「……そうだね」リューリは遠い目で答えた。「あたし、銃だけが友達みたいなトコあったからね……本当、根暗な人間でね……うぅ、なんでそこまで言うの。酷ひどいよう……」

「何も言ってないけど!?　ていうか今、褒ほめたよね俺!?」

「だって今、『お前なんてずっと銃を弄いじって生きてたんだろお似合いだぜ根暗』って」

「言ってねえ！　どんだけネガティブ!?」

　褒めたのに落ち込むとかもう始末に負えないんですけど。

「どうせあたしなんか、油と火薬のにおいに塗まみれた汚きたない女ですよう……」

「なんなのこいつ、すっげー面めん倒どう臭くさいんだけど」

「ほらぁ、めんどくさいって言ったあぁぁぁぁぁぁぁぁ……っ!!」

「ああああもうっ!!」

　正直もう放っておきたい気分だったが、試合中だし、何より観戦組からの視線が痛い。

「ほら先生！　ちゃんと謝あやまって！　まったくデリカシーないんだからっ!!」

　実にうざったいヤジを飛ばしてくるソニカ。

「今、別に俺、悪くなかったでしょ……」

「そういうとこがダメだって言ってるんです！　女の子を泣かせたら、泣かせた男が一方的に悪いっていうのが世界の法則なんですからね！」

「だから泣かせてないじゃん！　ほぼ自ら泣いていったじゃん！」

「だとしてもです！」

「理り不ふ尽じん極きわまりねえな、この世界！」

「うるさいですね、まったく！　だから彼女のひとりもいないんですよ、先生は！」

「テッメェ、ゴルアァ！　言っていいことと悪いことがあるだろうがよォ!!」

「……あ、すみませんでした。今のは、その、はい。言いすぎでした」

「リューリっ！　ちょっと休きゆう憩けいにして先にソニカを片づけてきてもいいかなあ!?」

「掃そう除じは私の仕事です！」

「そういう話してるんじゃないけどね!?」

　ぽかんと目を見開くリューリ。

　その視線の先にいるのは、生徒やじうまの言葉に本気でキレる教師さんかしやの姿があるだろう。

　あまりにも間ま抜ぬけすぎて泣けてきてしまう。

「アキ兄は無視しないで構ってくれるからなー。そゆとこ大好きー」

　そんな様子を見て、小さく呟くアミ。

　いやだって君らが無視できないことを言うから仕方なくですね？

　けれどそれを受けて、リューリもまた小さく微笑ほほえむ。

「……本当に。面白おもしろい先生だよね」

「わかった。試合を再開しようじゃないか」

「恥はずかしがってる？」

「やかましいよ」

　ああもう。なんで俺が生徒からからかわれなくちゃいけないっつーんだ。

　気を取り直してリューリに向き直る。

　状じよう況きようは変わっていない。速射可能な遠えん距きよ離り武器を相手に、距離を空けられている時点で不利を通とおり越こして詰んだも同然。さきほどは、単に威い力りよくを手加減されただけだろう。

　失策だった。それは俺が根こん拠きよのない思い込みをしてしまったせいだ。

　ロクサディムの代わりに救世科に選ばれた以上、同じ武器を使ってくるはずだ――と、どこかでそう思い込んでいた。過去が変わっていることを知っていたはずなのに。

「……うし」集中しよう。

　改めて思い出せ。通過してきた戦いの過去を。なぜ戻ってきたのかという目的を。

　ただの模も擬ぎ戦だと甘くは見るな。負けたら死ぬと思ってやれ。

　俺ではない。助けるために戻ってきた仲間たちを、また喪うしなうかもしれない。

「……っ」

　俺が本気になったと悟さとったのだろう。リューリが警けい戒かいの様子を見せる。

　彼女は意外に戦い慣れている。常に冷静で、それなりに修しゆ羅ら場ばも踏んでいそうだ。だが経験なら、それでも俺には及およばないだろう。やることはいつだって変わらない。

　――そして、一瞬。

　お互いの視線が交こう錯さくした直後、魔弾はまっすぐ放たれた。

　一発ではない。連射されること実に五発。さらにリューリは足を使って走り出した。

　直後に俺も魔術を起動する。すぐ手前の足元から壁かべがせり上がった。さきほどと同じ、黄式魔術一番――《隆起》。この程度ならば、別に陣じんがなくても使えはするのだ。

「嘘、速……っ!?」

　魔力で構成されたその土つち壁かべは、魔弾が到とう達たつするよりなお先に完成する。そして、魔弾を完全に防ぎきった。

「――っ」

　歯は噛がみするリューリ。だが単純な話だ。彼女の魔弾で散らせる魔力量にも限界があるというだけ。ならば本来は不必要なほど大量の魔力を込めれば、完全に防げる。

　それは諸もろ刃はの剣つるぎではあった。聖痕を失った俺の魔力総量は、リューリたち救世主候補と比べれば、ないも同然というほどに少ないからだ。つまり狙うは最速の決着。

　――そして、なぜだろうか。

　俺は、まるでこの先の展開を初めから知っていたみたいな気分になる。どういう手段を用いれば状況に対処できるのか。それに対して、リューリがどんな手で返してくるのか。

　それが、わかるような錯さつ覚かくがあった。

「《灰式魔術システム／グレイ》――《一番フアースト》」

　魔ま女じよの十八番の空間式。俺が灰式を使えることはリューリも知っている。

　加えて、彼女の魔力に対する察知感覚は一級だ。視し認にんすらしていない魔弾を、撃たれたあとで撃ち抜くほどの技量を示してみせたリューリは、だから当然。

「――っ！」

　転移を使おうと、魔力の揺ゆらめきで場所を察する。

　リューリは咄嗟に身を翻ひるがえした。振り向むいた背中側に一瞬で銃口を向ける。その先に転移してきたことを、彼女は魔力を通じて知っているのだから。

　そう。それほどまでの鋭えい敏びんな感覚と、素す早ばやい反射神経があるからこそ欺あざむける。

　振り向きざまに弾丸を放ったリューリの表情。それは俺には窺うかがえない。なぜならそこに俺はおらず、彼女の視界に映っているのは、俺が着ていたローブだけだろうから。

　現在の財政状況を考えれば、決して安くないローブ。それが魔弾に撃ち抜かれて大穴を開けた。さらば、そしてありがとう。たぶんこれはもう直せない。

　欺かれたと気づいたリューリが、再びこちらへ振り返かえる。そのときにも俺はリューリに向け魔弾を放っていた。当たれば決着――だがリューリはそこで凄すさまじい反応を見せた。

　撃ったのだ。振り向くよりも早く魔ま銃じゆうの引ひき鉄がねを弾いた。

　その反動で振るう腕の勢いを加速させ、銃身そのもので魔弾を弾いてみせたのだ。

　凄まじい戦闘反射と直感、そして魔力感覚だった。後ろへ魔弾を放ち、その反動で腕を振る速度を加速させ体を捩じりながら銃身で魔弾を払はらう。暴挙でありながら神かみ業わざだ。同じことをしろと言われても俺にはできない。才能と、それ以上の経験がもたらした技術。

　素す晴ばらしい。本当に神業だった。なぜか、泣きそうになるくらい。

　――リューリは見事に、俺の期待に応こたえてくれたのだ。

　少女は、数秒があってから両腕を高く上げた。見ていなくても、自分の背後の地面から隆起した土の杭くいが、自らの背中に突き立たてられているとわかったのだろう。

「……はあ。あたしの負けかー……残念」

　そう言って降参を示すリューリ。俺はほっと息をついた。

　か、勝てたあ……！　危ねえ、いやもうマジで負けるかと思った。

「おお～……すっごぉ！　アキ兄もリューリも！」

　ぱちぱちと手を叩たたくアミは、たぶんもう自分が審判だということを忘れている。

　そんな様子に小さな苦笑を零こぼしながら、それでもどこか嬉うれしそうにリューリは言った。

「込める魔力量を増やすことで、弾丸を防げる壁を作る。その速度もすごいけど、何より驚いたのは、それだけじゃなくて伏ふく線せんになってたことだよね。だから後ろにローブが転移してきたとき、そこに込められた魔力を先生自身だって錯覚させられたんだ……」

　冷静に分ぶん析せきされている。まあ、その通り。

　土壁に大量に込めた魔力が残っているからこそ、本体とローブを誤ご認にんさせられたのだ。魔力が多ければそれだけ誤認するし、逆に俺の魔力が減ることにも意味はあった。

　感知と反射が凄まじく速いリューリ相手だからこそ使えた手法。

「つーか、そういうリューリの早はや撃うちも見事だったよ。それだけじゃない、最後の一瞬、後ろに魔ま弾だん撃うってそのままこっちの魔弾を殴なぐり飛とばしただろ。アレは本当にすごかった」

「おぉ……アキ先生が素す直なおに褒めてる」

　ラークの声。驚き方がちょっと失礼だった。褒めるときは褒めてるつもりなんだが。

　一方、褒められたリューリは少しはにかみながらも、こう続けて言う。

「だけど通じなかったからね。後ろに飛ばしたローブにも魔力が込められてた以上、挟はさみ撃ちにされてたんだよね、あたしは。あれは気づけなかったなあ……てか、それを普ふ通つうに成立させる制御力がすごかった。敵かなわないなあ……」

　ただ一瞬、大量の魔力が込められたローブを俺自身と誤認させるため――なんて。

　それだけに魔力を消費するのはもったいない。当然、魔術を発動できるようにしておくくらいの小細工はしてあったわけだ。ただ騙だますために無む駄だ遣づかいしたのだと、一瞬の交錯で判断してしまったからこそ、一度は対処に成功した以降はそれを忘れてしまう。

　罠わなは二重三重に張って初めて意味のあるトラップになるということ。

「正直、そこまでしなくてもいいとは思ったんだけどな……」

　最後の一撃は、最初は用意しないつもりだった。それだけ魔術を同時に使うということは、それだけ制御の難易度が上がるということ。魔力も相応に消費する。

　だがリューリなら。彼女には、きっとそこまでしないと勝てないと俺は思った。

　いや、違ちがう。たぶん俺は、期待をしたのだと思う。

　最後の交錯で見せた、あの超ちよう人じん的てきな反応。あれくらいのことは見せてくれるはずだと。

　――それが見たいと俺は信じ、そして見事にリューリは応えた。

　そして同時に実感した。彼女の言う通り、きっと俺はどこかでリューリに会ったことがあるのだと思う。ただ、その記き憶おくを失ってしまっているだけで。

　俺は――リューリ＝スヴェントを、本当は知っているはずだったのだ。

「……っ、と――」

　そのとき、俺はふらっと体勢を崩くずしてしまう。足元が縺もつれたのだ。

　転びかけた俺を、こちらに近づいて来ていたソニカが抱だき留とめる。

「お、おお……ありがとう、ソニカ」

「……無理しすぎです、ばか」と、そのソニカに睨にらまれた。「ただでさえ魔力量が少ないのに、こんなに無駄遣いしたら体に影響が出るに決まってるじゃないですか」

「いや……まあそうだが。別に大したことじゃねーよ」

「大したことじゃない模擬戦にどれだけ本気出してるんですか。ばかじゃないですか」

「だから、そういう意味で言ってないんだけど……」

「うるさいっ！　私はそういう意味で言ってるんだからいいのっ!!」

「……ったく、めちゃくちゃ言いやがる」

　まあ、そりゃ心配させたってことはわかるけど。素直に認めるのもアレだし、そもそもソニカが素直じゃないし。とはいえ、このくらいの無理なら許容範はん囲いだ。

　ソニカから離れて、ちゃんと自分の足で立つ。……ああ、確かにこれはちょいキツい。

　とはいえこれは、必要経費だったと思っておこう。賭かけに勝利するための。

「賭けはどうしますか、先生？」

　ちょうどリューリが首を傾げて言った。

　しかし意外に、負けた割に応えている様子がない。彼女のことだから、また負けるなり絶望的に落ち込むかと思っていたのだが、どちらかと言えばむしろ楽しそうなほど。

「賭け？　賭けって何？」

　と首を突っ込んできたアミのことは無視して、俺は言う。

「……そうだな。ちょっと休んでから、時間取って話を聞かせてもら――」

「それなら明日でいい？　ほら、ちょうど休みでしょ」

　確かに明日は週末休みだ。頷うなずいた俺に、リューリは続けて。

「――そしたら明日、ふたりで町にでも出ようよ！」

「町に……？　いいけど、なんで」

「え、だってお話しするんだし。せっかくだから、ほら、――デートしようよ！」

「――な」「え!?」「ほう」「はああああああああああああああああ?!」

　俺、アミ、ラーク、ソニカと、四者四様のリアクションを呼び起こす爆ばく弾だん発言。

　特に、未いまだ俺を疑っているらしいソニカの反応はあまりに苛か烈れつで。

「どどどどどどどどういうことですか先生ッ!!」

「ちょ、首！　首締まっ、おい……ちょ、マジ今は、聞……っ」

「せせせっ、生徒とデートなんて、いやそれはともかく、ちょっ、私聞いてな――」

　そこまでが俺の限界だった。ソニカに振り回まわされた俺の意識が、魔ま力りよく欠けつ乏ぼうによって世界から切きり離されていく。薄れていく意識の中で、最後に俺はひとつのことを思った。

　――やっぱ、世界って理り不ふ尽じんだわ。




※




　目が覚めた理由は空腹だった。

「……寝ねてたのか」

　気絶していた、と表現するほうが正確な気もするが。
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　俺は呟く。毎日、起き床しようするたびに目に入るのが、一度破は壊かいされた天てん井じようの修復跡あとだという辺りに悲しみを感じてしまう。朝いちばんの感情が哀あい一択たくって、俺の生活ぅ……。

　ましてや朝でもないのにこの仕打ち。窓から入るうっすらとした月明かりが静せい寂じやくを彩いろどる唯ゆい一いつの光だった。それを頼たよりに机の上の時計を見ると、すでに日付を回っている時間。

　つまり、ほとんど半日近くぶっ倒たおれていたということになるわけだ。

「魔力切れで倒れると、回復するまで起きらんねえからな。やらかした……」

　それこそ誰だれかに起こされない限り。そしてこの時間まで眠ねむっていたということは、誰も俺を起こそうとは思わなかった、というわけだ。気き遣づかってくれたのだろう。

　だいぶ眠ったようだ。単なる魔力切れだけではなく、疲ひ労ろうの蓄ちく積せきが響いたらしい。

「しかし、こんな半はん端ぱな時間に起きちゃうのも問題だな。明日は休みとはいえ」

　明日というか、もう今日だが。それに休みだから何もしなくていいなんて話はない。

　そもそも休日とは学院の授業が、つまり生徒が休みという意味であって、別に教職員が休みというわけでは必ずしもないのだ。

　むしろだいたい仕事がある。準備とか後始末とか、そういう系の諸もろ々もろがいろいろ。

　冷静に考えると、魔術学院の教師って恐ろしいまでの激務ではなかろうか。

　学院を運営する先生方には頭が上がらない。こういうの、自分が通っている間はまるで考えが及ばないものだし。そのうちキニャール先生を飲みにでも誘さそってみようかしらね。

　俺だって本気出だせばモテないわけではないはずだし。はずだし。……はずでしょ？

「……なんつって」

　冗じよう談だんを思おもい浮うかべながら、俺はテーブルに載のせられていた二枚のメモ用紙を手に取る。

　それは手紙で、片方にはソニカの名前が記されている。

『午後は自主訓練にしました。学院長が見てくださったので、アキ先生は心配せずに寝ていてください。これで日ひ頃ごろの疲れを癒いやせますよ。ええ。やったね！』

　俺を絞しめ落としたことを、さも休ませるためであったとばかりに正当化してんだけど。すげえなアイツ。やったねって何？　殺ったねの間違いじゃないの。生きてるけど。

　まあ別に、ソニカに何をされなくても倒れていたとは思うが。

　……正直なところを言えば、俺の体に相当ガタが来ていることは認にん識しきしていた。戦いに戦いを繰くり返して旅をし、今ではかつての力も失っているのだ。それも当然ではある。

　あと三年弱。せめてあいつらを見送るまで保ってくれればいいんだが。

　俺は関節を解しながら、もう一枚のメモ書きのほうも手に取った。

　リシェからだ。文面には、俺が気絶してからのことが簡単に説明してある。

　本当に気の回るいいメイドだ、ありがたい。紙の横には軽食も用意してあって、もはや至いたれり尽つくせりである。なんかこう、学院長に給料上げてやってとか進言しようかな。

　ていうか、授業外で倒れてしまった俺のほうの給料がどうなってるのか知りたいけど。

　下手したら現段階ですでにリシェのほうが俺より稼かせいでいるのでは……。

「……ありがたく頂きます、と」

　椅い子すに腰こしを下ろし、空腹を訴うつたえる胃を黙だまらせにかかった。同時に思考を深めながら。

　――さて。現段階で俺がやるべきこととは、いったいなんだろうか。

　最終目標は当然、救世科の全員に魔ま界かいから生せい還かんできるだけの実力を身につけさせること。

　期限は、卒業し旅立つまでの三年間。

　だが問題がある。それは一周目――かつての俺たちのとき、学院は魔族の襲しゆう撃げきを受けて壊かい滅めつ、事実上の廃はい校こうに追いやられたという点だ。実力の足りないまま前線へ送られた。

　そのときの襲撃者であった爵しやく位い級魔族《灼毒》のアンドレアスは、先月の段階で討とう伐ばつに成功している。学院の結界も万ばん全ぜんに戻した以上、魔族はここには入ってこられない。

　そもそも、魔族とてそう頻繁に人界には出てこられないのだ。

　さて。懸け念ねん点は、この結界が人間には何ひとつとして効果がないというところ。

　前回もそこを突かれて結界を破られた。二にの舞まいを防ぐ対策はしているが、最大の問題は別の部分。

　すなわち、そもそもなぜ人間が魔族に協力しているのか、ということであろう。

　前回の下手人たる結界術師は、すでに秘ひ密みつ裏りに王都へ移されている。尋じん問もんも受けているはずだから、あるいは何か話が聞けるかもしれないが、今のところ報告は来ていない。

　脅おどされているとか、洗脳されているとか。そういった様子には見えなかったが。

「結局、これは報告待ちしかできない、かな……」

　そんなことはすでに何度も考えていることなのだが。歯は痒がゆさは否いなめない。

　また当然、リューリの件も同様。俺の記憶では、ロクサディムが使っていた神賜兵装の武装形態は《大剣》だった。この辺りは、もうリューリ本人に確かめる以外にない。

　それに。実のところ――想像がついていないわけではなかった。

「……あ、そうだ」

　と、そこでふとした思いつきに手がかかる。

　せっかく休みになったのだ。図書室で調べ物をしてくるのも悪くない。

　大おお枠わくの歴史が、俺の記憶と今の世界で変わっていないことは確かく認にんしている。

　だが何も虱しらみ潰つぶしに資料を当たったわけではない。最初はそもそも疑っていなかったし、記憶との食くい違いに気づいたあとはもうそれどころじゃなかった。

　おそらく無む駄だに終わるだろうが、今のうちに裏だけは取っておいていいだろう。

　リシェが用意してくれていた食事の残りを呑のみ込むと、立ち上がって教員寮りようから出た。この時間は当然、図書室は開いていないのだが、何、やりようならあるというもの。

　学院の通用口をスルーして、そのまま図書室の裏手へと回る。

　当然、ここにあるのは壁と窓だけ。入ることなどできないはずだが、どこにでも裏口はあるもので。俺は壁のある一点に手を当て、そして、少しだけ笑いながら呟いた。

「――《我は誇ほこりある愚ぐ者しやなり。そして知識の盗ぬす人びとなり》」

　タチの悪いジョークみたいな解錠呪文キーワード。それに反応するように、手で触ふれていた箇所の壁が、一部だけくるりと九十度回転して入口になった。

　そう、いわゆる隠かくし扉とびらだ。古めかしくて持って回ったような呪文は、それが学院の創設初期から、好こう奇き心しん旺おう盛せいな悪ガキたちに連綿と受うけ継つがれてきた裏口だと教えてくれる。

　もちろん卒業生が教師になることもあるのだから、教員だって把は握あくはしている。つまり公然の秘密というか、お目め溢こぼしされている裏ルートというヤツだ。

　俺たちの代でこれに気づいたのは、たぶん救世科の面々だけだったみたいだけれど。

　……当時はバレてないと思ってたりしたんだよね。んなわけないのに。

　教師になった今、ここを使うのは反則な気がしないでもない。

　というか……アレだな。意外と、あのときのこともちゃんと覚えているもんだ。

　よくこの道を通って、イフリアを追いかけたことを思い出す。

　あいつは本の虫だったから、誰より足あし繁しげく学院書庫に通っていた。図書室にはこれまた昔から使われていたらしい隠し部屋があるのだが、彼かの女じよはその結界を個人で勝手に改造、改変して、自分専用の秘密結界へと作り変えてしまっていた。それも入学当初から。

　何度も試し行こう錯さく誤ごを繰り返し、なんとか結界を破ってイフリアに会いに行っては、太陽が昇のぼるまで下らない話をしては授業で寝ていた。次の日になると、イフリアが結界の構造にまたアレンジを加えているため、それを何日かかけて突とつ破ぱしては夜に会いに行く。

　バカだったもんだ。

　そんな日々が当たり前に続くと思っていたことも、イフリアがずっと手加減してくれていたと気づかなかったことも。あいつの本気の結界を、俺が破れるわけがないのに。

　なにせ先月には、今の俺の結界すら一定まで破ってみせたイフリアだ。

　純じゆん粋すいな魔術の技量で、彼女に勝てる人間は救世科にもいなかった。イフリアは本当に、世界最高の魔ま術じゆつ師しへと至ったのだ。

　当時は負けるかと噛かみつきまくったけれど、今では心から誇らしく、そして――いや。

「……今日もいるのかな、イフリア」

　懐かしい、在りし日の思い出に笑えみが浮かぶ。なんだか胸が詰つまるような気分。

　――せっかくだ。ちょっと驚かせに行ってみようかな。

　脳のう裏りによぎったものを追おい払うように、俺はそんなことを考えた。いくら俺でも、今のイフリアの結界ならば、破ることもそう難しくない。少し話でもしに行こう。

　いくつも並ぶ本ほん棚だな。その蔵書はちょっとしたもので、全すべてを読もうと思えば三年間では短すぎる。中には貸出禁止の稀き覯こう本ぼんや、閲えつ覧らんさえ禁じられた魔術書も保存されていた。

　そんな貴重な本の中を泳いで、ある書庫の前に立つ。

　隠し部屋はこの奥おくだ。この図書室には、本そのものが魔ま力りよくを帯びているものも多いため気づきにくいが、ここに結界が張られている。そこに魔力を流し込み、入口を封ふうじる魔術結界の記述をちょっとずつ読み取っては改変していく。

　やがて結界を解除することで、隠し部屋の鍵かぎとなっている魔術を起動できるようになる仕組みだ。起動すると本棚が横へずれ、壁の偽ぎ装そうがなくなり、下り階段へ道が繋つながる。

　ここから地下に入っていくと、書庫の奥に狭せまい小部屋があるのだ。

　なんのためにあるのか考えてみても、正直なんのためでもないとしか思えない部屋だ。見つけた奴やつが好きに使え、とでも言わんばかりで、特別なものなんて何もない。

　階段を下りた先の扉。その隙すき間まから明かりが漏もれているのが見えた。

　やはりイフリアが来ているようだ。俺は小さく笑いながら、ほんのわずかだけその扉を押おし開ひらく――と。




　床ゆかに、イフリアが倒れているのを見つけた。




「嘘うそだろ、おい――イフリア！」

　咄嗟に駆かけ寄よる。尋じん常じような様子でないことは明らかだった。

　イフリアの意識は朦もう朧ろうとしていた。顔色が赤く、呼吸は荒あらく、俺が抱かかえ起こしても反応らしい反応を見せない。触れた体には熱があり、体調を崩していることは明白だ。

　しかも異変はそれだけじゃない。

　何よりの異常として、イフリアの体が仄ほのかに光っているのだ。比ひ喩ゆではない。肌はだの上を赤い魔力の線が縫ぬい目めのように走っており、それが脈動する血管のように明めい滅めつしていた。

　――なんだ、これは。

　呪のろいの一種か、それとも別の何かか。いずれにせよ、イフリアの顔を、手を走る赤色の紋もん様ようは、荒あれ狂くるうように迸ほとばしる魔力の流れが可視化されたものだった。体内で乱れる魔力の奔ほん流りゆう。燃える炎ほのおのような毒に侵おかされているに等しい。

　迷っている暇ひまなどなかった。

「くそ！　悪ぃイフリア、脱ぬがすぞ！」

　聞こえているかも怪あやしいが、返事は待っていられない。

　力ちから尽ずくで、俺は彼女の制服の胸むな元もとを開いた。はだけて露あらわになった薄い胸の真ん中に、予想通り魔力の出どころがある。これがイフリアの華きや奢しやな全身で暴れる熱の元凶。とにかく魔力を体外へ排はい出しゆつさせる以外に、対処法が浮かばない。

「緊きん急きゆう事態だ、恨うらんでくれるなよ……！」

　胸の中央――ちょうど心臓の上辺りに手を当て、掌てのひらを通じて魔力を排出させる。強きよう烈れつな勢いで暴れる魔力が、俺の腕うでを通じて体の中に流れ込んでくる。

　勢いに負けて右腕の肌が裂さけ始めた。合わない魔力を強ごう引いんに奪うばっている影えい響きようだが、気にするほどのものじゃない。次第にイフリアの呼吸が、少しずつ安定し始める。

　消えるほどにか細く、まるでらしくない声が耳に届いた。

「……せん、せ……？」

「気づいたか？　ならよかった」

「……ぼ、く……は」

「いいから。今は目ぇ閉じて寝てろ、静かに。あと少しで終わる」

　聞こえていたのか、どうなのか。目を開けたこと自体が奇き跡せきだったのだろう。

　イフリアは意識を再び手放し、体から力を抜いた。その頃ころには魔力の排出が終わって、彼女の全身をびっしりと覆おおっていた赤い紋様が光を失い消えていく。

　だが、あくまで見えなくなっただけだ。俺が行ったのは対たい症しよう療りよう法ほうみたいなもので、原因まで取り除くことができたわけじゃない――というか原因が理解できない。わからない。

「…………」

　上着を脱いで、それをイフリアに掛かけた。意識を失っているイフリアに着せるのは手間取りそうだったから、くるむような形で肌を隠し、抱き抱えて立ち上がる。

　まずは医務室まで連れて行かなければ。この時間でも、当直の担当者がいるだろう。

　腕の中で眠るイフリア。その身体は酷く細く、嫌いやになるほど軽い。

　俺の記憶の中にしかいない彼女のと、それはほとんど変わらなかった。彼女の身長は、この先もほとんど伸のびることがないと知っている。だが、知らないこともあった。




　――俺の知る限り、イフリアがこんな状態になったことなんて、一度もないのだから。







第三章『誰もが秘密を持っている』







「――原因不明、としか言いようがない。それが結論だよ」

　いかにも苦々しい表情で、キジン学院長は言った。俺は頷くこともできない。

　場所は学院長室。イフリアを医務室に担かつぎ込んだあと、彼女が倒れた原因を探さぐるためにずっと調べ続けていたのだが、とうに昼を過ぎた今も何ひとつわかってはいなかった。

　イフリアは、あれからずっと昏こん睡すいを続けている。

「現象として起こっていることはわかる」学院長は言う。「要は、彼女の体には、魔術陣が刻み込まれている――ということだ。直接、その肉体そのものに」

「……陣が発動して、なんらかの魔ま術じゆつとして起動した。けれど肉体が負ふ荷かに耐たえられずに魔力が暴走、という感じです……よね。けど――」

　学院長の言葉を受けて答える俺。それをさらに引ひき継いで学院長。

「ああ。それなら魔力を使い尽くした今、目覚めてもおかしくないはずだ。だが彼女は目覚めない。病状、と言っていいのか。とにかくそれが安定した今も不調は続いている」

「……魔術陣の、効果については」

「そう。やはり何より問題なのが……陣の内容だね」

　魔術陣。それは《こういう形》なら《こういう魔術》になる、という部分が厳密に確定しているものだ。いわば一種の魔術文字、計算式であり、俺たちが普ふ段だん描えがいている円形の陣には、きちんと情報が刻み込まれているということ。設計図と言いい換かえてもいい。

　だが複雑な幾き何か学がく的てき模様を描く陣の意味を、完全に理解している人間などこの世界にはひとりもいない――と言っていい。それらは意味を完全に把握されているわけではなく、全て試行錯誤の繰り返しと偶ぐう然ぜんの積み重なりによって生み出されたものなのだ。

　こういう形に描くと、どうやらこういう魔術になるらしい、という経験。それらが広く広まった結果が今に過ぎず、全ての魔術の正しい魔術陣の形を人間は知り得ない。

　ゆえに俺も、ほかの先生方も、キジン学院長ですら、イフリアに刻まれている魔術陣がいったいどういう効果の魔術なのか掴つかめないのだ。まして普通、魔術陣は平面――つまり二次元的に描かれるもの。立体にんげんに描かれた三次元陣など、読めるはずがない。

　――そんな非人道的な行こう為いは、そもそもこの国では許されていないことだった。

　イフリアは未だに、意識を取とり戻もどすことなく熱にうなされ続けている。症しよう状じようを和やわらげ、経過を見守ることはできても、根本的な原因を解決することはできないでいた。

「……くそ」

　思わず毒づかずにいられなかった。

　なぜこうも予想外のことばかり起こるのだろう。まるでなんらかの意思に、世界を救うことを邪魔されているかのようですらある。

　何もかもが上手うまくいっていない――あるいはそれは、一周目の世界から変わらずに。

　いや。少なくとも今は、まずイフリアの状態をどうにかするのが先決だ。ほかのことは全て後回しでいい。資料をひっくり返してでも、具体的な対処を見つけ出さねば――と。

　そこまで考えたとき、ふとノックの音が学院長室の中に響ひびいた。

「……どなたかな？」

　学院長が部屋の外に向かって問う。来客の予定はないと視線が伝えていた。

　返ってきた声は、若い男のそれだった。聞き馴な染じんだ――けれど、この世界で聞くのはまだ二度目の、青年の声。

「あー、どうも先せん輩ぱい。ロクサディム＝シューです」

　これまでいったいどこにいたというのか。姿を消していたロクサディムがやって来た。

「……君か。悪いが用件があるなら、あとにしてもらいたいんだが――」

「来客ですよ、学院長先生」

　ロクサディムは、キジン学院長の言葉を切るように言った。

「……来客？　というのは、学院の外から、かな？」

「ええ。ここまでお連れしてますんで、入ってもいいですかね？」

　学院長はしばし考えてから、一度だけ俺おれの顔を見た。俺はそれに頷きを返す。

　本来なら約束もない来客などあり得ないが、場合が場合で、連れてきた人間が人間だ。これを無視するほうが、むしろロクなことにならないような予感がある。

　それはキジン学院長も同意見だろう。

「……わかった。入室していただいて構わない」

「では、失礼いたしますよ。――どうぞ、カーゴ室長」

　そんな言葉とともに扉が開かれた。

　まず姿を現したのは、見知らぬ痩やせぎすの中年だった。鉤かぎ鼻ばなをした神経質そうな男で、そんな風に思ってしまったのは、俺と目が合った瞬しゆん間かんに不快そうな顔をしたからだ。流れから察するに、この男が《カーゴ室長》ということらしいが。聞き覚えのない名だった。

　研究者然とした白衣を纏まとっているが、その下の装いは貴族風の豪ごう華かなものだ。髪かみは真っ白で、イフリアのように怜れい悧りな美しさのない、純粋に労苦だけを滲にじませた印象だった。

　次いでロクサディムが入ってくる。ロクサディムは一いつ瞬しゆんだけ俺を見ると、けれどなんの反応も見せずに視線をキジン学院長へ戻した。それから言う。

　今日は、例のあの魔力殺しのローブは身に纏っていないようだ。

「どうも、学院長。こちら――」

　紹しよう介かいしようと口を開いたロクサディム。

　だがそれを遮さえぎるように、白衣の男は自らその名を、そして肩かた書がきを口にした。

「――グランバック第四研究所、第一研究室室長のトーキン＝カーゴだ。貴様がキジン＝イーバックとお見受けするが、如何いかがか」

　高圧的、というか単純に失礼な物もの腰ごしだった。

　確かに《グランバック研究所》と言えば高名な魔術研究の施し設せつだ。ソニカの生家である名門貴族アルハーツ家にも並ぶ大貴族・グランバック家が出資者パトロンとして、また同時に研究者として運営しており、その高度かつ深しん淵えんな研究成果から王国の支し援えんも勝ち取っている。

　つまり名目上はグランバック家の固有施設でありながら、実質的には王国の公的機関と言ってしまっても差さし支つかえがない――少なくともその程度の権力は有している。

　が、それが王立学院に勝まさるものかといえば微び妙みようなラインだろう。仮にも第一学院学院長に対して、こうまで上から行ける立場とは思えない。

　とはいえ学院長は、気を悪くするどころか、むしろ笑みを作ってこう答えた。

「ええ。私がキジン＝イーバックです。若じやく輩はいながら王立第一学院の学長位に御ご座ざいます」

「……ふん」学院長の名乗りを鼻で躱かわし、カーゴはこちらを見る。「……君は？」

「どうも。アキ＝フォルトヴァール――王立第一魔術学院、一年救世科の担任教師です」

「救世科の……そうか。なら君にも関係のある話だ、いてもらって構わん」

　なんで俺が出て行く前提で話が進んでんだよコイツ。

　などと言うほど俺もガキじゃない。学院長が笑みを保ったまま、カーゴに問う。

「それで、本日はどのようなご用件でしょうか？　いかなグランバック研究所の関係者といえど、事前連れん絡らくもなしにご来訪となりますと――」

「――緊急事態だ、諒りようとされたい。無論、さっそく本題に入らせてもらうとも」

　ニヤリ、とカーゴがわずかに笑ったように見えた。

　さきほどから感じていた嫌な予感は、ここまで来れば確信と言っていいだろう。救世科の担任なら関係がある、とカーゴは言った。いい話だとは、いくらなんでも思えない。

　果たして、奴はこう告げる。




「――イフリア＝エルクレグリの休学申しん請せいを、今この場で受理していただこう」




　なるほど、と思った。考かんがえ得うる中でも最悪に近い展開らしい。

　俺から言える言葉なんて「ふざけんなボケ」のひと言しかない――が、それをこの場で言うことはできない。答えるのはあくまで、俺ではなくキジン学院長の役割だ。

「……理由をお伺いしても？」

「理由だと？」カーゴは鼻で笑った。「私はイフリア＝エルクレグリの後見でね。そして、彼女は昨日から体調を崩したと聞いているよ？　たまたま近くを通りかかって、顔を見に来たことが幸いだった。彼女の体調不良に関しては、こちらで対処させてもらおう」

　言っていることがおかしい、なんてレベルではなかった。納なつ得とくするに足る要素がひとつもない、どころかもはや違い和わ感かんしかない。普通なら通るはずがない。

　ちらり、と学院長がロクサディムに視線を向ける。気づいたロクサディムは、軽く肩かたを竦すくめて軽けい薄はくに笑った。

「校門の外でお会いしましてね。案内を頼たのまれたんですよ？」

「……そうか」

　その答えはおそらく学院長が望んだものではなかったし、答えたロクサディムもそれはわかっていたと思う。カーゴの側は、あくまで一方的に言葉を作る。

「王国からの許可は出ている。あとはこちらに任せてもらおうか」

　ちらり、とカーゴはロクサディムに視線を向けた。

　つまり《許可》を出したのは、ロクサディムだということなのか。

「ですが――」

　言葉を作りかけた俺を、制するようにカーゴは笑みを浮かべた。

「断る理由は――いや、断れる理り屈くつはないと思うがね。君たちではあの子に何もできないだろう。あの子を治すには、私が連れていく以外にそもそもないという話だ」

「……貴方あなたには、彼女がああなっている理由がわかると？」

「質問に答える意味を感じないねえ。単純な話だよ、君たちにはイフリア＝エルクレグリを治せない。だが私には――我わが研究室ならばそれができる。話はそこで終わりだろう」

　カーゴの口調は、もう決定している事こと柄がらをただ告げているだけのようだった。

　だが実際、正論だ。イフリアを苛さいなむ異常を、この学院で解決する方法が存在しない以上、こちらの選せん択たく肢しはないに等しい。要は専門病院に入院するようなものだからだ。

　そもそも王国機関の命令だ。断る権限、それ自体が存在しない。

「――わかりました」

　小さく、学院長が頷いた。

　言いたいことはある。だが俺にそれは許されていない。

「ご理解いただき、大変感謝する。それでは、時間がないのでね。私は失礼するよ」

「そうですか。案内は――」

「いや、結構だ。私も、実はこの学院の出身でね。校舎の構造は知っている」

　その言葉を最後に、カーゴは立ち上がって部屋を辞していった。




※




　そうして、イフリアはトーキン＝カーゴに連れられて学院を去った。

　それから一日が経過している。

　救世科の連中も、この事態には少し大人しくなっていた。なんだかんだで仲のいい奴らだから、ひとり欠けるだけでいつもの調子をなくしてしまったのだろう。

　――あっという間の事態だった。彼女が倒れてから、連れて行かれるまでの間では、日付が回ってすらいない。

　なんだ。いったいなんだっていうんだ、本当に。

「…………」

　もはや俺の知る歴史からは、ほぼ全てが完全に切り離はなされてしまっている。

　何もかもが思う通りに行っていない。

　いや。別に、何か問題が起きているというわけではない。それは確かだろう。救世科の連中を鍛きたえるという、目的それ自体はむしろ順調に進んでいる。その意味で、俺が持つ未来の記憶は、確かに効果を出している。みんな、一足飛びに強くなってくれた。

　俺が存在しておらず、代わりにアミがいることも。ロクサディムの立場をリューリが担になっていることも。果たして、それ自体を問題視する必要があるのかどうかは不明だった。

　要するに、最終的に魔ま神じんに勝つことさえできればいい。

　イフリアが倒れたことは予定外だが、それも治ち療りようを受けて戻ってきてくれる分には問題ないと言っていいだろう。あとは帰ってきた彼女を、再び鍛え上あげればいいだけの話。

　それでも、本当にこれでいいのだろうか、という思いはどうしても拭ぬぐえない。

　嫌な違和感が纏わりついていた。

　そもそも二代目救世衆は、俺がいた一周目からそうなのだ。あらゆることが上手く運ばない。神に選ばれたはずの俺たちは、けれどあらゆる幸運に見放されていた。

　俺は本当に、このまま漫まん然ぜんと教師をやっているだけであいつらを救えるのだろうか。

「……どうしたもんかな。教えてくれよ、イフリア」

　今、俺は図書室のあの隠し部屋に来ている。

　主を失ってしまった秘密の間。ここに来ると、当時のことを思い出さざるを得ない。

　テーブルの上を見れば、そこには一冊の日記帳が置かれている。これはイフリアが書いているもので、これも昔と変わっていない。変化したこと、しないこと。

「何度頼んでも、中身を見せてくれなかったんだよな、そういえば……」

　他人の日記帳を覗のぞこうというほうがおかしいと言えばそうだが。俺もなんの気なく「それ何？」と訊きいただけだった。イフリアが過か剰じように隠すから、暴あばいてやろうという気分になってしまったわけだ。

　部屋の周りには本棚があって、様々な分野の書しよ籍せきが所ところ狭せましと挟はさまっている。おそらく、図書室から勝手に抜ぬき出したものもあるだろう。勝手に持ち出せないよう魔術がかけられているのだが、この場所なら《図書室内からは持ち出していない》という判定になる。

　魔術設定の間かん隙げきを突ついたわけだ。いつだって、イフリアは実にイフリアらしかった。

「……そうだ」

　ふと俺は思い立って、イフリアの個人書庫を漁あさってみることにする。

　あいつは怒おこるだろうが、構わない。だって、そもそも本当はイフリアのじゃない。

　思い出したのは、イフリアの体に浮かんでいた謎なぞの魔術陣だ。最近の彼女の体調不良も鑑かんがみると、あるいはイフリアは自分に刻まれた紋様の意味を知っていた可能性がある。

　なら対処法を自力で研究するくらい、あいつならやってのけるだろう。

　その参考になる文ぶん献けんが、イフリアの蔵書の中にあるのではないかと考えたのだ。

　俺も、かつては夜ごとあいつの研究に付き合っていた。半ば第一助手に就ついていたようなものだから、そのときのことを思い出せば、イフリアの考えにもついて行ける。

　本棚から適当な一冊を、とりあえず抜き出してみる。

　きっちりしたソニカとは逆に、イフリアは割と身の回りがずぼらだ。いちばん最近使った本は、だいたいいちばん近くに置いてある、と読んだわけである。

　タイトルのない本だった。ちゃんとした製本はされていない、おそらくは手製。

　それらしい本だ。なるほど当たりを引いたかもしれない、と思って俺は適当なページを開いた。中も手書きの文字で、一いつ般ぱんに流通している書物ではなさそうだ。

『――カラダを走るこの熱を、どう鎮しずめるか考えた』

　一行目からそんな記述。イフリアの筆ひつ跡せきとは違ちがうのだが、これは……いったい。

　続きを読んだ。

『荒く乱れる息。顔が朱しゆに染まっている。わたしは、この熱情を抑おさえるすべなんてひとつしか知らないのだ。それはすなわち、抑えることなく解放してしまうというコト――』

　……なんだこれ？

　述じゆつ懐かい？　研究論文って感じの文体じゃないんだが……。

『「いいよ、来て……」

　わたしは言った。いけないってコトはわかっているのだ。相手は妻子のある身。だけどもうガマンなんてできない。わたしは、めちゃくちゃにされたいのだ。

「く……だが、君は僕ぼくの生徒だから――」

「まだそんなこと言うの？　別に法律でダメと決まってるワケでもないじゃないの。それに――ほら、ガマンは、カラダによくないわ――」

「……ああ……」

　バカなヒト、と笑いたくなった。だけど、これでいい。誘ったのはわたしだ。

　彼かれは、そして自分の内に猛たける情欲を迸らせ――』

　俺は本を閉じた。

　何も見なかったことにした。

　……そっか。

　あ、うん。確かに、なんかときどきこっそり何かを読んでたのは知ってたけど……。

　いや。いやまあ、年とし頃ごろだしね？　うん、仕方ないよね。ん、や、……うん。

「……イフリア、ごめん……」

　なんだろう。なんか、罪悪感がものすごい。

　ああ、や、これ……どうしよ。いや見なかったことにするけどさ。あいつ、なんか、こういうとこ意外と乙女おとめっていうか、耳みみ年どし増まっていうか、……ムッツリっていうか。

　いっそソニカよりイフリアのほうが――うんやめよう忘れよう。俺は何も見ていない。

「――何してんですか、せんせ？」

「うおぉおぉっ!?」

　いきなり背後から声をかけられて跳とび上がった。

　振ふり向むくと、そこにはリューリがいる。いつの間にか部屋に入ってきていたようだ。

「わ、びっくりした!?　な、なんだよう、急に。驚おどろかさないでよ！」

　目をぱちくりさせるリューリ。いきなり叫さけぶなという顔だった。

「こっちの台詞せりふだよ！　ていうか、え？　いつの間に入ってきたの!?」

　などと言いながらこっそり手元の本を仕し舞まう。幸いリューリは気に留めなかった。

「いや今、普ふ通つうに入っただけだよ……特に隠れてたつもりもないし、声かけたじゃん」

「え、あ……そっか、そうね」

　イフリアの秘密を知ってしまった罪悪感でぼうっとしていた。

「……そんなに存在感ないですかね、あたし……いや知ってますけど」

「落ち込むのやめて……って、あれ？　いや、待って。リューリ、なんでここに……？」

「なんでも何も」むすっとした風にリューリは唇くちびるを尖とがらせる。「先生がいないから探しに来ただけー。まったくもうっ！　あっちこっち駆け回まわったんだからね？」

「あ、ああ……それは悪かった」

「ホントだよ！　デートの約束も結局、なしになっちゃうし……仕方ないけどさ」

「……で、なんでこの場所のこと知ってるわけ？」

　俺は問う。イフリアが図書室で倒たおれたことは言った。だが、この隠し部屋のことは教師くらいしか知らないはずだ。

　だがリューリは、そんなものは当たり前だとばかりに笑って答える。

「もちろん、アキせんせに教えてもらったからだよ？」

　――そんな記き憶おくは、ない。

　だが、ここまではっきり言うのだ。もうリューリも隠す気はないのだろう。

「……確かに、デートの約束をすっぽかしてたな、俺は。悪かったよ」

「ん、謝あやまってくれたから許すよ。ちょっと言うのが遅おそいけどね？」

「その埋うめ合あわせってわけじゃないが、せっかく来たんだ。ちょっと話してくか？」

「いいよ。デート場所にしちゃ色気ないけど……ん、でもイフリアとアキせんせの秘密の場所だもんねー。文句言っちゃバチが当たるか」

「……それも」

「アキせんせに聞いたよ」

　あっさりと言うリューリ。

　もう確定だろう。俺はそれを言葉にした。




「――お前は、未来の世界で俺と会ったことがあるんだな？」

「そうだよ。あたしは、アキと同じ未来から、魔女の力でここまで来た」




　俺は口を閉ざした。

　リューリはそう言ってから、小さく笑ってこう続ける。

「あのときは、ずっとアキって呼んでたから」

「……そうなのか」

「もしくはパパかな？」

「それ冗じよう談だんじゃなかったのか……」

「ま、親子で通るくらいには歳としの差があったからね、実際」

「――それは……」

「待って」

　何かを問い返そうとする前に、リューリが俺を遮って止めた。

　その瞳ひとみは真しん剣けんだ。だから俺は言葉を待つ。

「聞きたいことが多いのはわかる。でもあたしには何も訊かないで。いや、さっきみたいな確認のための質問ならいいよ。推測できたことの確証を答えることはできる」

「……、……」

「やらないんじゃなくて、できない。それで察してもらえると助かるかな」

「……わかった」

　と、答えるしかなかった。

　いや正直に言えば何もわかっていないし、まるで納得できていない。なんだか妙みような落としどころがあったから妥だ協きようしただけだ。

「ていうか、これも先に言っておくけど。仮に無理にあたしから何かを訊き出そうとすると、アキせんせは間ま違ちがいなくその記憶を失うってことも言っておく。イエスかノーかの二択たくを迫せまってあたしから情報を引き出だすのも無理だって言っておくから、質問は慎しん重ちようにね。これはあたし個人の能力だけど、だからこそどうしようもないことなんだよ」
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「能力……って」

「答えられないからそれ以上は訊かないで。さっき聞いたことまで忘れちゃうよ。あたしには、この時代の情報量を増やす権限がないんだ――これが、言えるギリギリ」

　少し、悲しそうにリューリは微笑んだ。

　演技には見えないし、それ以前――たぶん疑う意味もない。俺はそう確信した。

「わかった。まあその辺はいいよ。要するに味方が増えたってことなんだろ？」

　俺は笑った。そう、これは何ひとつ困るような話ではない。

　むしろ味方が増えたということだろう、これは。ひとりでやるより何倍もいい。

「……信じてくれるの？」

　むしろ、そのことに驚いたようにリューリが目を見開く。

「イエスだよ」と、俺は答えた。「だってお前と俺が会ったのって、たぶん世界が滅ほろんじまったあとなんだろ？」

「……イエス、だけど、でも――」

「それがわかれば充じゆう分ぶんだよ」

　そうだ。それがわかれば信じられる。それ以上の理屈なんて、どこにも必要ない。

　――だってそうだろう？

　リューリは、それでも俺を追いかけてきてくれたんだ。それが自分のためではないことくらい、いくら俺だってわかるというもの。

　並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごでは過去に来られない。それまでの世界を全て捨てて、彼女はきっと、俺を助けに来てくれたのだ。ならば、俺がやるべきは、その決意に報むくいること以外に、ない。

「疑って悪かった、リューリ。それと――ありがとう」

「……っ！」

　リューリが目を見開く。

　相変わらず、これで記憶が刺し激げきされるようなことはない。リューリのことなど俺は本当に覚えていないのだ。そして、おそらく――思い出すこともできないのだろう。

　だが俺はリューリを信じると決めた。こいつも、救世科の仲間だ。なら俺が守るべき対象であることに違いはなく、よって俺は彼女を全面的に信しん頼らいする。実に論理的だ。

「……それで、リューリ？　それを教えるためにここまで来てくれたのか？」

　ぼうっとする彼女にそう訊たずねた。

　リューリははっとして、一度だけかぶりを振るとこう告げる。

「あ、そ、そうだった！　言うことがあって来たんだった忘れてた！」

「それは忘れんなよ」

「……うっさい、ばか。あたしにだっていろいろあんの！　ってかそうじゃない！　そうじゃなくて、えっと、アキ！　――いっしょにイフリアを助けに行こう！」

「あ――は？　なんだって？」

　予想していなかったひと言に、俺はぽかんと口を開けた。

　だがリューリは大おお真ま面じ目めな表情で続ける。

「だからイフリア！　このままだとイフリアは学院に帰ってこられない！　一日経たって、たぶん症状は治ってる、だからこのタイミングしかないから、とにかく今から――」

「待て待て待て待て待て!?　いったい何を言ってんだ、リューリ！」

　情報が多すぎて頭が痛くなってくる。

　イフリアが……何？　帰ってこられない？　なんだって？

「そもそもおかしいと思わない？　イフリアが倒れた、その当日にすぐ研究所から人が来るなんて偶然、普通に考えてあり得ないでしょ？」

「いや、それは俺もおかしいと思ったし、確かにカーゴは怪しい奴だったが……」

　だからって奴は、仮にも国家機関の人間だ。

　救世科の一員を帰さない、なんてことができるわけがない。

「まず聞いて。カーゴは自分のことなんて言ってた？」

「なんてって……えーと、イフリアの後見で、グランバック第四研究所の人間だろ？　これ確か前と変わってないはずだし、だから別に……」

「ああ、そっか、そのせいで気づかないのか！　まったく魔女も意地の悪い……！」

「……何を知ってる？　それは言えるのか？」

「制限はあるけど、この時代のことならだいたい言える！　まず聞いて、いい？　グランバック研究所に第四はない。あそこは第三までなの」

「――あ？　じゃあ身分詐さ称しようってことか……いや、いくらなんでも」

「そう詐称じゃない。いくらなんでもそれは通らない。国が認めない――だけど公にされてない。なぜなら第四研究所では、公にできない実験を行っているから」

「……おい。まさか――」

「イフリアの体にあの紋もんを刻んだのがトーキン＝カーゴ。そう言えばわかるよね？」

　――目を閉じた。

　それは、ないと思っていたのだ。あいつに――いや、カーゴのことなど知っているわけではないが、それでもあの程度の魔ま術じゆつ師しに、そんな技術があるとは思わなかったから。

　俺どころか学院長や、ほかの教きよう師し陣じんでさえ理解すらできない魔術の技術を、いくらなんでもあんな小物が所持しているとは考えていなかった。アレがトップな以上、その下にも無理だろうと踏ふんでいた。学院に来る前のイフリアがいた場所なのだから、せいぜい症しよう状じよう緩かん和わのノウハウがある程度だと。だが、どうやらそれは甘あまい考えであったらしい。

　預ける以外の選択肢がなかったとはいえ――。

「肉体からだに刻まれた魔術陣……か。イフリアは、つまり」

「たぶん、考えてることで正しいと思う」リューリは首しゆ肯こうした。「――実験体だった」

「……アレが、後天的に刻まれたものだって？」

「信じられないのはわかる。だけど、そういうことなんだ」

　感じた怒いかりが、態度には出ないよう努めた。咄とつ嗟さに握にぎり締しめた拳こぶしをすぐに開く。

　現代の魔術知識を明らかに逸いつ脱だつした紋様。

　あれがいったい、どのような意味を持つ魔術陣なのかはわからない。だが仮に、あれが生来のものではなく後天的に刻まれたものだというのなら。

　イフリアは――魔ま術じゆつ的てきな人体実験の被ひ験けん者しやとして研究所にいたということになる。

「あの研究所で、イフリアの症状は緩かん和わされたはず。だけどそのためには、一度預けてから取り返す以外なかった。ごめん、あたしもこんなに早く事態が進むとは思ってなくて――」

「いや、いい。むしろ助かった。そうと決まれば取り返しに行くだけの話だ」

　本当は訊きたいことが山ほどある。なぜそんなことを知っているのか――とか。

　だが問とい質ただしている暇ひまは、どうやらないらしい。

　それに、実のところ大方の予想ならついているのだった。

「……何もなくても行こうとしてたね、さては」

　決断が早すぎたせいだろう、リューリに見み抜ぬかれてしまっていた。

　まあ見み舞まいだなんだと理屈をつけて、見に行こうとは思っていた。俺の魔術を使えば行くのは一瞬、時間がかかるでもないし、拒きよ否ひさせるつもりもない。

　それが、初めから力ちから尽ずくで押おし入いる展開に変わっただけの話。

　リューリの話によれば違い法ほう施し設せつだということだし、むしろ大義名分が後づけでできるってなもんだろう。ヤバい施設だったのでブッ壊こわしましたと言っておけば、あとは学院長辺りがどうにかしてくれる。好都合だ。丸投げとも言う。

「……リューリも、来てくれるのか？」

　問いに、少女は笑え顔がおで答えた。

「当然。置いてくって言われても泣きながらついて行くんだから」

「泣くんだ……」

「あたしは心が弱くて、どうもね。だけど――そのためにあたしはここにいる。あたしの行動は全すべて、貴方を助けるためのものだよ。……信じてくれる？」

「信じるよ――ありがとう。俺を手伝ってくれ、リューリ」

　かつての世界で、俺とリューリの間に何があったのか。

　それは、考えることしかできない。

　ただ、滅んだ世界で会ったというのなら、それはきっと、そういうことなのだろう。

　パパだのなんだのは措おくとしても、俺の教え子であることに変わりはない。

「あいつらに声かけに行こう。多少無む茶ちややっても、知ってるか？　救世主候補の肩書きがあると、結構許してもらえるもんなんだぜ？」

「あはは……学生の頃ころのアキせんせが想像できるなあ。てかみんな連れてくんだ？」

「黙だまってたら、あとで何言われるかわからんだろ。校外学習で押し通とおすさ」

「ムチャクチャやるなあ」




　それが、救世科というバカどもだとも。







第四章『検体番号００６１番』







　微び睡すいから意識が浮うかび上がる。

　イフリア＝エルクレグリにとって、痛みとは慣れ親しんだ日常だ。それがどうしようもなく身に宿るものならば、せめて上手いこと折り合いをつけて生きるほかない。

　今は、どうやら大だい丈じよう夫ぶらしい。肉体の不調――癒ゆ着ちやくした魔ま力りよく紋もん様ようの暴走による熱なら、すでに治まったようだ。発ほつ作さを起こしたのは久々で、失敗したな、と自分で思う。

　――もう、暴走させるようなことはないと思ってたんだけどね……。

　疲つかれでも溜たまっていたのか、それとも聖痕の覚かく醒せいが影えい響きようでも及およぼしたのだろうか。身に刻まれた魔術陣を押さえ込むのも得意になったと思っていたから、数年ぶりの発作には驚いてしまった。先生に、心配をかけてしまっただろうか、と少しだけ反省。

　そういえば、あのとき治療にかこつけて胸を見られた気がするが。いや、うん、まあ。

「……それにしても」

　体の様子を確かく認にんし終わったところで、続いて辺りを窺うかがってみる。

　自分が、明らかに異常な事態に陥おちいっていることには、もうとっくに気がついていた。

　こうも冷静でいられるのは、ある種の開き直りというか、度胸のお陰かげだ。救世科での授業や先の戦いのためだろう、パニックにはならずに済んでいる。アキによる、どこまでも実戦的な指導を受けてきたのだから、見知らぬ場所にいる程度では今さら驚かない。

　見覚えのない場所だった。

　ただ、嫌いやな予感だけは強く感じる。いや、予感というより、これはきっと既き視し感かんだ。

　暗い室内。両りよう腕うでは鎖くさりによって天てん井じようから吊つるされており、捕とらえられていることは間違いない。熱でうなされていたというのに、この仕打ちはまったく酷ひどい、と小さく笑った。

　身じろぎと同時に、じゃらり、と手首から伸のびる鎖が鳴る。

　いわば手て錠じように繋つながれた体勢で天井から吊り下さげられているようなものだ。一応、足は床ゆかにかろうじて届くものの、さすがに体がつらかった。

　バカ力のソニカならいざ知らず、戦せん闘とうにおいて肉体運用など初めから捨てているイフリアでは、筋力だけで戒いましめを解くことは不可能だ。ならば魔ま術じゆつを用いる以外にないが――、

「……ダメ、っぽいな」

　単純に、体力が回復していなかった。魔ま力りよくは聖痕を通じて供給できるが、肝かん心じんの肉体が万ばん全ぜんではない。鎖を壊すくらいはできるだろうが、再び魔力暴走を起こす危険性がある。

　ここがどこかもわからないうちから、賭かけに出るのは避さけるべきだ。いざというときは迷わないが、まずは現状の把は握あくに努めるべき――そう、冷静に判断を下した。

　狭せまい部屋のようだ。窓がないことから、もしかすると地下室なのかもしれない。殺風景な煉れん瓦が造づくりの部屋で、特に目につくものはなく、現在位置を確かめるのは難しい。

　正面には扉とびらがひとつ。背後はすぐ壁かべで、どうやら出入口はそれひとつのようだ。

　――なんだか、地ち下か牢ろうを思わせる部屋だとイフリアは思う。

　目の前に檻おりがないことが、逆に不自然にすら感じられてしまった。

「……あ。服が……」

　イフリアは、自分が見慣れぬ格好に着替えさせられていると気がついた。

　着慣れた制服ではない。白い布着、という以外に表現方法が思いつかない、酷く簡素な貫頭衣。サイズは少し大きく、視線を下げると襟えり元もとから胸間が垣かい間ま見みえる。つまり下着を着用していないということで――それが、再びイフリアに不快な過去を思い出させた。

　この格好は、かつて自分が名前を奪われていた頃の装いだ。

「実験着……」

　人体実験被験者。名前ではなく数字で識別される、それは人形であり道具。

　――検体番号００６１番。

　それが、イフリア＝エルクレグリに与あたえられた番号であった。

　かぶりを振って、沈しずみかけた思考を再活性。考えることをやめては笑われてしまう。

　正面の扉が開いたのは、ちょうどそのときだった。

「ああ。うん。目覚める頃だと思っていたよ――ははははは計算通りだ」

　自意識と虚きよ栄えいによって肥大化した、不快な声。忘れたかったはずの思い出を、呼び起こさせる厭いやらしい表情。もう、会うことはないと思っていたのに。

「うむ――ははは、実にいい眺ながめだ。いやいや、別に嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのつもりはないんだよ？　これは単に、中断していた研究を再開できる学者としての喜き悦えつさ。わかるかな？」

　部屋に入ってきた男は、イフリアに近づくと嗜虐的な笑えみを浮かべる。

　誰だれかを見下さなければ自己を確立できない、そういう醜みにくさは変わっていないようだ。

　いや、魔術の研究という道に魅み入いられ、堕おちてしまった彼は、もう変わることなどできないのだろう。この男は、すでに人間として停止してしまっているのだから。

「お帰り、イフリア――我が愛いとしき娘むすめよ。気分はどうだ？　ん？　調整はしたんだ、魔力暴走は治まっているはずだがね。ずいぶん自己制せい御ぎよが上達したようじゃないか？」

　まったく小物じみた口くち振ぶりだ、とイフリアは失しつ笑しようしてみせる。

　それが強がりだとしても、強がれること自体にはきっと意味があった。

「そういうお前は、まったく変わってないね、カーゴ。まだ妄もう執しゆうに囚とらわれているのか」

「――うるさいぞ」

　繕つくろった余よ裕ゆうなど脆もろいものだ。男――トーキン＝カーゴは、表情に貼はりつけていた笑みを消すと、動けないイフリアの後うしろ髪がみを掴つかみ、その腹に膝ひざを打ち込んだ。

「かっ――、ぁ。げほ――っ」

　イフリアは咳せき込む。カーゴは、道具に逆らわれることなど認めない。

「誰に向かってモノを言っている？　ん？　それが開発者ちちおやに対する態度かい？」

「……っ、えほ……っ」

「まあ構わんがね。私とて、なあ？　最高傑作まなむすめに手を上げるのは心苦しいというものだ。まったく、それでも昔の君は、もう少し従順だったのに。世せ俗ぞくに毒されたか？」

　言葉を取とり繕うことで、自らの余裕と優位性を偽ぎ造ぞうしなければ、この男は動けない。

　昔から――まだイフリアが六十一番と呼ばれ、被験体として研究所で飼われていた頃から――この男は、本当に何ひとつ変わってはいないようだ。

「今さら……ぼくに、なんの……用だ」

　イフリアは気き丈じように振る舞まう。

　心を、折られることだけは嫌だったから。

「……昔はともかく、今のぼくは救世科のひとりだ……こんなことを、して、ただで済むとでも思っているのか……？」

　かつてイフリア＝エルクレグリは、トーキン＝カーゴの運営する研究所で人体実験を受けていた。六十一という番号は、そのときに振り与えられたものだ。

　もちろんその実験において、被験者の人権などというものは考こう慮りよされていない。被験者など人間ではなく、ただ実験に利用されるだけの消しよう耗もう品ひんだ。その多くは孤こ児じや人さらいに遭あった幼い子どもで占しめられており、続けざまに消費されていった。

　イフリアの前に六十人。イフリアのあとに六人。

　締めて六十六人の子どもたち。

　その全員が、――今はもうこの世にいない。人の身で耐たえられる実験ではなかった。

　イフリアが生き残ったのは単に運がよかったからに過ぎない。たまたま才能が、適性があったから。だからこうして、唯ゆい一いつの成功例として今も命を繋いでいる。

　いや――そもそもだ。

「実験は、施し設せつは……もうとっくに、壊かい滅めつしたはずだ……」

　トーキン＝カーゴが責任者として所属していた研究所は、もうずっと以前に特務科が解体している。違い法ほう研究者は軒のき並なみ捕らえられたし、カーゴも死亡したはずだったが――、

「いいや？　私はきちんと王国の許可を得て、こうして活動している」

「……あり得ない……」

「ふん――まあ確かに言う通りだ。頭の固い連中も多い。さすがに大手を振ってというわけにはいかないがね。だが結局、抜け道みちなどいくらでもあるということさ。この私の理想に、理解と協力とを捧ささげてくれる人間もいるということだよ、イフリア」

　――つまり、新たな後ろ盾パトロンを得たということだろうか。

　だが、それだけでは無理だ。この話にはきっと裏があるはず、とイフリアは読んだ。

「私の研究が実を結べば、人類は新たな段階へと進化を遂とげる！　成果だ！　成果さえあれば誰にも文句など言わせはしない！　そして研究は、もうあと一歩で完成するところまで来ているのだから！　はは――動きの遅い王国の連中が私を止められはしない」

　ほんの少しの時間さえ稼かせげればいい。その間に研究を結実させ、成果さえ出せば行いの全てが正当化される。カーゴは、そんな妄もう想そうを信じ込んでいる。

「仮にどれほどの成果を出そうと、違法研究が肯こう定ていされるものか……！」

　イフリアは吐はき捨すてる。だがカーゴは、そんな言葉を聞き届けたりしない。

「下らん。ああ、どうせこの世は頭の固いバカどもの集まりだ、私の研究を素す直なおに認めることはないかもしれんさ。想定はしている。だが、それがどうした？」

　カーゴは両手を広げて嗤わらう。

　自らの価値を、広く世界へと謳うたうように。

「この研究が実を結んだ暁あかつきには、どうせ私に逆らえる人間などいなくなるのだから！　新たな救世主となった私を、世界は認めざるを得なくなる！　いいや、それさえ理解できぬ衆しゆう愚ぐなど、黙らせてしまえばいいだけだろう!!」

「……狂くるってるね、変わらず」

「いかに唯一の成功例とはいえ、やはり道具には理解できんか」

　カーゴは小さく息をついた。イフリアは、それでも臆おくさずカーゴに告げる。

「本当にできると思っているのか」

「……私は天才だ」カーゴは、吐き捨てるように言った。「だが天才だという程度で叶かなうことなど所しよ詮せんは限られているわけだ。私に必要なものは多かった。資産が、幸運が、時間が、この私には必要だった。――だから今なのだよ、イフリア。我が娘」

「ぼくは、お前の娘じゃない」

「――ならエルクレグリ夫妻は君の親かい？　優秀な才能を持って生まれた娘を、研究素材としてこの私に提供した張本人たる血を分けたふたりが！」

「やめろっ!!」

　そんなことはわかっている。自分に家族などいないと、イフリアは知っているのだ。

　思い出などない。少女にとって最初の魔術の師であった両親は、けれど同時に研究者であったというだけだ。その業を捨てきれず、娘の自由より魔道の探究を優先した。

　――それだけの話だとしても、それをカーゴに言われたくはない。

「お前が、あのふたりの話をするんじゃないっ!!」

「そう邪じや険けんにするなよ、救世主候補。今や私には全てが揃そろっているのだから！」

　――これは運命なのだから！

　トーキン＝カーゴは、狂きよう気きに満ちた声で叫ぶ。

「かつて研究素体となった六十余名の被験者のうち、ただひとり生き残った君が救世主候補として選ばれるなど！　これを運命と呼ばずしてなんとする！　そうさイフリア、わかるだろう!?　君こそが、最後の鍵かぎだということが!!」

　その咆ほう哮こうと同時、イフリアの足元の床が突とつ如じよとして輝かがやき始めた。

「魔ま術じゆつ陣じん!?　これは――うぐ、あああっ!!」

　体内で、強きよう烈れつな勢いの魔力が流る転てんし始める。

　それこそ燃え盛る毒の如く。人の身に余るエネルギーがイフリアを蝕むしばんだ。

「聖痕から供給される無制限の魔力。それを完全に肉体と合成すれば、君は人の枠わくを超こえ新たな存在として生まれ変わるだろう――その術式を、ここで完成させる」

「ぐ、ぁ……っ、い――ぅあ……！」

「さすが、痛みには強いか。それでこそ我わが傑作、我が叡えい智ちの結けつ晶しようだ。見ているがいい、これが一度は頓とん挫ざした《人造魔族計画》、その再起動の証明だ!!」

　魔族。異界に住まう、ヒトを越こえた力を持つ種族。生命。

　肉体を持つ人類と異なり、魔族はその肉体が完全に魔力で構成されている。だからこそ魔への適性が強く、ゆえに多くの人間とは比べ物にならない能力を所持している。

　――ならば人間も、同じ段階にまで進化すればいい。

　それが、トーキン＝カーゴの発想の原点。人間が魔族と同じ肉体にまで進化できれば、必ず魔族を超越した力を発揮できる。

　だがどうするか。当然、奇き跡せきを望むなら魔術に頼たよるほかはない。しかし、肉体を魔力へ変へん換かんしてなお、生命としての《個》を保つことは難しい。ほぼ不可能に近いほど。

　だがカーゴは諦あきらめなかった。あらゆる魔術陣を試ためし続けた。

　そうして、六十六名の犠ぎ牲せいの上に、ついに魔術陣を肉体に固定化することができた――いや、できてしまったのだ。それこそ奇跡だった。

　それが偶然にも、イフリア＝エルクレグリだったという話。
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　もちろん研究が完成したわけではない。彼かの女じよは単に魔力への適応性能が高まっただけ。いわば生きた魔術陣、生きた魔術術式になったようなものだ。

　その段階で研究に邪じや魔まが入り、成果であるイフリアは奪われてしまったものの、死体を偽ぎ装そうして逃にげ延のびたカーゴは諦めなかった。止まってしまった彼は、止まれなかった。

　そうして知ったのだ。奇跡のように、イフリアが救世主候補に選ばれたことを。

　ちょうど都合のいいタイミングで、彼の研究に手を貸してくれるパトロンまで現れた。術式の再現性、安定性を高める研究もようやく完成した。

　幸運が、資金が、時間が。

　研究の妨さまたげであったあらゆる要素が、奇き跡せき的てきに解決したのだ。運命だと思った。

　後こう援えんを受け、身分を偽いつわったカーゴは学院を訪ねた。そしてイフリアの魔力を暴走させ、治ち療りようができるのは自分だけだという理り屈くつで彼女を引き取った。表向き、王国機関の立場にいるカーゴの申し出を、学院側は断れない。あとは研究を完成させればいい。

　そのあとのことは、どうとだってなるだろう。

「――失礼します」

　愉ゆ悦えつに表情を歪ゆがめるカーゴ。気分がいいときの横よこ槍やりは実にナンセンスだ。

　とはいえ、相手は彼の出資者である。無む下げにはできない。

「何かな、ゼス氏？　今は見ての通り実験中で、お相手をしている余裕は――」

　部屋にひとつだけの扉から入ってきた小こ柄がらな人ひと影かげが、カーゴの言葉を遮さえぎって言う。

「侵しん入にゆう者しやです、トーキンさん」

「な……侵入者？　この施設にか!?」

　この第四研究所は名前だけの、実質的には架か空くうとも言っていい施設だ。所員などカーゴひとりだけだし、そもそも場所を知っている人間がいるとも思えない。

　だがゼスと呼ばれた人影は、ただ端たん的てきに事実を告げる。

「はい。アキ＝フォルトヴァール、並びに救世科の人員が確認できています」

「……ちっ。何に勘かんづいたのか知らんが面めん倒どうな」

　吐き捨てるカーゴ。まさかここまで追いかけてくるとは思わなかった。

　しかもずいぶんと早い。カーゴがイフリアを連れて出立した、翌日には追いかけてこないと間に合わないほどの速度だ。肩かた書がきの偽ぎ称しようがバレてしまったということだろうか。

　しかし、とカーゴは口くちの端を歪めた。不測の事態も利用してしまえばいい。

「まあ……そうだな。ならちょうどいいじゃないか。歓かん迎げいしよう」

「何か、お手伝いをしたほうが？」

　ゼスの問いに、カーゴは余裕ぶって答えた。

「何――道具なら、ここにきちんとありますから。それには及びませんが……まあ、お手伝いくださるというのなら、あえて固辞するのも失礼ですかね。お任せしましょう」

「……そうですか」

　ゼスという名の少女は、無表情のまま頷うなずいた。




※




「ちょいやー！」

　という、なんだか気が抜ぬける感じの掛かけ声ごえとともに、扉が吹ふき飛とばされていく。

　研究所裏手の通用口を、侵しん入にゆう者しや対策の結界ごとアミが破は壊かい。なんというか《モノをぶっ壊す》という一点にかけては、妙に適性を見せる奴やつだった。できれば今後も、俺おれの部屋とか教室ではなく、こういう邪魔なものだけに矛ほこ先さきを向けてもらいたい。

「……警備には人員が割さかれていないみたいですね。人の気配がしない」

　通用口から薄うす暗ぐらい廊ろう下かを覗のぞき込んで、ラークが小さく言った。

　頭の上に、例の動く草が乗っていなければもう少し決まったのにね……。

「もともと場所がバレないことが前提なんだろ。とはいえ油断はできないが――」

　呟つぶやきつつ全員を見み渡わたす。

　アミも、ラークも、そしてソニカも。ほとんど事情は知らないだろうに、こうして俺について来ることを選んでくれた。ずいぶんと、頼りになる表情を見せてくれる。

　リューリがこの研究所の場所を知っていた時点で、少なくとも奇き襲しゆうには失敗しない。

「行きましょう、先生」

　全員を代表するようにソニカが言った。

　剣けんを抜き放ち立つ様は、前回の事件のときより自信に満ちている。威い風ふう堂どう々どうたる姿だ。

「この奥おくに、イフリアが捕つかまっているんでしょう？」

「そのはずだな、リューリ？」

「うん」と、リューリが頷いて答える。「中の様子まではわからないけど、ここにカーゴとイフリアがいることは、ロクサが確認してる。彼かれも別口から行動してるはずだよ」

「……あえて泳がせてた、ってところか。やってくれる……」

　リューリとロクサディムの関係性も謎なぞだが、とりあえずはイフリアを取り返してから。

「この件を片づけたら、話せることは全部話してもらうからな？」

「もちろん」

「よし。――じゃあ行くぜ、みんな」

　掛け声とともに、研究所へと突とつ入にゆうしていく。

　先頭は索さく敵てき能力と敏びん捷しよう性せいに優すぐれたラーク、その後ろを火力と瞬しゆん発ぱつ力りよくのあるアミが支え、真ん中にはオールラウンダーのソニカ。射しや撃げき能力を持つリューリがその後ろで、殿しんがりには俺という万全の構えだ。この戦力なら、研究所のひとつやふたつは余裕で潰つぶせよう。

　長い廊下。内部に人間はおらず、多くの部屋が綺き麗れいなまま使われた形けい跡せきすらない。

「……誰もいねえな」

「カーゴは自分以外信用してないんだろうね。そもそもカーゴの研究に、ほかの人間じゃついて行けない。彼がひとりいれば、それでいいってことなんだと思う」

「あいつの研究ってのは、いったいなんだったんだ？」

　廊下を駆かけ抜けながらリューリに訊ねる。

「以前のカーゴは、人間を魔族に変える研究をしていた」

「そりゃ見事にマッドだな。そのための人体実験ってわけか……だが、それとイフリアがどう関係する？　あいつは普ふ通つうに人間だろう」

「段階を踏もうとしたんだろうね。まず人間を、兵器として運用できるようにした。魔力量の問題を解決しようとした、ってのがロクサの見解って聞いてる」

「……あいつが関係してるのか」

「イフリアが人体実験に使われてた頃、研究所を襲しゆう撃げきして壊滅させたのがロクサだよ」

「なるほど」

　会ったことがあるかのような態度だったのは、それが理由か。

　ロクサディムに――特務科によって助けられてイフリアは今の生活を得た。カーゴは逃げ出し地下生活を送っていたが、再び研究を再開したってわけらしい。

「てことは協力者がいたんだろうな。それも王国の中ちゆう枢すう部ぶに影えい響きよう力りよくのある立場の」

「救世主の到とう来らいを待たずして魔族を倒たおせる可能性の模も索さく、って感じかな。そういう主張で正当性を確保しようとしたんだと思う。まあ内実は単に力欲ほしさだと思うけど」

「イフリアは――」

「彼女の体に刻まれているのは、あらゆる魔術の発動を補ほ佐さする汎はん用よう魔ま術じゆつ陣じんなんだ。その補佐があれば、彼女の使う魔術は全てが一段階強くなる。一種の強化ブーストがかかるってわけ」

「そんな魔術陣、よく発見したもんだな……公表すれば歴史に名前が残るだろ」

「偶然だよ。切せつ羽ぱ詰つまってたカーゴが、たまたま正解を引き当ててしまった。再現性すらないし、イフリア以外の被験者は全員、肉体に陣じんを刻まれた反動で死んでる」

「……クソみてえな話だ」

　強く歯は噛がみした。ああ、本当に気分が悪い。

　俺は、滅んだ世界をこの目で見ている。魔ま界かいに侵おかされ、多くの人間が死に、国土が荒こう廃はいしていく様を目まの当あたりにした。どう控ひかえめに言っても、それは地じ獄ごくに等しかった。

　それに比べて、今の世はずっと平和で穏おだやかだ。たった二年足らずで滅めつ亡ぼうしてしまうのだとしても、それでも今ここは幸せだ。あの、終わってしまった未来に比べれば。

　――なのに。その裏で、こうして狂わされたようなことが起きている現実が悔くやしい。

「先生。そろそろ開けた場所に出ます」

　先頭のラークが鋭するどく言った。

「どういう構造してんだ、この研究所。で？」

「ヴィクトリアが警告しています。この先に何かいると」

「そうか。……ヴィクトリアって誰？」

「頭の上の彼女です」

「こないだ聞いたときと名前が違ちがうんですけど……」

「気に入らないと言われたので……」

「意思疎そ通つうが完かん璧ぺきすぎて怖こわいんだけど」

「――バカなこと言ってる場合じゃないですよ、アキ先生」

　ソニカにそんなことを言われてしまう。俺のせいじゃないと思うのだが。

　前の三人にも、俺とリューリの会話の中身は聞こえていただろう。それでも何も言わず、ただイフリアの救出だけを念頭に動いている。実戦を経へて、彼らは覚悟を身につけた。

　きっと、それは平和に生きる上ではなくてもよかった強さなのだろう。こうまで悲しい強さなど、必要とされないほうがたぶんいい。だとしても、俺はそれを後こう悔かいしない。

　――バカみたいに笑い、心から世界のために戦えるこいつらの強さを、俺は信じる。

　一本道を辿たどって、開けた場所に出る。

　ここが本当にただの研究所なら、きっとあり得ない構造だろう。

　その場所では、三体の影かげが俺たちを待ち受けていた。

「――ま、魔族……!?　なんでこんなところに！」

　三体の異形。黒で塗ぬり潰されたヒトガタは、それ自体が人類ではないという証あかし。だが。

「厳密には違う、ソニカ。落ち着け、よく足元を見ろ」

「……え――」

「魔術陣があるね。あれは……」

　驚おどろくソニカに対し、冷静に言ってのけたのはアミだ。

　なかなかに肝きもが据すわっている。単にバカなだけだと切って捨てるのは簡単だが、アミのそれが単に現実を認にん識しきできていないだけではないことは、俺にだってわかっている。

　彼女は、さすが俺なだけはあって――と言うべきかはともかく――これで意外と小器用だ。逆を言えばこれと言った得意分野がないのだが、知識は案外、広こう範はんにわたる。

「黄式――つまり物質干かん渉しようと、青式――つまり精神干渉の合あわせ技わざ。召しよう喚かん術ってヤツだ」

　異界から人間を襲おそいに来る魔族とは違う。

　それは、ヒトに呼び出され使し役えきされる類たぐいの魔だ。

「――■■■■■……！」

　何ごとかの音を発する異形。人語ではない、それは獣けものにも似た唸うなり声。

　魔族としての位階は低い低級の悪あく魔ま。いや、魔族と混同しては向こうが怒おころう。人間如ごときにいいように使われる程度の存在を、彼らは同どう胞ほうとは認めない。

　とはいえ侵入者対策として配置されているだけあってか、その瞳ひとみは殺意によって塗り潰されている。人間より強いことは間ま違ちがいなく、対処するとなれば骨だろう。

　――ならば。

「ソニカ、アミ、ラーク、リューリ！」

　四人の名前を叫さけんだ。

　同じ間違いは、もう繰くり返かえすつもりがない。

「時間がない、俺は先行する。だからあの三体――お前らだけで倒せ」

「な、ちょ――本気!?」

　リューリは驚いてこちらを振ふり返った。自信がないのではなく、単に俺がそう言い出だすことが予想外だったという辺りか。

　だが、残る三人には迷いなんてどこにもなかった。

「――了りよう解かい」

「よし、出番だね！　特訓の成果、見せるぞー！」

　ラークとアミは笑っていた。素人しろうと同然だったこのふたりの成長を、俺はいちばん間近で見てきたという自負がある。

　そしてソニカは、こちらを振り向むかずに、ただ小声で言った。

「任せて、くれるんですね――先生」

「ああ。所詮は低級悪魔、しかも人数的には有利ときた。お前らなら余裕だろ？」

「もちろんです！　あの程度、敵じゃない」

　踏み込みは、その宣言と同時だった。

　完全に制御された魔力運用。駆け出したソニカを、横並びに待ち構えていた魔族のうち一体が迎むかえ撃うつ。人間を越えた膂りよ力りよくで繰り出されたその右みぎ腕うでの一いち撃げきを――。

　――ソニカ＝アルハーツは、完璧なカウンターで斬きり落とした。

　積み重ねの強さだ。それは考えられた戦いだった。決して才能に任せた一撃ではなく、彼女がこれまで何度となく剣を振るってきたからこその技術。見事な一いつ閃せん。

「――赤式、《蛍火》！」

　斬り飛ばされた魔族の腕うでが、さらにソニカの魔術によって焼しよう却きやく処分される。再生を封ふうじるための一手。基本に忠実な魔族対策だ。

「す、ご……！」

　目を瞠みはったのはリューリだった。彼女はまだ、ここまで本気のソニカを見ていない。

　だから俺は笑った。その背を軽く叩たたき、教師らしく告げる。

「強いだろ、あいつらは」

「……そうだね。頼れる仲間だ」

「お前もそのひとりだろ。あいつらを、助けてやってくれ」

「……わかった！　ここは任せて、アキ先生」

　なぜだろう。これまでもそう呼ばれていたのに、まるで俺はそのとき初めてリューリに教師として認められたような気分だった。単なる勘かん違ちがいかもしれないけれど。

　それでも、この場を生徒みんなに任せていくことに、もはや不安なんて感じるはずがない。

　俺は一歩を踏み出すと同時、詠えい唱しようを破は棄きして術式を叫ぶ。

「――《翼ある足ライジエル》」

　短たん距きよ離り高速転移魔術。空間干渉と呼ばれる、それは本来なら魔ま女じよだけに許された技法。

　それでもって俺は道を塞ふさぐ魔族を越えて先の通路へ。

　今はとにかく、イフリアを救い出すことだけを最優先に考える必要がある。この施設のどこに彼女が囚われているかわからないし、広こう範はん囲いを探査する系統の魔術は、施設そのものに張られた結界が阻そ害がいしてくる。足で探し回るしかないということだ。

「……待ってろよ、イフリア……！」

　たとえ、彼女を送り出す以外にできることがなかったのだとしても。今の状じよう況きようが、考かんがえ得うる最善の展開なのだとしても。それでも、イフリアを危険に晒さらしたことは事実。

　それしかできなかったこと自体を、俺は悔くいて贖あがなわなければならない。それは責任だ。

　背後の戦闘音に懐なつかしい頼たのもしさを感じつつも、研究所をさらに奥へと急いだ。




※




　ロクサディム＝シュー。

　その肩書きは、王国宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん特務科第七位――すなわち王国最強の七人の一角。

　だが本音を言えば、彼はその肩書きそのものにあまり価値を見み出いだしていない。

　なぜなら彼は、自分がそれに値するものだとは理解していなかった。

　自分は例外であり、反則なのだ。ロクサディムはそう思う。類たぐい稀まれな魔術の才能と、血の滲にじむような努力、そして何より王国に捧げた忠誠と、それを証明する実際の貢こう献けん。成果。

　ほかの六人も――あるいは歴代のメンバーや辞やめたキジンも――全員が例外なく実績と献けん身しんでもって数字を背せ負おってきた。王国最強の立場は易くない。それはそのまま、この大陸全土の――連れん邦ぽう国家全ての、なべて人類の中で――最強を名乗ることだから。

　いや。確かにそれに認められるだけのことはしてきた。だがそれは裏うら技わざだ。

　――彼には、この王国にさえ隠かくしていることがあるのだから。

「さて……派手にやってくれてるかね」

　小さく、そう呟いた。ロクサディムは今、研究所の外、正面玄げん関かんの前にいる。

　最低限の警備員はすでに倒した。彼らは雇やとわれただけで何も知らないことは把握済み、このまま眠ねむっていてもらうのがいちばんだろう。問題はほかにある。

　彼の目的は、この場所を突つき止とめ、そして責任者トーキン＝カーゴの背後にいる黒幕を炙あぶり出すことにあった。

　そのために策を弄ろうし、場合によってはリューリさえ動かして状況を陰から操あやつった。

「見てんだろ。出て来いよ？」

　挑ちよう発はつするように、彼は建物に向かって声を投げかける。

　返答はない――だが反応はあった。目の前の空間が突如として歪んだのだ。

　それが異界と人界の交こう錯さくにより発生する空間歪わい曲きよくの余波であることは、魔族の出現を目の当たりにしたことのある者なら誰もが知っている。

　果たして。

　中空に突如として像を結び、ゆっくりと地面に降り立った存在がいた。

「……へえ？」

　ロクサディムは、舌打ちをしたい気持ちを堪え、皮肉げに口角を歪めてみせる。

　一方、その目の前の影は笑わない。表情を微み塵じんも揺ゆらがせない。

　まるで初めから感情など持ち合わせていないとばかりに、少女は無表情のままだった。

　そう――少女だ。

　目の前の存在を素直に表現するのに、最も適した言葉はそれだろう。

　白髪。そして赤眼。アルビノの特とく徴ちようを持つ少女。

　華きや奢しやな体たい躯くに無む垢くな表情。汚けがれを知らない白雪を思わせる静せい謐ひつとした存在感。触ふれれば穢けがれ、押おせば倒れ、今にも壊こわれそうに見える純真さを持っている。

　けれど、目の前の少女が、そんな弱い存在ではないことが彼には理解できていた。

　か弱く見える外見に騙だまされてはならない。それは単に、人間の観点からそれを理解することそれ自体ができないというだけの話なのだから。

　そもそも相対するロクサディム自身、それがなんなのか理解できてはいないのだ。

　理解できたことはひとつ。

　――それがヒトでありながら、冗じよう談だんにもならない化物じみた脅きよう威いであるということだけ。

「まさか、こんなかわいい女の子が出てくるとはね。いや、さすがに予想外だなあ」

　軽口を叩くロクサディム。

　余裕ではない。それが彼の方法論であり、むしろ全ぜん霊れいの証左だった。

　それに答えたわけではないだろうが、白い少女のほうもまた口を開いた。

「一応、訊ききます。引いてはもらえないでしょうか？」

「そう言われても困るぜ。ここは違い法ほう施し設せつで、俺は王国の人間だからな。職務上、見み逃のがせないことをやっているんだから、はいそうですかというわけにゃいかないだろ？」

「でしょうね。――やはり、彼は器ではありませんでしたか……」

　小さく呟く少女。人間味などまるで感じない外見なのに、なぜだろう、まるで本心から悲しんでいるかのように見えてしまう。

　たとえるなら、外れるとわかっていた籤くじの落選を、しっかり確かく認にんしたかのような。

　――魔族、ではない。

　それがロクサディムにはわかった。少女は自らの肉体を持っている。

　ならば人間であるはずだが、それもまたあり得ないと思わせるほどの脅威を感じる。

　少女が纏まとう魔力の量は、もはや人間のそれではなかったから。

　事実、人間なのだとしても、こんなもの、もはや怪かい物ぶつと呼ぶ以外にない。それほどに埒らち外がいな能力を、目の前の白い少女は有しているようだった。

「契けい約やくは契約です。時間稼ぎはしておきましょう。……お願いできますか？」

　白い少女が小さく言う。ロクサディムに向けられた言葉ではないようだった。

　では、いったい誰に向けて告げられた言葉なのだろう。

　それは一いつ瞬しゆんののちに知れた。次の瞬しゆん間かん、再び空間が歪みを現したからだ。

　空気が捻じれ、それが戻もどると同時に再び人影がそこに現れる。こちらは魔族だった。

　数にしておよそ六体。爵しやく位い級には届かぬものの、力ある個体であることは間違いない。数で言えば、施設の中でソニカたちが相手取っている、その倍だ。

　問題はまだある。

　それらが今この場に姿を現しただけであれば――なぜ人間の研究所に魔族がいるのかという点を除けば――まだ理解できる。だが今、彼らはただ隠れていたわけではない。

　本当に、つい一瞬前まで、それらはこの世界にいなかった。

　たった今、まるで白い少女に呼ばれるように、あるいは彼女を守るかのようにして異界から移動してきたのだ。いかな魔族とて、それはそう容易に可能なものではない。

　魔族は確かに、異界から人間界への移動を可能とする。だがそれは上位の個体――それこそ爵位級に相当する存在でなければ不可能だし、そもそも強力なら強力な個体ほど、同時に人界には存在しにくくなる。それらは本来、この世にあらざるモノだからだ。

「では、あとはお任せします」

　少女が呟くと同時、その六体の魔族が少女を守るように立たち塞がった。

「……おいおい。魔族が、同胞以外を守るだと……？」

　誰の常識から言ってもあり得ない光景。

　訊き出せる相手がいるとすれば、背後にいる白い少女だけだろう。

「なんだ？　実はアンタ、魔族だったりするのか？」

「さあ。見ればおわかりと思いますが」

「ああ、そう……まあ確かに人間にしか見えんな。さてどういうことか――」

「それに答えるとでも？」

「思わないけどね。んじゃ、せめて名前くらい教えてくんない？」

　笑い交じりで軽くそんなことをロクサディムは問う。

　実に気負いない姿は、それこそ道みち端ばたで女性を引っかけようとしているかのよう。

「……ゼス」

　果たして、白い少女は自らの名を告げた。

「そりゃどうも。ちなみにオレはロクサディム＝シューだ。よろしく？」

「そうですか」

　興味もなさそうに呟くと、ゼスと名乗った少女はちょこんと施設の入口に座すわった。膝を抱かかえて、その場で眺めているような構えだ。

「……ふぅ」

　と軽く息をつき、ロクサディムは襟えり元もとに結ばれている紐ひもを緩ゆるめた。

　そして同時に戦せん闘とう態勢へと移る。どうするにせよ、まずは目の前の六体の突とつ破ぱからだ。

　その奥で、ゼスは小さく、誰にも届かない声こわ音ねで呟いた。

「……低級交じりといえ魔種が十体。さすがに、この数になると空間がもたなそうですね」

　その言葉は小さく、ロクサディムの耳には届かなかった。

　届いていれば彼が行動を変えたかはともかく、聞こえなかった事実は重要な点だ。もっとも、ゼスには初めからロクサディムに情報を与あたえる気はなかっただろうが。

　そしてロクサディムのほうも、結局は最短で敵を突破するつもりなのは変わらない。

「――本気でいかせてもらおうかねえ」

　やはり余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子で小さく呟くロクサディム。同時に、彼は右手を軽く横へ振るった。何も持っていなかったはずの手の中に、直後、巨きよ大だいな剣が顕けん現げんする。

　自分の身長にも匹ひつ敵てきしようかという、それは片かた刃はの巨剣だった。

　それを見て取って、低級の悪魔たちは、けれど脅威に気づくことすらなかった。それを判断できるだけの知性がないのではなく、使役術式に奪うばわれているからだ。

　召喚術によって呼び出された魔族は大たい抵ていそうだ。命じられたことに反応するだけで、判断能力を所持していない。精神干渉の汎はん用よう式――青式魔術システム／ブルーによる、一種の洗脳。

　だから。それがあり得ないはずのものであることに気がついたのは、ただひとり。

「……神賜兵装テスタメント。なんで……っ」

　それはゼスと名乗った白い少女が初めて見せた、人間らしい驚きの感情。

　ただ、その小さな驚きの声も、やはりロクサディムには届いていない。彼はただゼスの表情が一変したことを見て取って、その驚きから事情を悟さとったのだと気づいただけ。

「悪いが種明かしをする気はないぜ？　そっちも教えてくれなかったんだ、仕方ねえだろう。それとも、今からでも君の正体を教えてくれるかい、ゼスちゃん？」

「……貴方あなたは、いったい……」

　今度はゼスのほうが、ロクサディムに誰すい何かする。もちろん答えはないのだとしても、問わずにはいられなかったとばかりに。

　当然だろう。今代の――二代目の救世主候補が五人揃っている以上、六本目の神賜兵装などこの世にあるはずがなく、また六人目の聖痕保有者もこの世界にあるはずがない。

「ん、なんだよ？　俺のことは当然、知ってるとばかり思ってたんだがなあ」

　ゼスの驚きよう愕がくを目の当たりにして、やはりロクサディムは悪戯っぽく笑う。

　それが当然であるとばかりに。

「名乗ったろ？　――王国宮廷魔術師団特務科第七位、ロクサディム＝シューさんだ」




※




　地下への階段を発見した。

　おそらく、地上階は全すべて研究施し設せつのガワだけ偽った、侵入者対策の戦場だ。この分なら本命は地下にあるとみて間違いない、と判断する。
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「迷ってる暇ひまもなし――行くか」

　それだけ呟いて、俺は地下への階段を駆け下おりていく。

　踊おどり場ばで折り返してその先へ。扉とびらを蹴け破やぶり、警けい戒かいしながらも最速で地下へ侵しん入にゆうする。

　広い部屋だった。

　天てん井じようは高く、また奥おく行ゆきも広がっている。ところどころに乱雑な形で、剥むき出しに実験用機械らしきものが置かれているが、稼か働どうしている様子ではない。

　なんらかの計器や、人間大をしたガラス製の筒つつらしきもの。纏めて箱の中に詰つめられている注射器やフラスコといった器具。鎖くさりのついた手て錠じよう。あるいは足輪。食器。

「……人体実験に使います感が半はん端ぱじゃないな。胸むな糞くそ悪い」

　思わず吐き捨てるように呟いてしまった。

　とはいえ、使われている形跡どころか使われた形跡もない。打ち捨てられたのではなく運び込まれたばかり、というほうが正解に近そうだ。舐なめた真似まねをしている。

「あんなあからさまに攫さらっといて、研究なんぞ続けられるわけねえだろ、バカかよ……」

「――いいや。それは君の視点が低次元なだけだよ、フォルトヴァール先生？」

　呟きに答える声は、広い部屋の奥からあった。

　視線は、初めからそちらを向いている。ゆっくりと歩くふたつの人影も見えていた。

　そのうち背の高いほうが、嗤う。

「よもや、ここまで来るとは思っていなかった。――まったく面倒な」

「俺の生徒を勝手に連れ出しといて、来るとは思わなかったはねえだろ間ま抜ぬけ。そんなん普通に予測しとくべきじゃねえのタコ野や郎ろう」

「……ふん。仮にも王立学院の教師なら、もう少し賢かしこいと期待しただけだ」

「いや結局は外してんのに何マウント取ろうとしてんだバカ。それ単にお前の見込みが浅かっただけだろボケ。お前の考えなしっぷりが証明されたなクズめ」

「……いい気になっていられるのも今のうちだぞ、小こ僧ぞう――」

「いや別に気分よくねーよ最悪だわカス。さっきから言ってること的外ればっかじゃんダメ人間。ちょっとくらいは正解に近いとこ射い抜ぬいてみろよクソったれ」

「さっきから聞いていれば――」

「やかましいハゲ」

「貴様は語ご尾びに罵ば倒とう語をつけないと喋しやべれないのかハゲてないッ!!」

　あっさり挑発に乗って絶ぜつ叫きようする男――トーキン＝カーゴ。ちょろすぎる。

　そして当然、こんな小物など眼中には入れていない。直後に俺は魔術を起動する。今の挑発は、単なる時間稼かせぎに過ぎなかった。

　黄式の拘こう束そく魔ま術じゆつが、カーゴの足元から突如として伸のび上あがる。

「何……っ!?」

　気づいていなかったのだろう。カーゴは慌あわてて逃のがれようとするが、遅おそい。

　床ゆかの石材が、形を変えうねるように絡からみついていく。カーゴは、研究者としての手しゆ腕わんなら高いのかもしれないが、戦いの訓練など受けたこともないのだろう。

　拘束してそれでおしまい。そうなるはずだった俺の魔術は、けれど防がれる。

　カーゴじゃない。その横に立っていた水色の少女が、俺の魔術を破は戒かいしたのである。

　――イフリアがカーゴを守っていた。

「お、おお……よくやった。さすがは我が愛まな娘むすめ、いいぞッ！」

　喚わめくカーゴは脅威になり得ないため無視。舌打ちしたい気分を俺は堪える。

　――正直、嫌いやな予感はあった。

　この部屋で再会してから、イフリアは俯うつむいたままひと言も喋らない。助けてほしいともなんとも言わない様子そのものがおかしかったため、予想外の動きとまでは言わない。

　どうやら、かなりまずい事態のようだ。

「……イフリアに何をした？」

　カーゴに問う。自分の意思でカーゴを守っている可能性は、今のところ考えていない。

　ならば強制されている。その下手人は、この状況でカーゴ以外ではないだろう。

　何か弱みを握にぎったのか、あるいは魔ま術じゆつ的てきな洗脳か。

　いずれにせよ――ロクなもんじゃないということだけは間違いなかった。

「何を？　は、はは……これは異なことを訊くものだなァ!!」

　形勢が逆転したとでも思ったのか、どこか興奮した様子のカーゴ。

　どうしてこう、言動のいちいちが小物っぽいのか。逆に演技じゃねえだろうな？

「それは私の娘むすめだ！　ならば私の命令を聞いて当然ではないか？　ええ!?」

「あ、そう。で？　何したの？」

「いちいち腹立たしい奴め……やれ、イフリア！　その男を殺せ!!」

　さすがに答えるほど間抜けじゃないか。

　言葉と同時、イフリアがカーゴを庇かばうように一歩前に出た。表情は虚うつろで、おそらくは意思を捻ねじ曲まげられていると見るほうが正解か。

　もともとイフリアに実験を施ほどこしたのはカーゴで、その目的が強化ということは――ああ。

「……保険くらいはかけておく、か。イフリアに何か小細工してあったな？」

　今ではなく昔から。初めからイフリアは、カーゴに逆らえないよう魔術が施されていたわけだ。自分より強い者を運用しようという以上は当たり前の措そ置ちというわけだ。

　おそらく命令権。意思を剥はく奪だつしてある一定の命令だけを遂すい行こうするよう強制する類いの術式だろう。それはイフリアの能力の大半を削そぐようなものではある、が。

　――実に腹立たしい。

「さあ殺れッ!!」

　命令と同時にイフリアが魔術を起動した。

　その肌はだに、赤い紋もん様ようが浮うかび出す。イフリアは片かた腕うでをこちらに伸ばした。

　――俺は咄とつ嗟さに横へ跳とんだ。

　刹せつ那な、俺の右みぎ肩かたを熱線が掠かすめる。速度と貫かん通つう性に優れた熱量がまっすぐに飛来し、俺の肩をわずかに傷つけながら、背後の壁かべに直ちよく撃げきした。穴でも開いたことだろう。

　もちろん後ろを確認している暇はない。

　肉体そのものに刻まれた魔ま術じゆつ陣じんの効果なのだろう、詠唱も魔術陣もなく赤式の攻こう撃げきを成立させている。攻撃にも遊びがなく、おそらく回かい避ひしていなければ喉のどを抉えぐられていた。

「ほう、躱かわすか。逃げるのは得意なようだな？」

　嗜し虐ぎやく的に笑うカーゴ。とはいえ決してこちらを舐めているわけではないらしい。

「次は回避させるな。飽ほう和わ攻こう撃げきで確実に始末をつけろ」

　返事はなく、けれど命令は聞いているらしい。

　イフリアの周囲に光が浮かぶ。赤い色をした魔ま力りよく光の、ひとつひとつが熱線の銃じゆう口こうだと見み做なすべきだ。その数は優に十を越こえ、全てがまっすぐに俺を狙ねらっている。

　俺程度の魔力量では防ぼう御ぎよもできない威い力りよくだろう。躱すか、先に倒すかの二択たくを突きつけられているということ。だが回避は量が不可能にし、そしてもう一方は――。

「そうだ、ゆっくり狙え。向こうはお前に手出しできないからなあ？」

　厭いやらしいカーゴの笑えみは、けれど事実だろう。

　単に気絶させる程度の攻撃では、おそらく防がれてしまう。かといって、防げないほど威力のある攻撃をイフリアに向けられるはずもない。そもそもそんな時間もないが。

　十あった魔ま弾だんの射出口が、百にまで増えようとしていた。

　それが放たれるが最後、俺に防ぐすべはない。カーゴの笑みが深くなる――そのとき。

「なあ、イフリア――」

　俺は言った。

　あるいはカーゴ以上に厭らしく笑いながら。




「――お前、意外と乙女おとめっぽい恋れん愛あい小説とか好きなのな？」




　効果は劇的だった。

　精神が乱れ、術式を維い持じできなくなったイフリアの魔力が空気中に霧む散さんする。

「は……？　な、なぜ……!?」

　台本でも作ってあったのかというくらい見事すぎる間抜けリアクションのカーゴを、完全に無視しながら俺は言葉を続ける。こんな奴はどうでもいい。

「見たぞ、図書室の隠し部屋にあったお前の蔵書。いやあ、いい趣しゆ味みしてんなあ」

「――――――――！」

　イフリアの肩が、びくり、と跳はねる。

　――まあ当然。

　カーゴの命令が聞こえている以上、聴ちよう覚かくはきっちり機能しているわけで。

「つーか、あそこにあるの、魔術関係の資料だけだと思ってたよ俺。まさかあんな……何、かわいらしい趣味した蔵書をお持ちとは思ってなかったわ」

「…………、…………！」

「いや。いやもちろんいいんだよ？　うんうん、お前もほら、思春期だしね。恋こいに恋するお年とし頃ごろってヤツだ、わかるわかる。いーやあ、女の子らしくてかわいいじゃないの」

「……っ、……！」

「むしろなんかオススメとかあったら教えてほしいな。ほら俺おれも読書は好きだけど、そういうジャンルはあんまり読まないからさ。好きな作家とかは？　結構読んでるでしょ？」

「…………………………………………っ!!」

「なんならソニカたちも巻き込んで読書会とかやる、今度？　えーと、なんだったっけな、あの本は……そうそう。確かどっかの学校の生徒と教師が歳としの差を越えた愛を――」

「――それ以上言うんじゃない、このクソ教師ィ――ッ!!」

　ついに。イフリアが、顔を真っ赤にして叫んだ。

「なんなんだ、なんなんだ先生はっ！　なぜぼくの本を勝手に読んでるんだっ!!」

「すまん。不ふ可か抗こう力りよく」

「なんのだ!?　というか、ち、違うからなっ！　あれはそう、たまたま手に入っただけで別に気に入ってるとかそういうのじゃないっ!!　勘違いしないでくれよっ！」

「……かわいいなあ、お前」

「この、くっ、ううぅうぅ……っ!!」

　いつの間にか赤い紋様も消え、逆に耳と頬ほおを赤くして涙なみだ目めのイフリア。

「――バカなッ!!」

　叫んだのはカーゴだった。あり得ないとばかりに髪かみを掻かき毟むしって吠ほえている。

「術式が……なぜ！　なぜ解けているッ！　この程度で解けるわけが――」

「――そりゃ逆だ。テメエこそ、聖痕のある救世主候補を、むしろよくこの程度の術式で操れると思ったもんだよ」

　魔力に守られる人間の精神を魔術で操るのは難しい。まして聖痕を持つ救世科の面々ならなおさらだ。そこから引き出される魔力が、彼かの女じよたちを守っている。

　もともと精神干渉なんて不安定極きわまりない術式なのだから。仮に操るなら耳は塞いでおくべきだし、明後日の方向から揺さぶれば洗脳なんて割とあっさり解ける。

　本物の精神干渉術者なら、命令をわざわざ声に出すことなんてしない。魔術それ自体にプログラムしておくだろう。それができていない時点でレベルが知れている。耳から声を聞いて判断する、という機能を残している時点で、その部分を操れていないのだから。

「さて、イフリア。迎えに来たぜ」

「……まったく」顔を赤くしてイフリアは言った。「どうせなら、もっと格好よく助けてもらいたいものだったよ。なんださっきのは。なぜぼくを無意味に辱はずかしめたんだ……!?」

「格好よく助けてもらいたかったんだ、イフリアちゃん？　かーわいっ」

「この男マジで最悪だ!!」

「まあ楽に済むに越したこたないだろ？」

　軽く笑った。この程度は障害にもならないのだと、そう示すように。

　イフリアは難しい顔をしていたが、やがて諦あきらめたように大おお袈げ裟さな溜ため息いきを零こぼした。

「……まあ、助けてもらったことに文句は言わないけどね。なんだかな……」

　言いながらカーゴに振り返る。

　カーゴは「ひっ!?」と、もはや余よ裕ゆうさえ繕つくろえずに悲鳴を上げた。その無様な姿に、イフリアは何ごとかを言おうと口を開きかけ――それより先に俺が叫んだ。

「待て！　イフリア、こっち来い！」

「……っ!!」

　何かもわかっていないだろうに、それでもすぐさま反応するイフリア。

　駆かけ寄よってきた彼女を庇うように、俺は部屋の奥おく側を見み遣やる。

　――そこから、ゆっくりと歩いて来る者があった。




「ふむ……やはり厄やつ介かいな御ご仁じんだよ、貴き殿でんは。その対応力には素す直なおに敬意を表そう」




　頽くずおれるカーゴとは比ひ較かくにすらならない圧あつ倒とう的てきな存在感。悠ゆう然ぜんと歩いて来る姿は、まるで幽ゆう鬼きのように力なく、けれど相反する獰どう猛もうな気配を感じさせる。

　魔族だった。

　逆立った赤髪が似合わない、枯かれ枝えだのような細身。飢えた獣の狡こう猾かつさを思わせる表情。その姿は先月、学院長から報告を受けたものだ。

「……なぜとは訊かないが。まさか爵位級のお出ましとはな……！」

「ああ、別に戦う気はありませんよ。こんなものは単なる後始末に過ぎない」

　その言葉通りなのか、赤髪の魔族はこちらを見ていなかった。

　実際、違い和わ感かんが強かった。こうも短期間に、魔族が人界に現れるとは想定していない。というより本来は不可能なはずだ。

　魔界が人間の生存に適さない異界であるのと同じく、魔族にとっての異界であるこの人間世界の空気は、魔族の体には毒にも等しい。ただでさえ空間が乱れているというのに、ここまで短期間に爵位級の魔族が顕現しては人界と魔界の位相が同期しすぎる。

　それは、お互たがいの世界に毒が流れ込む共とも倒だおれの所業に等しかった。

「ご安心を。貴方が思うような無理はしていませんよ、アキ＝フォルトヴァール。今回は別段、救世科を狙って行動していたわけでもありませんからね――そこの彼かれは戦闘者としてはともかく、魔ま術じゆつ師しとしては実に優ゆう秀しゆうだ。我々の同胞では気づかれてしまう」

　彼が見ているのはカーゴだ。「あ、あああ……」と呻うめく彼を無感情に睥へい睨げいしている。

　その表情には、あり得ないものを見るときの恐きよう怖ふがありありと浮かんでいた。決して組んでいたわけではなく、裏切られたわけでもない。そもそも理解できていない顔だ。

「ですから、ええ。期待外れとは言いません。あるいはと思って助力しましたが、元より無理筋でしたとも。この結果をもって、今回の教訓とするべきでしょうか」

「何を、何を……言って、貴様、は……いったい!?　なぜ私の研究所に――ゼスは、ゼスはどこに行ったのだ!?　なぜ魔族が私の研究所に侵入しているんだッ!?」

「……さて。いずれにせよ今必要なのは後始末ということです。では、そのように」

　その言葉の直後だった。

　異変が起きた。だが俺には赤髪の男が、何をしたようにも見えなかった。

　だから発生した異常からしか事態を確認できない。ただ次の瞬間、カーゴの肉体が突とつ如じよとして膨ふくれ上がるように体積を膨ぼう張ちようさせ始めたことだけを視し認にんする。

　変へん貌ぼう、と表現するには激しすぎる容よう貌ぼうの変異。それは、たとえるなら人間から別の何かへと進化する様子を早回しにしてみているかのような。そんな異常――異形だった。

「うげ、ぎぁ、げぎがぎぎががが――」

　カーゴが何ごとかを呻く。それさえもはや悲鳴ですらない、ただの音。

　意味のある言葉だったのか。だとしても、それはきっと人間には理解できないものだ。

　肉体が黒ずんでいった。肌が焼ける、なんてものではない。墨すみで塗ぬりたくっているかのように色が変わり、そして形までもが変化する。より巨大なヒトガタに。

「――う、ぁ――」

　背後のイフリアが、嘔え吐ずくような声を小さく漏もらした。

　それも仕方がないだろう。俺自身、その地じ獄ごくじみた光景に言葉がない。

　ヒトだったものが、ヒトでなくなるところは何度だって見た。だがそれは命を喪うしなうことと同義であり、決して命を保ったまま、別の何かへと変わることを言うわけじゃない。

　いや――そもそもこれは、今もまだ本当にカーゴなのだろうか？

　膨れ上がった体躯はすでに天井の高さを越えている。黒々とした肉体は固い筋肉へと変わったようで、みしみしと天井が軋きしみを上げていた。翼が生え、角が生えていた。

　紛まぎれもなくそれは、魔族としての身体特徴。

「ヒトを、魔族に変えやがった……っ!!」

「彼の悲願です。私はただ、陰かげからその手伝いをしたに過ぎない」

　俺の言葉は思わず零れ出ただけのものだったが、赤髪の悪あく魔まは律りち儀ぎにもそれに答えた。

　だから俺はそちらを見る。彼は、軽く両りよう腕うでを上げてこう言った。

「おっと、やめてくださいよ？　今の私では、どう足あ掻がいても貴方には勝てない」

「……何――？」

　総じてプライドの高い種族である魔族が、戦う前から負けを認めるような言葉を吐はく。

「なぜ、魔族のお前が人間を手伝う？　というか、お前――」

「今の私は、誇ほこりある魔種としての能力をほとんど喪そう失しつしている。ただの人に堕だした私を、あまり甚いた振ぶろうとは思わないでもらいたいものですね。それは誇りある態度ではない。もっともそれを命いのち乞ごいと捉とらえるようでしたら、仕方がないとしか言えませんが」

「……自分を、ヒトに喰わせたのか……っ!!」

　ようやく、俺は事態を理解した。なぜ魔族がこの場にいるのかを。

　力のある魔族でなければ世界を移動できない。けれど力のある魔族であればあるほど、異界に長く居続けることで不和を生む。肉体を蝕むしばまれ、どころか世界の崩ほう壊かいを招く。

　だから彼は、この赤髪の魔族は――自らの肉体の魔力を全て捨てることで対応した。

　爵位級の強力な魔族として異界にわたり、強い力のあるままでは留とどまれないから力を捨てて、こちらの世界に留まった。魔族であることを捨て、嫌けん悪おする人間に堕してまで。

「ほう……？」俺の言葉に、赤髪は驚おどろいたような表情を見せた。「いや、まさかそこまで一瞬で全てを把は握あくするとは思いませんでした」

「…………」

「力を落としたことはともかく、その方法までとは。貴方――いったい何者ですか？」

　難しい話ではない。そんなものは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　カーゴは、人間を魔族へと進化させる研究をしていたという。それが形になっていない以上、それでも彼が魔族化したというのなら、考え得る理由はひとつしかない。

「自分を、カーゴに取り込ませたんだろう？　でなきゃこうはならん」

「苦肉の策でしたがね。協力者がおりまして、彼の飲むコーヒーに私を含ませてもらっていたのですよ。肉体など持たぬ、魔力体である我々だから可能だったことですが」

「ぞっとしない話だ、気持ちのいいもんじゃない。……そこまで、するか」

　一個体がひとつの種と言っていい生命、それが魔族だ。

　ゆえに彼らは自己に誇り高たかく、他の生命より優すぐれた種であることを矜きよう持じとする。そんな彼らが、まさか人間になってまで力を捨てるなど――あり得ないと言ってもいい。

「しますよ。それが我々の悲願に繋つながるのであれば」

「どうやらお前からは、話を聞かせてもらわないといけないみたいだな」

　赤髪の目的はわからない。だが、そんなものは捕とらえてから訊き出だせば済む話だ。

　幸い、奴やつは力の大半を削ぎ落おとしている。今の赤髪からは低級の魔族ほどにも力を感じなかった。ひと月前には学院長さえ追おい詰めたという実力が、今はもう消え去っている。

　ましてこちらにはイフリアもいた。

　このふたりなら、カーゴを合わせて二対二でも負けることはないだろう。

「……やるぜ、イフリア。援えん護ごを――」

　だから。俺は背後のイフリアに声をかけようとして。

　――その直後、背後からの攻撃を受け正面へと吹ふき飛とばされた。

「ぐ、お……っ!?」

　背中に感じた熱、魔力圧。俺は反射で体内の魔力を背中に集めて防御する。

　それは攻撃から肉体を守りはするが、エネルギーまでゼロにできるわけじゃない。俺はそのまま為なすすべもなくカーゴのほうへと弾はじき飛ばされてしまう。

「……ま、ず……！」

　もはや精神までもが別の何かに変わったのか。それともこれもカーゴの意思なのか。

　いずれにせよ、カーゴだったそれが俺に殺意を持っていることは間ま違ちがいない。振ふり上げられた強きよう靭じんな黒い右みぎ腕うで――異形の膂りよ力りよくに操られる肉につ塊かいは、それ単体ですでに脅威だ。

　魔力は背中に集中させてしまった。刹那の間、俺にできたことは腕うでを交差させるだけ。

　だが、そんな弱々しい防御に意味はあったのか。次に俺が耳にした音は、みしり、と自分の両腕の骨が砕くだけ散ちる音だった。

　大木のような腕に殴なぐられ、今度は再び後ろへと飛ばされる。

　部屋を縦断するように俺は背中から壁に叩たたきつけられた。そちらのダメージは背中を守る魔力が緩かん和わしたものの、ゆっくりと遅おくれて現れる両腕の痛みは洒落しやれにならない。

「ぐ――！」

　舐めていた。尋じん常じようじゃない身体能力だ。

　もう腕は捨てるしかないだろう。魔力を流し込み神経を麻ま酔すいすることで、暴れる痛覚を強制的に閉じた。あとで確実にマズいことになるが、今ここで行動不能になるよりいい。

　魔術師の肉体の便利なところは、かなりの無理が利きくことにある。

　これでいい。両腕を犠牲にした分だけ、浮いた魔力は攻撃に回せるのだから。

「《灰式魔術システム／グレイ》、《五番フイフス》――」

「む……っ!?」

　小さな詠唱つぶやきに、赤髪の魔族が反応を見せた。

　声が聞こえたわけではないだろう。腐くさっても魔族、魔力の集中くらいは感じ取る。

　ともあれ俺は、背中を壁に預けてくずおれたまま魔術を放った。

「――《空断つ光ヴイーガ》」

　灰色の魔術陣が、カーゴ、そして赤髪の胴どうの辺りに現れる。

　赤髪のほうは咄嗟に背後へ跳び退すさることで、あっさり魔術の効果範はん囲いから逃れた。その動きを追ってまで狙うことは不可能だし、もともと難しい魔術だ。躱されても仕方がない。

　だが大きすぎる体躯が災わざわいして、カーゴのほうは回避が間に合わない。

　いや――回避しようという発想すら、もはや彼では思考できないのかもしれない。

「――断たれろ」

　刹那、陣じんが魔術を発動する。

　その結果として、カーゴの上半身が切断されて床に墜落した。

　まるで円えん盤ばん状じようの刃はに断たれたかのように。いや、円盤状の刃が胴にいきなり現れた、というほうが近いかもしれない。それは繋がりを断つ、灰式の中でも特に攻こう撃げき的てきな術式だ。

　魔術陣が発生してから実際に切断の効果が発揮されるまで、一瞬の間があるのが弱点である。だから躱すのは容易なのだが、巨大すぎる図ずう体たいが災いしたのだろう。

「……なるほど。やはり貴方は恐おそろしい――逃にげるなら早めがいいでしょうね」

　赤髪の魔族は言った。斬きり飛ばされたカーゴになど目もくれず、現れたときと同じく、突とつ然ぜんに消えていく。魔族としての、最後の能力がまだ残っていたのだろう。当然、逃げる手て筈はずくらいはあらかじめ備えていたわけだ。

　そして、もはやそんなことはどうだっていい。

「どうした、イフリア！」

　俺は叫さけんだ。

　背中から壁に叩きつけられて、くずおれる俺。その視線の先で、さきほど俺を背後から不意打ちしたイフリアは、苦く悶もんの表情を浮かべながら片手で頭を押さえていた。

　額には脂あぶら汗あせが浮かんでいる。熱でもあるようなその姿は、先の暴走を彷ほう彿ふつとさせる。

「……ま、ずい……先生、逃げて――くれ」

　途と絶だえそうな声で、イフリアが呟つぶやく。

「どうしたと訊いたんだ！　答えろ、イフリア！　早く！」

「……頭が、熱い……これ以上、抑おさえていられそうに、ないんだ……！」

　ドクン――と脈打つように空気が揺ゆれた。魔力が大気に響ひびいたのだ。

　それと呼応するように、イフリアの体に再び赤い線が浮かぶ。暴走――いや、これは。

「……もう、人間ではいられないかもしれない……！」




※




　だけど。

　それならそれでも構わないと、イフリア＝エルクレグリは思う。

　焼けるような熱さが、毒のように肉体を蝕んでいた。

　全身が痛い。頭の中で、自分ではない何かが叫んでいた。

　もういいだろう、と何かが言う。

　お前は強い。強いのだから自分勝手に振る舞まっても構わないのだ。世界のためなどと、そんなお為ためごかしのために自らを犠牲にするなんて馬ば鹿かげている。下らない。

　――違ちがう。

　むしろ笑うがいい。身みの程ほども弁わきまえず、自分を虐しいたげてきた全てを裏切って嘲ちよう弄ろうしろ。

　――やめてくれ。惑まどわせないでくれ……。

　壊こわすがいい。殺すがいい。侵おかすがいい。嗤わらうがいい――。

　それは文字通りの、悪魔のささやきであった。

　魔に引きずられることで、自らがそちらへ寄っていくことに気づいていた。それを押おし止とどめることができる、イフリアの精神力こそ驚きよう嘆たんに値あたいするほどの。

　それは全て、目の前に立つ恩師を、殺してしまわないがための少女の足掻きだ。

　こんなところまで、当たり前みたいに追いかけてきて。

　得体の知れない先生ではあった。だけど間違いなく、自分たちのことをいちばんに考えてくれていることだけはわかっている。それが、イフリアにはとてもくすぐったい。

　だから、この痛みにも耐たえられるのだ。

　むしろ嬉うれしいくらい。

　これで、あのときの先生と同じ痛みを味わえるから。

　あのとき――先月の事件で、魔族の《灼毒》から庇ってくれた。そんなことは生まれて初めてだった。この人は本当に自分を、イフリアという存在を大切に思ってくれている。そのことが、どれほど嬉しかったのかなんてきっと先生にはわかっていない。

　だってイフリアは、それまで誰だれからも必要となんてしてもらえなかったから。

　生みの両親は研究者だった。イフリアは両親の才を継つぎ、神童として褒ほめられた。

　――だから、この才能ある少女こそ、実験体として最高のモノだと両親は思ったのだ。

　実験で結果を出せば、両親から褒めてもらえる。

　結果が出せていないのだから、殴られるのも蹴けられるのも、罵倒されるのも仕方ない。

　褒めてもらえなくなってしまったのは、わたしが何もできないから。

　才能にしか価値がないのに、才能で成果を出せないのだ。愛も情も受け取れなくて当然だろう。それなら、わたしにできることは、がんばること以外にひとつもない――。

　だからイフリア＝エルクレグリは、どんな苦痛にも耐えられた。

　慣れてさえしまえば、体の中で暴走する魔力の痛みなど大したものじゃない。むしろ、それほどまでに慣れてきても、まだ望まれる箇か所しよへ至れないことが申し訳なかった。

　だけど実験の成果に、イフリアが寄き与よできることなんてひとつもない。

　だからせめて、魔術師としてだけは優秀であろうと魔術を学び続けることにしたのだ。実験体としては失格でも、魔術師として強くなれば。きっと、褒めてもらえるはず。

　けれどそんな少女の想おもいは、裏切られて当たり前の幻げん想そうでしかない。

　当然だ。だって研究所の職員は、カーゴも、両親も、誰もそんなこと望んではいない。

　彼らが望むのはただひとつ、イフリアが人間から魔族へ進化することだけ。

　結果として刻まれた魔術陣の副作用が、あるいは彼女が学び続けた技術が――彼女を一個の魔術兵器へと仕上げた。それが成果を出せない研究所の、唯ゆい一いつの成果になった。

　けれど、誰もイフリアを褒めたりはしなかった。

　どころか同じ研究所で、同じ研究を受けていた仲間たちからすら、少女は排はい除じよされた。

　こんなにもつらく苦しく泣なき喚くしかない実験の中で、それを当たり前みたいに受け入れている少女など化物にしか見えなかった。浮いた時間の全てを読書に費やし、ひとりだけどんどん強くなり、親を真似て研究者あくまたちの機き嫌げんを取ろうとする裏切り者だった。

　素体として研究員から提供されたイフリアと違い、ほかの被ひ験けん者しやは足がつかないよう集められた孤こ児じなのだから。この場所が、どれほど異常な地獄かを知っていた。

　いや――それさえ、本当は違っていた。

　イフリアは、本当はこの場所が異常だと気づいていた。

　父親は特に優秀で、カーゴの右腕とさえ言われた研究者だ。いや、本当はカーゴ以上の才能を持っていたと今でも信じている。だからこそ、イフリアの父親はこう言った。

　――あいつより先に、ぼくが成果を出すことさえできれば……。

　成果とは、つまりイフリアが強くなることだ。尊敬すべき偉い大だいな父親のように、強く。

　だから少女は決意した。

　――ぼくは、きっと誰より強く、お父さんみたいなすごい魔術師になるんだと。

　わかってはいても、どうしようもなかった。なまじ賢い理解がもたらす現実に対して、少女が取れた対応策など、わからない振りをすること以外になかったのだ。

　本当は知っていた。

　全て、イフリアにはわかっていたのだ。

　カーゴは天才だが自分には劣おとり、彼では研究を完成させられないと。

　父親は確かに素す晴ばらしい研究者だったが、権力闘とう争そうに敗れ嫉しつ妬とと妄もう執しゆうに囚とらわれたと。

　母親は、父のことしか視界になく、イフリアを認にん識しきする機能すら壊れたのだと。

　どれほど学び、鍛きたえても、誰もイフリアを振り返かえることはないと。

　今日、自分に罵ば声せいを浴びせた被験体××××番は、あと三日ももたないだろうと。

　――自分という個性に、価値を認める存在なんてこの世にはいないのだと。

　幼い彼女はそれがわかるほどに賢く、その理解を自分に適用できるほど強くなかった。

　だからだろう。

　物心つく頃ころから暮らしていた施設が襲しゆう撃げきされ、自分が助けられたとき。

「よくがんばったな。もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　顔を隠かくした特務科の人間に、そう声をかけられたとき。

　イフリアは、その全てを余すところなく正確に理解しながら、ただ思った。




　――ああ、結局は時間切れ。ぼくは、価値を証明することができなかったのか――。




　そのあと彼女は、当たり前のように一いつ般ぱん社会に適応した。

　幼い頃から実験施設に捕らえられていたとは思えないほど、あっさり順応してみせた。一般常識をすぐに学び、王国の基金で生活を保障してもらい、ひとりで生きた。後見してくれるもの好きはいたが、迷めい惑わくをかけるつもりはなかった。

　そのせいで、書類上の後見人が死んだはずのカーゴのままになっていたようだが。

　ゆくゆくは魔術師団にでも入って、金を国に返して生きようと考えた。見てみたところ、皮肉にもあの実験に耐えきってしまったせいで、自分はだいたい強かったから。まあ、重宝されないということはないだろう、と。

　――それが変わったのは、彼女に聖痕が浮かび上がってからだ。

　奇き跡せきだった。ぼくもようやく自らの価値を誰かに示せるかもしれない、と思った――。




　――だけどどうやら、それさえ叶かなわないらしい。




　それなら。それなら自分の命には、もうどこにも使い道がないようだ。

　なら壊してしまえ、と悪魔がささやく。

　もう、本心ではそれでもいい。だけど巻き込みたくない人がいるから――なんの価値もない自分を、助けてくれた人たちだけは裏切れないから。

　彼女が自分を保っている理由なんて、今はもう、それ以外には何もない。
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　苦悶するイフリアに、俺は声をかける。

「……カーゴの術式は外れたはずだ。つまり、それは」

「ぼく、も……あの赤い髪の男に、何か……され、て……いたん、だろう……」

　それでもイフリアは、体内から体を焼き焦こがすかのような痛みを堪えて笑った。

　そう――彼女は笑っていた。

「せん、せい……逃げて、くれ……」

「……そう言われて、俺が逃げると本気で思ってるのか、お前」

　なんとか立ち上がりながらそう答える。腕が使えず非常に億おつ劫くうだが、いつまでも座すわってはいられない。それにしても、またずいぶんと信用がないものだ。

「教師が生徒置いて逃げるわけねえだろ」

「……そう、言うと――思った。だから逃げろと、言うんだ……」

「断る」

「……生徒に、先生を……殺させるつもりか」

　このままでは俺を殺してしまう、とイフリアは告げている。

　言葉の通りなのだろう。能力差は明らかで、しかもこちらは両腕が死んでいる。

「……お前はどうなる？」

「さあ……このまま、魔族にでもなるんだろうさ。少なくとも、今のぼくは死ぬけれど、まあ何、救世主候補なら、きっと次が現れるはずだ……神賜兵装は学院にあるから、早く先生は逃げてくれ。次の候補に、よろしく、頼たのむよ」

「ふざけたこと言ってんじゃねえぞ……！」

　俺が言葉を重ねるのは、その間だけでもイフリアの意識をこちらに引っぱるためだ。

　まずい。何がまずいって、イフリアの口調が徐じよ々じよにはっきりし始めている。

　これは彼女を殺すための変化ではない。イフリア＝エルクレグリというひとりの少女を、人間から魔族へと変貌、進化させるための術式だ。適応すればするほど手て遅おくれになる。

　ラークとアミのアホが、事故で生み出してしまった精せい霊れい植物に形としては近い。

　どんどんと人間から離はなれている。

「……もう、嫌なんだ」

　イフリアは小さくそう呟いた。俺は問う。

「何がだ」

「生きていることがだよ」

「……らしくないことを言うもんだ」

「らしくない、だって？」イフリアは、嗤った。「――先生にぼくの何がわかる」

「…………」

　俺は黙だまる。それは単純に、イフリアの意識がマイナスに引きずられていることを知ったからというのもあった。魔に引っ張られ、精神がヒトのそれから離れている。

　だが逆を言えば、それはイフリアという少女が、おそらくはずっと抱かかえていたもので。

「ぼくは、もう、……生きていたくない」

「……なぜ？」

「親に捨てられた。研究材料として提供された。同じ立場の仲間もみんな死んだ。魔ま術じゆつを学ぶことだけで食事を貰もらった。どれほど苦しくても実験からは逃げられなかった。ぼくだけが生き残って助けられた。世界を救えば、そんな自分にも価値が出ると思った――」

　――だけど。

　と、少女は言う。

「その結果がこれじゃあ、もう何もするべきじゃないじゃないか」

　かつて俺の仲間だったイフリア＝エルクレグリと、目の前の少女は違う。

　そんなことはわかっている。だが、理解している以上に、こちらの世界の彼女が地獄のような生活に追いやられていたこともわかった。

　道理で彼女だけが、明らかに図ず抜ぬけて強かったわけだ。

　過か酷こくな環かん境きようにあったのだろう。生まれてすぐに親に棄すてられ、魔術の才能だけを価値として育てられた。才能のせいで実験体に選ばれたのだ、と彼女は自分を呪のろったろうか。

　その気持ちをわかってやれるなどと、俺は口が裂さけても言えやしないのだ。

「わかってんのか。今のそれは、お前が単に捨すて鉢ばちになってるだけだって。魔族化の影えい響きようで思考がマイナスに引っ張られてるだけだ」

「……だとしても、それがぼくの本心だってことは変わらない。今だって、こうしてまた先生を、傷つけている……」

「俺がそれを気にしないと言っても、か？」

「……はは。ぼくは、先生ほどには強くなれない。それに、先生がよくても、ソニカは？　アミは？　ラークは……リューリはどうだ。仮にみんながよくても、ほかの人間は？」

　――救世主候補。

　誰もに失望されながら、それでも世界の命運を背せ負おわされる――選ばれてしまった五人。

　だが、彼女にとってそれは希望だったのかもしれない。

　誰からも望まれず、個であることを否定され続けてきた少女。そんなイフリアにとって、世界を救う資格を得たということは――それ自体が彼女を確立する価値に思えた。

　もう戦いたくないと、苦しい思いなんてしたくないと全すべてを投げ出したっていい。

　魔術によって苦しめられてきた少女が、それを捨てることをいったい誰が否定できる。

　それなら俺は支持しただろう。だけどあいつらは、誰ひとりとしてそんなことは考えもしなかった。自分の手で世界を救えることが、むしろ喜びだと前を向いたのだ。

　――けれど今、その目的にさえ、自分が邪じや魔まになるのではないかと考えてしまって。

「それで、どうする？　魔族になって生きていくのか？」

「……ああ、そうか。そうだね……それだと次の救世主候補が、もしかしたら選ばれないかもしれないのか。それは確かに……よくないね」

　――だったら。

　と、イフリアは言った。

「それなら、先生が――ぼくを殺してくれないか」

　それを彼女が、本心から言っていることが苦しい。

　いったい俺はどうすれば、彼女の苦しみを少しでも分かち合うことができるのだろう。

「先生には、感謝……しているんだ」

　イフリアは言う。

　それが別れのつもりであることくらいは、俺でなくともわかるだろう。

「ぼくは満足だ。ぼくを助けに来てくれる先生に、これ以上の迷惑はかけたくない。だから先生、ぼくを――イフリア＝エルクレグリを個人として認めてくれるなら、ぼくじゃないものに変わってしまう前に、殺してくれないか」

「ずいぶん、酷ひどい頼みをするじゃないか」

「先生は、世界を救おうとしているんだろう？　何か、ぼくの知らない事情があることくらい知ってるさ……その邪魔はできない。ぼくが死ねば、次の誰かに資格が渡わたる」

　その言葉に。俺は答えた。




「――それを聞いて、安心したよ」




※




　最後の一体を斬り払はらった。首の部分を一いち撃げきで。

　ソニカはそれでも気は抜ぬかず、残心を残して周囲を警けい戒かいする。油断のできる身分じゃない。

「――ん、問題なさそうだ」ラークが辺りを見回してから、ひと息つく。「警備にしちゃずいぶんと少ないけど、とりあえずほかはいないみたい」

「みたいね……お疲つかれ様さま、みんな」

　いちばん敏びん感かんなラークが言ったのだ、とりあえずの安全は確保できただろう。

　ソニカもほっと息をついて、それから戦友たちを見み渡わたした。実戦経験の少ないラークは緊きん張ちようしていたようだが、それでも危なげない雰ふん囲い気きだ。

　そのラークから、邪魔になるからと渡された《元気草》を頭に乗せ、だったらどうして連れてきちゃったんだろうとしきりに首を捻ひねっているのはリューリだ。

　ソニカはリューリに声をかける。

「リューリも。思ってたよりずっと実戦慣れしてるよね。経験豊富なの？」

「え？」頭から元気草が落ちそうになり、慌あわてて戻もどすリューリ。「ああ、うん……いや、三人こそすごかったよ。さすがは二代目救世衆だなあっていうか、ほんと、あたしなんて別になんの役にも立ってなかったっていうか……いる意味あったかな……」

「すぐ落ち込むなあ！　充じゆう分ぶん、役に立ってたってば！」

　――どうして救世科には私以外ちょっと変わった奴しかいないんだろ？

　そんなことをしれっと考えながら、ソニカは言う。

「ていうか、リューリだってその二代目救世衆のひとりじゃん。何言ってんの！」

「――あ、ああうん、そうだよね！」

　慌てるようなリューリ。ちょっと疑問に思いつつも、ソニカは特に訊たずねなかった。

「さて。それじゃあアキ先生を追いかけよっか」

「そ、そうだね……」

「まったく。任せてくれるのは嬉しいけど、だからって先行っちゃうことないのにね……いやもちろんイフリアが大変っぽいのは聞いたけどさ。せっかく活かつ躍やくしたのに……」

　ぶつぶつと呟くソニカ。

　そんな様子を見て、リューリは訊ねた。

「……ねえ、ソニカ？」

「ん、何？」

「ソニカって……アキのこと好きなの？」

「―――――――――ふぇ？」

　まさかそんなことを訊きかれるとは思っていなかった。

　と、ありあり記された表情でソニカは硬こう直ちよくする。

「なな、な……いきなり何言ってんの!?　あ、あんな教師のこと好きとか別にないからあり得ないからっ！　なんっ、なっ、なんで急にそんな突とつ拍ぴよう子しもないこと……っ!!」

「……………………」

「な、なんでこのタイミングで黙るのよ」

「……なんか、ごめん」

「なんでこのタイミングで謝あやまるのよっ!?」

　――まったく、そんなことあるわけないではないか。

　と、ソニカは憤いきどおった。私が言ったのは、あくまで教師のアキなら生徒の成長を確かく認にんして当然だろうという話であり、事情があるから仕方ないとはいえ、文句のひとつくらいは受け止めてもらわなければという当然の話なのだ。好き嫌いの問題ではない。

　そりゃ確かに教師としては有能みたいだし、魔族や妙みような魔術師に襲おそわれてもきっちり守ってくれたことは感謝している。頼たより甲が斐いもあるとは思うけれど、いやしかし……。

「……ていうか、リューリはどうなの？」

　ソニカはそう訊ねた。

「え。あたし？」

「知り合いなんでしょ？　アキ先生とは、前からの」

「……そうだね」

　と、小さく微笑ほほえむ少女の表情に、ソニカは思わず息を呑のむ。

　それが寂さびしく、同時に酷く儚はかない美しさのある表情だと思ったから。

「でも、アキはあたしのこと覚えてないしさ。それも仕方ない事情があるんだけど、それでもアキはあたしにとっては命の恩人だから。そういう意味では大好きだよ？」

「……そ、そうなんだ」

　さすがに混ぜっ返せないソニカだった。

　命の恩人、とまで言われて恋れん愛あい云々とは訊きづらい。――いや違う興味もない。

　というかその点には、訊くまでもなくリューリから触ふれた。

「心配しなくても恋愛感情じゃないよ」

「……別に心配とかしてるわけじゃないけど」

「あはは！　……本当、聞いてた通りの人だなあ……」

　小さく、何かを懐なつかしむように呟くリューリ。

　けれどその意味を問うより早く、ふたりの耳にラークの言葉が飛び込んできた。

「アミ？　どうしたんだ」

　ソニカとリューリは、釣つられるようにそちらを向いた。

　見れば、アミがなぜか壁かべのある一点を睨にらんだまま硬直している。そういえば、あのアミが戦せん闘とう終しゆう了りよう後からやけに静かだとは思っていたが――。




「なんか、いる」




　端たん的てきな発言。聞いていた三人も警戒状態に移るが、なんの気配も感じられない。

　アミより気配に敏感なラークでさえ、困こん惑わくした表情を浮うかべていた。

「……アミ？　どしたの、何か見つけた？」

　ソニカは問う。

　普ふ段だんの振る舞いはともかく、こういうときのアミの直感をソニカは疑わない。ソニカにとって、アミは命を預けるに値する戦友だ。助けられたことは覚えている。

　果たしてアミは、半ば独り言のようにソニカへ答えた。

「いる。外だ――行かなきゃ！」

　そして答えるなり、彼かの女じよは途と中ちゆうの通路へと駆かけ込んでいった。それは、来た道とは違う方向だが、アキが駆けて行った方向とも異なっている。

「アミ!?　ちょ、先生たちどうすんの!?」

「アキ兄とイフリアは放っといてもどうにかなるよ！　どうせいつも通り、イフリアがわがまま言ってるのをアキ兄が叱しかりに行っただけでしょ！」
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　そんな話ではなかったはずだが、ほとんど確信的に告げるアミは足を止めない。

　そしてそう聞くと、確かにそんな気がしてきてしまう。前のソニカのときと同じ話で、それならつまり――救世科にとっては日常だ。

「ああもう、追うしかない！　行くよ、ふたりとも！」

　その言葉でラークもアミを追いかける。

　リューリだけがひとり、ちょっと困惑した風に言った。

「い、いや、ねえ、それでいいの!?」

「どうせアキ先生はイフリア連れたら転移で戻ってくるでしょ！　灰式使えんだし！」

「あ、ああ――うん、それならいいんだけど、ちょっと！」

「いいから！　ほら、アミが見えなくなっちゃう！」

「そうじゃなくて、あの――ああもうっ！」

　ソニカと似たようなことを叫びながら、リューリも仕方なくあとを追いかけた。

　最後に、足の速いラークの背中に向かって、こんなことを言いながら。




「――この草、まだあたしが乗せてないとダメかな!?」







第五章『心に触れて』







「さて、行くぜ」

　と俺おれは言う。これ以上、イフリアに負担をかけるわけにはいかなかった。

　たとえ彼女が痛みに慣れているのだとしても、そんな些さ末まつなど理由にならない。

　――起動するのは単純な魔ま弾だん。

　当たったところで、死ぬどころか怪我けがも負わない威い力りよくで空中から撃うち出す。

　無論、そんな攻こう撃げきは今のイフリアに通じない。普段のイフリアにはより通じないだろう。当たり前のように迎げい撃げきされ、そして――イフリアが目を見開いた。

「――な、」

　俺は笑う。

「おいおいどうした、そんな驚いた顔して？」

「ば、バカか先生は！　やるなら、一撃でやらないと……」

「抑えきれなくなって俺を襲ってしまう、だろ？　わかってるからやったんだよ」

　挑ちよう発はつするように。

　そうだ。俺のような魔ま術じゆつ師しは、そうでもしなければ生き残れない。

　だからこれは――いつもの授業となんら変わりない。

「話を……聞いていなかったのか!?」

　イフリアは、吠ほえた。

　慟どう哭こくだ。それが彼女の優やさしさから出るものだと俺は知っている。

「このままここにい続けたら、意識を乗っ取られて先生を殺してしまうかもしれない！　それが嫌いやだから逃げてくれと、殺してくれと言っているのに……どうしてっ!?」

　だからこそ、それは認めない。

　だってイフリアは戦いたくないと言ったわけじゃない。彼女が厭いとうのは誰かを傷つけてしまうことだけだ。魔族になって生きていきたい、と言ったわけじゃない。

　だったら俺は彼女を助ける。そのために命だって張れる。

　そこに理り屈くつはいらない。それは俺がして当たり前のことで、俺はそれをしたかった。

　だからせいぜい、皮肉に笑ってそれを為そう。

　恩に着せるためじゃない。これは、恩に報むくいるための行いだし、また単純に、大好きな仲間を助けるための戦いなのだから。俺は、それに胸を張れる。

　それでいい――なぜなら、俺はイフリア＝エルクレグリの担任教師なのだから。

「――だから、かかってこいって言ってんだよ。見りゃわかんだろ？」

「は――」

　今度こそイフリアは、理解ができないとばかりに絶句した。

　こいつのこんな表情が見られるのは役得だ。それだけで、少し気分がいい。

「わからねえってなら言ってやるが、そもそもイフリア、お前、なんでちょっと魔族化して魔ま力りよくが増えた程度のことで、俺に勝てるなんて思ってるんだよ？」

　俺の言葉に押され、イフリアが思考し始める。

　考えることが得意なこいつは、なら考えていればいい。思考を停止させなければきっと戻ってこられるから。

「は、いや……だからそれは」

「まだまだ一対一でお前らに負ける気がしないね。そいつはちょっと、先生を舐なめ過すぎってもんだろ。これでも意外と、お前の先生は強いんだぜ？」

「そ、それは模も擬ぎ戦での話だろう！」受け答えが感情論から切きり離されてきた。「魔族化したぼくの魔力は、先生のそれとは比べ物にならない！　わかるだろう、それくらい！」

「魔力の多た寡かで戦いが決まると思ってるなら、甘あまいと言わざるを得ないな。そういう授業を、俺は確かにしてきたはずだ。――大だい丈じよう夫ぶ、要は俺が、死ななけりゃいい話だ」

　動かせない両りよう腕うでをだらりと下げて、それでも俺は強気に笑う。

　痛みは魔力で麻ま酔すいした。治ち癒ゆ魔ま術じゆつに使えるような魔力は残っていないが、この程度ならハンデにもならない。

「そしてお前の問題もそれで解決できる」

「ぼく、の……」

「要はお前が術式を押さえ込めればいいわけだ。今の魔力量じゃ無理だとしても、ここで消費しちまえば行ける。お前ならできる」

　体内に今、イフリアは赤髪の魔族の要素を取り込んでしまっている。

　それは魔力体だ。つまり、その分の魔力を使い切ってしまえば、完成すらしていない不完全な魔族化術式が機能することはなくなる。これは一種のドーピングなのだ。

　魔術で薬を作って一時的に自分を強化することはない話じゃない。

　それといっしょ。効果が切れてしまえば、今の状態はそれだけで解決できるわけだ。

「……ダメだ」それでもイフリアは、小さく首を振ふって言った。「そんな自信はない……いや、仮にできたとしても、その間に先生が傷つかないという保証がない」

　――ぼくは、それが怖こわいんだ。

　イフリアは項うな垂だれ、力なく呟いた。誰より傷つけられてきた少女が今、それでも誰かを傷つけるのは嫌だと泣いている。

　そんなものを受け止めきれないようなら、俺は教師を廃はい業ぎようしたほうがいいだろう。

「大丈夫だよ。――大丈夫だ、イフリア」

　だから俺は説得する。彼女が思いっきり俺に攻撃できるように。

　その全てを、俺が受け止められるのだと、言葉で証明しなければならない。

「――だって俺は、お前が強いって知ってるから。お前の強さを、俺は知ってる」

「アキ、先生……？」

「お前は賢かしこくて、その分だけ人の痛みがわかっちまう。だから誰かを守るためなら自分が傷ついても構わないと思うし、誰かを守るためなら力を発揮できる。優しいよ、お前は」

　だから。と、俺は笑って言った。

「そんなお前に俺は殺せない。一撃だって貰わない」

「なんで……そんな、ことが……っ！」

「現にそれだけ限界でも、今のお前は俺を攻撃してないだろ？　それがどれほど耐え難がたいものなのか、俺には想像することしかできないが――それが確実な証しよう拠こだよ」

　その言葉に、イフリアは力なく笑った。

「ぼくはそれほど、自分を信じることができないよ……」

「……どうして？」

「ぼくは弱い。誰からも必要とされていなかったことを知っている。今日まで生きてきたのは、どこかにぼくを必要としてくれる人がいるかもしれないって、そう思っただけだ。そんなぼくを、たとえ世界を救うためだとしても、必要としてくれた誰かを傷つけるのは嫌だ。怖いんだ……！」

「だったらお前は俺を信じろ！」

　もう自棄やけだった。本当にこいつは、なまじ頭がいい分だけバカだ。

　だけどバカなのはお互たがい様。俺だって、かつてはお前らと並び称されるバカだった。

「自信がないなら言ってやる！　俺はお前を信じてる！　お前がすげえ奴やつだって、俺がちゃんと知ってるからだ!!　俺には、お前が、必要なんだよ――イフリア!!」

「――――っ！」

「だからお前は俺を信じろ！　お前の先生はな、これでも昔、世界最強だったことがあるんだぜ？　ちょっと力を落としたくらいで、ちょっと力をつけたお前に負けねえよ」

「……いや。世界、最強って……」

「悪いが事実だぜ？　信用できないなら今ここで証明してやるし、どういうことか知りたいならあとで教えてやるよ。――だからお前は、俺といっしょに学院に戻るんだ」

　ニヤリ、と笑って俺は告げた。

　たぶんそう言ったほうが、イフリアには通じるはずだから。

「ほら。知らないことがあるままで、ドロップアウトなんてお前らしくねえだろ？」

「らしくない、か……先生は、どこまでぼくのことを知っているんだ」

「過去のことは知らなかったさ。だけど、お前の未来なら俺は知ってる。それを、お前に与あたえるために、俺はこうやって教師をやってんだ」

　言いたいことは全て伝えた。

　それはきっと、彼女にも、伝わったはずだと俺は信じる。

「最近なんか締しまらねえからな。ここらでちょっとくらい、先生に格好つけさせてくれよ。――さあ、授業の時間だ、イフリア。全力で俺を倒たおしに来い。稽けい古こつけてやる」

「……いいんだね、先生？」

「舐めんなよ、一年生。心配しなくても、お前の攻撃なんて一発も当たらん」

「それは、それで……ムカつくなあ、先生っ!!」

　直後――漆しつ黒こくの魔力が部屋に乱れた。

　魔族の力。癇かん癪しやくを起こすような魔力の奔ほん流りゆうだが、威力が伴ともなってはバカにできない。

　それを俺は、あらかじめ用意しておいた防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつで流す。ただ防ぐのではなく、魔力の流れを誘ゆう導どうするように乱し、霧む散さんさせる術式だ。

「初手から全力だな、イフリア！　容よう赦しやないじゃねえの！」

「うるさいっ！」とイフリアが叫さけぶ。「受け流しといて言うんじゃない！」

　……悪意に呑まれていない。

　イフリアは、自分の意思を保ったまま戦っている。がんばって、くれている。

「だいたい今の術式、戦う前から準備しておいただろう！　正々堂々はどこ行った！」

「やかましい！　魔術師に対して正々堂々とか的外れにもほどがあるぞ！」

　叫びながら俺は横へ走る。腕うでが使えない分、バランスを崩くずしかねないが――何。

　その程度の経験は、未来とつくに乗のり越こえたものでしかない。

「なら、こうだっ！」

　イフリアは叫ぶ。

　それはつまり、今から攻撃するぞ、という彼女なりの伝え方だ。今にも自分の心が塗ぬり潰つぶされてしまいそうな悪意の奔流の中でなお、こちらを気き遣づかっている彼女の優しさ。

　攻撃には容赦がない。だがそれは、言いい換かえれば最速で魔力を消費する戦い方だ。

　――それくらい、俺なら受け止められると信じてくれている。

　ならばそれに応こたえるだけだ。こちらの勝利条件は、一撃も貰わずに全力で攻撃してくるイフリアの魔力容量を減らしきること。

　同時に言えば、この地下室がぶっ壊こわれないように気を遣つかう必要もある。戦せん闘とうが想定されている構造である以上、強度のある結界で保護くらいしているだろうが、限度もあろう。こんなバカ魔力をぶっ放されて、仮にこの地下室が崩れたら洒落しやれにもならない。

　……まったく。

　こんな力任せの荒あら技わざ、イフリアに適した戦い方じゃない。

「《灰式魔術》、《二番》――」

　その言葉にイフリアが警戒を見せた。

「魔ま女じよの……魔術！」

「――《遠回りの路カノープス》」

　魔術が発動すると同時、イフリアの放った魔力流が跳はね返る。

「反射!?」

「いいや違ちがう」

　咄とつ嗟さに返ってきた魔力流を相そう殺さいするイフリアだが、直後に驚おどろきが表情に映る。ただ反射したにしては、威力が弱すぎることに気づいたのだろう。

「く――!?」

　気づいたイフリアが両腕を天てん井じように向けて振り上あげた。

　そうして発動した防御魔術が、上から降り注いだイフリアの魔術とぶつかり合う。

「これは……魔術の位置を変えたのか！」

　正解。さすがイフリア、分ぶん析せき力りよくは救世科でも随ずい一いちだ。

　魔女の灰式魔術は空間干かん渉しようを主とする。

　そして、どんな攻撃だろうと三次元的な《位置》には逆らえないものだ。振るった剣けんが背中を斬きり、撃ち出した弾だん丸がんが死角を貫つらぬくようでは、攻撃なんてするほうが損だ。

　――なんて、そんな便利なものでも、もちろんないわけだが。

　第一にして単純な理由として、魔術そのものが難しい。防ぼう御ぎよ用に使うものである以上、一いつ瞬しゆんの判断が命取りとなる魔術戦ではそうおいそれと使えない。相手が先に攻撃しないといけないのに、相手より魔術の発動に時間がかかるのだから。イフリアがただ魔力を波にして放ほうる、というだけのことを繰くり返しているから使えた魔術だった。

　ちなみに第二として、ただ防ぐよりも遥はるかに魔力を消費してしまう。もうぜんぜん使いこなせていなかった。今はそれでも、イフリアの魔力消費を早めることを優先しただけ。

「……ふふっ」小さく、そこで攻撃を防ぎ終えたイフリアが笑う。「確かに、この分じゃ先生に攻撃を当てられるという気がしないね。本当、わからない人だよ」

「お前の才能にゃ及およばねえよ」

　俺は軽く肩かたを竦すくめる。

　ただ同じ攻撃を繰り返かえすだけで、強みをまるで活いかせていないイフリアに勝っても何も嬉うれしくない。そんなことを誇ほこる気はないし、そして、それでも強敵だった。

「……っ、と――」

　イフリアが、そのとき、ふらりと足をもつれさせた。

　体力を削けずられているのだろう。肉体に癒ゆ着ちやくした魔族の精神が、心を預けて破は壊かいに励はげめとイフリアに告げているのだろう。その誘ゆう惑わくを拒こばむだけでも、余力は削られていく。

　――賭かけに、出るしかないようだった。

　俺の魔力も正直、そろそろ心こころ許もとなくなっている。

「これで最後だ」

「ふうん……こっちは、まだ余力が残っているけどね」

「魔力だけだろ。体力まで残ってるわけじゃない――あんま時間ねえが、悪い。もう少しだけ気張ってくれよ、イフリア！」

　叫ぶと同時に魔術を放った。

　詠えい唱しようを破は棄きした、ごく単純な赤式の攻こう撃げき魔ま術じゆつ。炎ほのおが広がりイフリアへと向かう。

　だが、そんな魔術でイフリアをどうこうできようはずがない。する気もないとはいえ、この程度では隙すきさえ作れないだろう、――これだけでは。

「――――」

　イフリアの技量なら、何も言わずに魔力を放つだけで汎はん用よう魔ま術じゆつくらい解体できる。右手を軽く払うだけで、俺の火か炎えんを消し去った。

　だが、それで構わなかった。炎を広げたのは単なる目くらましで、俺の目的はその隙にイフリアの下へと近づくことにあるのだから――。

「……らあっ！」

　残る魔力を振り絞しぼって、俺はイフリアへと一歩を踏ふみ出だす。同時に魔術を起動した。

　灰式の一番。最も単純にして奥おく深ぶかい、空間干渉の極ごく意い――転移魔術。

　それを用いて俺はイフリアの背後へと一瞬で回る。ゼロ時間で距きよ離りを詰つめて後ろから接近した俺に対し――だが。

「信じてたよ、アキ先生――」

　イフリアはその瞬しゆん間かんにはもう、俺の方向へと体を向けていた。

　反射では間に合わない。これは確実に、俺の動きを読んでいなければ不可能だ。

　簡単すぎる魔術を使ったことで、目的が目くらましであるとイフリアに読ませたのだろう。その思考速度こそ、イフリア＝エルクレグリの本当の武器だった。

　そうして、完かん璧ぺきな形で俺を待ち構えていたイフリアが。




「――だから死ね」




　酷こく薄はくに、表情が歪ゆがむ。まるで、魔の悪意に呑まれてしまったかのように。

　すでにイフリアの左手には、魔力が集められている。四し肢しをそれぞれ起点にしての、魔術の並行起動と術式保持。それは俺が、イフリアの前で使ってみせた技術だった。

　もはや俺には躱かわすすべも、防ぐすべも残っていない。

　それでも俺には――あるいはだからこそ――小さな少女に手を伸のばすほかにない。

　魔術を起動し、起動したその腕を彼女に向かって伸ばしていく。

　そして。

　イフリアは。

「……あとは任せた、先生」

　そう笑って、自分が保持していた魔力を全て破棄した。

　魔術の起動をキャンセルしたのだ。初めから、そのつもりだったということだろう。

　この期ごに及んでまだ、イフリアは俺に殺されるつもりでいたのか。だから、俺の行動を全て読んでおきながら、最後の最後に身を投げ出すような真似まねを選んだ。俺が魔力を起動したのを見て取って、最後を俺に預けたのだ。――いや、違う。

　イフリアは、俺を信じたのだ。どこまでも不器用に、彼女は態度で信しん頼らいを示した。

　……まったく、本当に、こいつと来たら。

　どこまでも希望に臆おく病びようで、そのくせ誰だれより優しい奴だ――。

　だから。




「俺も、信じてたぜ――イフリア!!」




　伸ばした腕が、少女の胸の真ん中に触れる。

　――魔女に貰った灰式魔術は、空間干渉と呼ばれる魔術だ。その空間の意味は実に広く、たとえば精神空間に巣くった魔族にだって、干渉することも不可能じゃない。

　そう。俺は初めからイフリアに魔力を使い切らせるなんて方法は選んでいなかった。

　だって無理だもの。そんなことはできるわけがないし、仮にできてもその間、イフリアに我が慢まんを強しいることが許せない。だったら可能な限り最速を狙ねらうしか方法はないだろう。

「……え、は――？」

　きょとん、と目を見開くイフリア。

　その姿に俺は笑って、そして詠唱を開始した。

「――《旅の終着を共に見よう。貴方あなたがくれたもの全て、其そ処こに返しに行くために》――」

　謳うたいながら思う。灰色の魔女はいったい、どんな気持ちでこの詠唱を作ったのか。

「――《わたしの心は此処ここにある。貴方と共に其処へ行く》――」

　俺に魔女の気持ちはわからない。彼女に関する記き憶おくを全て、奪うばわれているから。

　だけど。もしこの詠唱に、魔女の気持ちが少しでも乗せられているのなら。

「――《だから、これは貴方がくれた宝物》――」

　まあ、なんというか。こう言うのは恥はずかしい気がするけれど。

　少しだけ、気持ちがわかるんじゃないかと思うのだ。

「――《せめて雫しずくのひとつだけ、私の心に残ればいい》――」

　詠唱が完かん了りようし、イフリアの胸の前に架か空くうの穴が開く。

　黒いそれに手を入れた。それは彼女の心に触れる行こう為い。このレベルの魔ま術じゆつは、さすがに詠唱なしでは使えなかった。

　心に触れたことで、イフリアの気持ちが意識として伝わってくる。

　世界を恨うらんでもよかった少女が、それでもその強さと賢さから心を保ったこと。だけどもう限界で、だからこそ自分と同じ立場の仲間の存在を、どれほど尊く大事に思ったのかを。受け入れられたことをどれほど喜び、どれほど俺を信頼してくれたのかを――。

「――ん……っ!?」

　びくっ、とイフリアが肩を震ふるわせる。

　風が吹ふいた。魔力の風だ。抵てい抗こうしているのだろう――が、もうとっくに遅おそい。

　その瞬間、俺は勢いよく右手を引ひき抜き、黒い結けつ晶しようを取り出した。

　イフリアの体がくずおれる。預けられた華きや奢しやな体重を左ひだり腕うでで抱だき留とめて、右みぎ腕うでに握にぎった魔力の結晶を見る。これが、あの赤髪の魔族が残した、魔力の出どころになるものだ。

　そして、それをそのまま握り潰した。

　硝子ガラスの砕くだけるような音が響ひびき、破は片へんとなった魔力結晶が存在を保てず空気に溶とける。

「……うし、終わり」

　呟つぶやいた俺に、腕の中のイフリアが訊ねた。

「どう、して……」

　信じたのか、だろうか？

　そんな恥ずかしいことは説明したくなかった。俺は顔を背そむけて話を逸そらす。

「これか？　まあ魔術論で言うとやったら難しいんだけどな。要するに精神世界を疑ぎ似じ的てきな魔ま力りよく架か空くう構成空間と見て、んで腕の一部を同化させることでお前の中のあの赤髪の魔族の一部を取り除いたわけだ。これで解決だろ？　ハナから正せい攻こう法ほうに頼る気ねえよ」

「……そうじゃない」

「んーと、じゃあどうやって気づいたかのほうか？　お前が独り言で何か声に答えてたからな。たぶん魔族の意識はまだ残ってるんだろうと思ったんだよ。あの魔族なんか性格悪そうだったし、それくらいはしそうだったし。まあ精神干渉ってパターンあって――」

「そうでもない……」

　あくまでも言わせる気なのだろうか。もういいや。どうとでもなれ。

「……最後の一瞬なら、あれはほら、あれだよ。お前ならどんな悪あく魔まのささやきにも負けないだろうって信じてたし、つーかほかに選せん択たく肢しなかったし……」

「それも、違う」

「じゃあ何!?」

　要領を得ない言葉。わけがわからんと、俺は腕の中のイフリアに向き直った。

　すると、イフリアは顔を真っ赤に染めて、そっと胸むな元もとを隠かくすように、右腕で破れた布を寄せていた。……あ、さっきの魔力の勢いで、この服が破れてたってわけか。

「……先生、……った」

　か細い声で何ごとかを呟くイフリア。

　彼女にしては珍めずらしい、この至近距離でも明らかに聞かせる気がないようなもごもごとした呟きだ。怪け訝げんに目を細めた俺に対し、こちらを見上げるイフリアもまた目を細めて、それから今度は大声で、怒ど鳴なるようにこう言った。

「だから！　……さ、触さわっただろう、ぼくの胸を！」

「え」

「むね。さわった。……うぅ……」

　イフリアの顔が赤い理由がわかった。なるほど、そりゃ気にする年とし頃ごろか。

　けど、そう言われてもというか、今する話かというか。

「……え、それだけ？」

「それだけ!?　それだけじゃないだろう、それだけじゃ！　い、いくらなんでも、むむむ胸を触らなくたってよかったじゃないかっ！　それともそれはなんだ！　ぼくの胸など触っても気づかないほどしかないと言っているのかよしわかった戦争だこの淫いん行こう教師!!」

「そうは言ってねえよ！　むしろそこまで言う!?」

「て、て……ていうか先生、ぼくの心を、少し、よ、読んだだろう……っ！」

　恥ずかしそうに呻うめくイフリアだった。まあ精神干渉の一種だったし、そうなったが。

「……気づいたのか」

「気づくに決まっているだろう！　あんな……心を鷲わし掴づかみにされるみたいな……！」

「まあ大して伝わってきたわけじゃねえよ、安心しろ。別に読心じゃないんだから、多少イメージが伝わってくる程度のもんだ。隠してることまで伝わったりしない」

「……でも、ちょくせつ、さわったもん。この、あっきらせつ」

　俺はそこまで言われなければならないようなことをしたのだろうか。

「お前がいきなり振り向むいたから胸になっちゃったんだろうが！　本当なら背中に行くコースだったんだよ！　仕方ないでしょ、お前がこっち向いちゃったんだから！」

「そ、そんな言い訳で納なつ得とくするとでも……ううううう」

　ちょっと納得したらしいイフリアだった。理屈がつくと弱い子である。

　心臓か、あるいは脳か。そこに近い位置でないと、上手うまく発動しないかもしれない。

　万ばん全ぜんを期すために背中から心臓の裏に触れようとしたのだが、イフリアが無む駄だにこちらの動きを読んで振り返ったため、そのまま胸の中心に触れてしまったわけだ。

　別に揉もみしだいたわけでもないし真ん中だろ、と正直ちょっと開き直りたい気分。

　とはいえ経験上、こういうときは理屈を無視して男が悪いことになってしまうものだ。イフリアもソニカも普段は気にしないくせに、ときどきこうやって暴れることがあった。その辺は一周目のときと、さすがに変わってはいないらしい。

「わかったわかった悪かったよ！」

「……ん」恥ずかしそうに呟くイフリアだった。「ならいい……」

「ま、お前の中の魔族が外の様子を窺うかがってるかもしれなかったからな。変な手を打たれるかもしれなかったし、その意味ではお前の動きも意味はあったか。まさか読まれるとは」

　ある程度の魔力を削る意味でも、イフリアの中の精神を騙だます意味でも、戦うことに意味ならあった。振り返ってみれば、結構な綱つな渡わたりをしていたわけだ。

「……ぼくだって」

　と、そこでイフリアが小さく言った。

「ん？」

「ちょっとくらい、成長を見せたかっただけだ。……それだけだよ」

「なるほどね。かわいいとこあるじゃん」

「……うるさい、ばか」

　軽く笑うと、じろっと睨まれてしまった。それに続けて彼女は言う。

「……ところで、そろそろ腕がもう一回折れそうだから、立ってもらってもいいですかね？　今は治ち癒ゆに魔力回してんだけど、正直もう焼け石に水というか……」

　魔力で麻酔しておいてよかった。

　でなければたぶん、イフリアを受け止めた瞬間に泣き出していただろう。

「……まあ、あんな風に見るからに《両腕が使えません》風を装よそおっているときは、たぶん最後に使ってくるんだろうと思ったよ。先生はいつもそんな感じだ」

　もうちょっと心配してくれてもいいんですけどね。いや、別にいいけどさ。

　折れたくらいで、腕が使えなくなるわけじゃないっすよね、魔術師なら。言ったら怒おこられるから絶対言わないけど。

「あー……さて、どーすっかな、この後始末……もう魔力が残ってねえし」

　代わりに、ぼやくようにそう呟いた。

　かつては魔力なんて、聖痕からそれこそ無限みたいに湧わいて出た。こんなことに悩なやんだりしなかったのだが、今じゃ遣やり繰りしないとやってけない。お金と同じだね？

　と、そのとき腕の中のイフリアが立ち上がって、こんなことを言った。

「……そっか。あれは、触られたあとだから……伝わらなかったんだ」

「イフリア？」

「いや。先生、魔力が足りないってコトでいいんだろう？」イフリアは言った。「幸い、ぼくはほとんど自分の魔力を使っていないからね。ぼくのを分けてあげるよ」

「分けるって……んなことどうやって」

「――こうやってだ」

　次の瞬間。

　唇くちびるに、柔やわらかい感かん触しよくが触ふれたことに気がついた。

「ん……っ」

　やけに艶なまめかしい声。それを最後に、そっと感触が離はなれていく。

　その全すべてが終わってなお、さらに十秒ほど時間が経たってようやく、今し方ここで何が起きたのかを察した。

　要するに――唇を奪われたということ。

「な、や……ちょ、おまっ、はあ!?　何してんイフリア!?」

　混乱する俺。柄がらにもなく取り乱してしまい、まともな言葉が出てこない。

　そんな俺の様子を見て、下手人たるイフリアはむしろ愉ゆ快かいそうに唇を歪めてみせた。

「魔力を分けたに決まっているだろう。……意外と初心なんだな、せんせい？」

　年上の俺のほうがからかわれてしまっている。

　そんなやり取りは、確かにもともと俺とイフリアらしいかもしれないけど。

「……お前、な……いや助かったけどよ。その……よかったのか？」

　意い趣しゆ返しにしては身を切りすぎていると思い訊たずねると、イフリアはこう言った。

「まさか。もちろんよくない」

「おい……」

「だから先生？　肌はだに触れて、唇まで奪ったんだ」

　嫣えん然ぜんと。どうなってしまったのかと思う色っぽい表情で、ほんの少しだけ頬ほおを赤らめながら、イフリア＝エルクレグリは。




「――ぼくをこうした責任は、きちんと取ってくれなきゃ困るよ？」




※




　俺とイフリアは、廊ろう下かを外に向かって駆かけ戻もどった。

　ソニカたちと別れた場所まで戻ったが、そこに彼かの女じよたちの姿はなかった。魔力の残ざん滓しから全員無事で戦闘を終え、その後は地上に戻ったことがわかる。
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　それを追いかけるようにして、俺とイフリアも地上まで急いだ。

　そして。

　外に出ると、そこで俺は予想もしていなかった光景を目まの当あたりにする――。




「……君ら何やってんの？」




　呆ぼう然ぜんと訊ねた俺。

　その声に、なんでか目を細めたソニカが答えた。

「あ、アキ先生。戻ったんですね、お帰りなさい。イフリアも無事で何よりだわ」

　にっこりと笑うソニカ。

　イフリアは「あ、うん……」と珍しく静かに答えたが、違う。そうじゃない。

　ソニカは俺の質問にまったく答えていない。

「……で、何があったんだ？」

「アミがやりました」

「アミの自じ爆ばくです」

「……ごめんなさい、あたしは止めたんです、すみません。力が足りませんでした……」

　しれっと答えるソニカ、当たり前に呟くラーク、そして落ち込んでいるリューリ。その頭の上では元気草が元気そうに踊おどっているのはもう無視して、俺は視線をずらした。

　そこには、くるくると目を回して地べたに横たわる、気絶したアミの姿があって。

　その奥おくで頭を抱かかえている、ロクサディム＝シューの姿があった。

　ロクサディムが来ていることには驚かない。それは最初から知っていたことだ。あの段階でカーゴを学院に招き入れたのは、ほかでもないロクサディムがやったことだから。

　結果的には、彼かれが背後で動いていたから助けられたことになるのだろう。それはいい。

　問題はアミのほうだった。

　まあ、様子から間ま抜ぬけな話なのだろう、ということはだいたい察している。だから特に心配はしていなかったのだが、それでも聞いておかなければならない。

「……アミは、今度は何をやらかしたんだ？」

「結果的には魔術の暴発、かな。ロクサが庇かばったけど、気絶はしちゃった」

　リューリが、そんな風に説明をした。ソニカが続けて言う。

「まあ大事はないってことだけど……おかしいな。アミが失敗するとは思わなかった」

「……なんかあったのか？」

「戦いが終わったあと、いきなり地上へ駆け出したんだ、アミ。外に出るとそこにロクサディムさん？　がいたんだけど、そこでいきなり空を見上げて、それから爆ばく発はつしたの」

　言っていることの意味がひとつもわからない。

　だが確かに、アミは暴走はするが、それは行動的な意味でだ。魔術を暴発させるようなことは、今はもうほとんどないと言っていい。不自然と言えば不自然ではある。

　俺おれはロクサディムを見み遣やった。

「……で？　説明はしてもらえるってことでいいんだよな？」

「ああ、そりゃもちろん」なんだか服が薄うす汚よごれたロクサディムが頷うなずく。「だがそいつは一度戻ってからでいいよな？　さすがに疲つかれた……それは、そっちも同じだろう？」

　まあ確かに。

　リューリもロクサディムも、これ以上は言えることを隠すことはしないだろう。

　場合によってはこちらから情報を伝えてもいい。

「なあ、先生よ。それより、こっちからひとつ訊きいてもいいか？」

　考えを読まれたわけじゃないだろうが、そのときちょうどよくロクサディムが言った。

　なんだ、と視線で問い返すと、彼は軽く肩を竦めて――そして、アミを見た。

「……こいつは、いったい、なんだ？」

「何……？」

　俺の正体を訊ねられるならともかく、アミのことを訊かれるとは思っていなかった。

　怪訝に眉まゆを顰ひそめる俺。それを見て取ってだろう、俺が何も知らないと判断したらしいロクサディムは、小さく息をついて、それからこんな風に続けた。

「オレはここで、ゼスと名乗る人間と戦ってた」

　ゼス――という名前には聞き覚えがある。

　確か、あの赤髪の魔族を前にしたカーゴが、その名前を口走っていた。

「――そいつは魔族に守られていた」

「魔族に……人間がか？」

「ああ。人間が、だ。決して魔族じゃねえ」

　事実なら確かに不可解な話だ。

　先月の事件では、確かに魔族に協力している人間の魔ま術じゆつ師しと出会った。だが彼は魔族に守られていたわけじゃない。せいぜい利用されていた程度だろう。魔族は人間など厄やつ介かいな家か畜ちく程度にしか見み做なしていないはずだ。使し役えきに使う低級の悪魔ですら術者を襲おそう。

　それが人間を守る、とは。ロクサディムがこうも言い切る以上、力を落とした魔族でもなかったのだろう。第一、どうあっても魔族は魔族、人間とは見み間ま違ちがえない。

　ロクサディムはさらに続けた。

「そいつらな。――そのアミって奴がこっちに来ると気づいた途と端たん、逃げ出したんだ」

「は？　逃げ出した？」

「しかもあとから現れたそいつは、まるでゼスが逃げた方向が見てもないのにわかったみたいに遠くを眺ながめた。魔術に失敗したのはたぶん、ゼスに干渉されたんだろう」

　俺は、アホ面で倒れているアミを見つめた。

　アミは俺が見ていることに気づいたみたいにして「やん、もう。えっち」と呟いた。

　……偶ぐう然ぜんだったんじゃないかなあ……。

「まあいい」

　と、ロクサディムは小さく呟く。若じやつ干かん、半笑いになっていた。

「いずれにせよ、後始末が先だな……やれやれ、ったく、面めん倒どうになりそうだ……」

　俺は研究所を振り返った。

　ここは解体され、責任は王国のほうで追つい及きゆうされるだろう。もっともカーゴはすでにあの状態だし、関かかわっているらしき魔族はとうに逃とう亡ぼうを果たしてしまった。

　そこから先のことは、教師ではなく、専門の人間がやることになるのだろう。

「……いいか？」

　と、俺は横に立つイフリアにそう訊ねた。

　どうとでも取れる問いだ。それにイフリアは、小さく微笑ほほえんでこう答えた。

「いいさ。ぼくはもう、欲ほしいものをちゃんと貰もらっている」

「……そっか」

　そう笑って、それ以上は何も訊かなかった。

　――彼女が笑っていられるなら、それで構わなかったから。







エピローグ『これからのこと』







　――事件から一週間が経過した。

　ロクサディムはあれ以来、俺の前に姿を見せていない。とはいえ近きん隣りんにいるらしいが、後始末に奔ほん走そうしているようだった。それが、今のロクサの仕事なのだろう。

　元同業にもかかわらず、学院長さえロクサの名前を知らなかったのだ。今のあいつは、王国機関の中ですら特殊な立ち位置にいるのかもしれない。

　授業はしばらく休みになっている。

　救世科の授業ではなく、俺が教きよう壇だんに立つことが、という意味で。折れた腕を治すために治ち癒ゆ魔ま術じゆつを受けていたからだ。いろいろ無む茶ちやしたせいで、養護の先生に「頭もおかしいんじゃないですか？」と言われてしまった。「も」って。「頭も」って。

　イフリアに刻まれた魔ま術じゆつ陣じんは、これはもう取り去ることはできないらしい。

　カーゴの干渉術式はすでに破壊したし、今後もう彼女が魔族化することはないだろう。

「そういう意味では、むしろ魔術補助の術式だけ残ったんだ。運がいいよ」

　とはイフリア本人の言葉だ。

　助けに来てくれた仲間たちへ頭を下げ、彼女は全てを説明した。それが受け入れられたかどうかは、まあ、言うまでもないことだと思う。心配すらしなかった。

　怪我けがはようやく快方に向かっている。

　下手に治すとむしろ悪いということで、いろいろじっとしていないといけない時間が長かったが、そのお陰かげで壊す前より骨が強くなったと聞いた。嬉しくはない。

　――そうして今日、ついにリューリを呼び出していた。

　先延ばしになっていた話を、彼女から訊き出しておくためだ。彼かの女じよ曰いわく《言えることに限りがある》とのことだが、それでも確かく認にんしておくべきことは多いだろう。

　部屋で待っていると、こんこん、とノックの音がした。

「どうぞ」

　と告げると、しばらくしてからゆっくり扉とびらが開く。

　おずおずと姿を現すリューリ。半身を扉に隠し、なんだかやりにくそうだ。

「そう警けい戒かいするなよ……」

「え!?」目をぱちくりとさせ、それから首を横に振ふった。「あ、いや、そうじゃなくて。なんだか緊きん張ちようしちゃって……あははは」

　それは実のところ、こちらもあまり大差がない。

　記憶にない、けれど本当は知り合いだという少女。ただ俺のためだけに、過去の世界にまで追いかけてきてくれたという。正直、対応を考えあぐねていた。

　それでもまあ、聞くべきは聞いておこうという話であって。

「……えーと。いったいどこから訊ねりゃいいのか……難しいな」

「うん。下手なこと訊くと記憶消されるからね」

「……それ、もしかして魔女の縛しばりか？」

「うん、正解」リューリは頷く。「ま……、魔女に過去へ送ってもらう代だい償しようが、あたしの場合はそうだったの。未来の記録を過去に伝えないこと。気づけばセーフだけどね」

「じゃあ、俺の場合は……」

「うん。気づいてるなら言えるね。あたしにも関連することだし。ひとつは、アキが魔女の館やかたに辿たどり着ついて以降の、魔女の秘密に関連する記憶」

　俺が魔女のことを覚えていないのは、その記憶を魔女に手て渡わたしたから。

　要するに魔女は、自分の情報が知しれ渡わたることを阻そ止ししようとした、ということか。その意味では、未来の記憶を話せない、というリューリも形としては似てはいる。

「……でも、それだけじゃないんだろ？」

「うん」

　一度だけ頷いて。

　それから、リューリは言った。

「――ふたつ目は、あたしという人間に関する全ての記憶」

　俺はそれを代償にして、過去へと戻ってきたということらしい。

　だがそれは、逆を言えば俺は、未来でリューリを捨てて過去へ去ったということにならないだろうか。助けられるどころか、恨まれていてもおかしくない気がしてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」そんな俺を見て、リューリは小さく笑った。「あの滅ほろびかけの世界で、死ぬところだったところをアキに助けてもらったんだから！　アキがいなきゃ死んでたよ。その恩を返せるのに、恨むなんてするわけがない」

「……謝あやまらないほうが、いいか？」

　結局。迷いに迷った挙句、そんなことを訊くしかできなかった。

　リューリは小さく噴ふき出して言う。

「あははっ……そういうとこホントにアキって感じ」

「……生徒に呼び捨てにされるのも微び妙みような気分になるな」

「せんせって呼ぼっか？」

「なんでもいいよ。好きに、呼んでくれりゃいい。前はなんて呼んでたんだ？」

「パパ」

「ごめん嘘うそか本当かわかんないけど、それだけはやめて」

　小さく笑って、それからリューリは改めてこちらに向き直った。

「さて。まあ今のでわかると思うけど――あたしは、未来のことをアキに伝えることはできない。だけど別に、未来のことなんてアキだって知ってるわけでさ。そして逆に、今より過去のことだったらアキに教えることができるんだよ」

「お前は……」

「そう。――あたしは、アキよりもっと前の時代に戻って、今日まで生きてきた。仮に、アキがあたしのこと覚えてても、見ただけじゃわからなかったくらいは、育ったよ？」

「それ、は……」

「ストップ。先に言っておくけど、あたしにだって魔ま女じよが何を考えてこうしたのかなんてわからない。あたしはただ、アキの手助けがしたいって頼たのんだだけなんだから。どうせ向こうの時間にいても、何もすることないしね。こっちの世界は、平和だし」

「…………」

　確かに、あの滅んでしまった世界みらいで生きるよりは、魔女に頼んで過去に戻してもらったほうが幸せなのかもわからない。だとしても、それは言葉で言えるほど簡単じゃない。

　改めて顔を向けた俺に、リューリは再び頷きを返し、それから言った。

「だから、今日までわかったことをアキに伝えるために、来てほしい場所がある」

「……それは、どこだ？」

「あたしは制約があって口にできないことが多い。だけど、その制約がない人間がいる」

　俺は目を見開く。

　そうだ。言えないのなら、言える人間に聞けばいいというのは当然の話。

　――リューリは言った。




「アキ。あたしといっしょに、この時代の魔女に会いに来てほしい」







[image: ]







あとがき







　以前どこか（のあとがき）で、「僕は探偵が好きだ」とか、「埼玉が好きだ」という話はした気がしますが、そんな好きなものシリーズを引き継ぐ話として僕は魔女が好きです。

　魔女。

　まあ別に女性に限るというわけでもなく、要はそういう概念ですよね。こう、なかなか概念強度が高い言葉だと思いませんか、魔女って。たぶん聖女とは概念姉妹ですよ。

　なんというか、たとえば「スポーツ選手」とか「大学の先生」とか、あとはそれこそ、「小説家」とか――そういう肩書きだけ聞いても、その人が実際にどんな人間か、なんてわからないじゃないですか。

　だけど魔女って、なんかもう存在から御伽めいてて、魔女ってだけで根幹をある程度、縛られているかのような。まあイメージですけど、そんな感触があります。

　言葉の概念強度が高いってのは、そういうような意味合いですね。印象論ですが。

　――まあ。だからってわけじゃないんですけど、なら僕は自分の作品に魔女を出そうとするなら、なるべく幸せになってほしいなあ、なんて。そんなことを考えますね。




　じゃあ今の話、以降のあとがきに何ひとつ関係ないんで忘れてください。




　そんな感じで――お久し振りです。

　涼暮皐です。あるいは白河黒船という名前で憶えている方もいらっしゃるでしょうが、さて、どうでしょう。今はどちらが多いんでしょうかね。どちらでも大丈夫ですよ。

　みたいな感じで、『やりなおし英雄の教育日誌２』でした。

　こうして再び読者の皆様とお目にかかれたこと、非常に嬉しく思います。

　ありがとうございました。

　また担当編集Ｋ氏、並びにイラストの桑島黎音先生、その他出版に関わってくださった皆様に謝辞を。いつもお世話になっています。これからもよろしくお願いします。

　そろそろ年の瀬ですからねえ……というのはこのあとがきを書いている僕が、ですが。過ぎ去っていく一年は、皆様にとってどんなものだったでしょう。おそらく多くの人間は過去に戻ってやりなおす機会に恵まれることはないと思います。僕もたぶんそう。

　だからって昔のことを忘れてちゃ仕方ないですからね。反省は未来に活かすものです。

　結局、やりなおせるにしろせないにしろ、大事なのは《今》であるということに違いはないのかもしれません。まず、何より、今を大事にして生きなさいよね、と。

　この物語はおおむねそんなようなお話です。

　さて。この先は本編のネタバレを含みますので、未読の方は、この二巻を読み終わってから先へ進むようにお願いします。なにとぞ、お気をつけくださいませ。

　いいですね？

　ちゃんと読みましたね？




　――この巻で、味方側のメインキャラクターは、まあほとんどが出揃いました。そう、あの情緒不安定系躁鬱ヒロインと、猫被り系イケメン腹黒男ですね。ロクなのいねえ。

　まあ、これはそういうバカたちの物語だと思っていただければ幸いです。

　やりなおし先生アキと、かつての仲間／今の生徒たち。

　記憶と立場が違っていたり、なんだか多くのずれがある世界。

　果ては、記憶には存在していない少女。

　この辺がどうなっているのか、解答をこれから探していくことになるわけですが。

　一巻が序――つまり導入編、二巻が破――つまり出題編とするのであれば、続く三巻は急――つまり解答編に相当する、予定です。ようやく魔女が登場する、予定です予定！

　あくまで予定。先のことはわからないですし、どうなるかはこれから次第です。

　ともあれ叶うことならば、三巻でお会いできることを祈りまして。

　再び、彼らの過去と現在と未来とに、思いを馳せていくことに致します。




　――末筆代わりに。

　友人とＳＦ映画を観に向かい、劇場に入る寸前での会話。

「なあ涼暮、これなんか、あらすじから見るにループものっぽい感じしない？」

「おいメタ推理やめなさいよ。俺はあくまで展開から考察したいんだ。わかるかい？」

「俺は当たってさえすればなんだっていい」

（↓視聴後）

「当たってたわー。いやー、名推理しちゃったわー」

「お前さあ！　考えるのはいいけどさあ！　俺に言わないでくんない!?　なんかお前のひと言が響いて俺も途中で気づいちゃったよ展開に!!」

「俺は名探偵だったろ？」

「お前は犯人だったよ！」

　皆さんは推理しながら楽しむタイプでしょうか。それともしないタイプでしょうか。

　僕はがんばって推理するタイプで、かつその推理が当たらないタイプです。




二〇一七年師走　涼暮皐
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